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令和２年度当初予算特集

広報広報

今月の表紙は伊賀の国大山田温泉さるびの前の菜の花畑の様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。

今月の納税
●納期限　６月１日 （月）

納期限内に納めましょう
軽自動車税種別割（全期） 2020 年（令和２年）５月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴情報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　90,572 人　○世帯数　40,654 世帯
○男　44,458 人　　○女　46,114 人

伊賀市の人口・世帯数
令和２年３月 31日現在

スマホアプリ

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615番地　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は、診療終了時刻の 30分前までにお願いします。
◆夜間・日曜日・祝日診療を行っている医療機関は、救急医療情報センター
コールセンター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

◉伊賀市救急・
　健康相談ダイヤル 24

☎ 0120-4199-22
　心と体のさまざまな相談に、24時
間体制でお応えします。
※通話料・相談料は無料です。

５月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前９時～翌日午前８時45分
救急車での搬送限定ではありませんが、必ず事前に連絡
が必要です。
　【上野総合市民病院（☎ 24-1111）】
　【名張市立病院（☎ 61-1100）】
　【岡波総合病院（☎ 21-3135）】

◉各病院の受け入れ体制
日 月 火 水 木 金 土

１
　上野

２
　名張

３
　名張

４
　岡波

５
　名張

６
　岡波

７
　名張

８
　上野

９
　上野

10
　岡波

11
　岡波

12　
　上野

13
　岡波

14
　名張

15
　上野

16
　名張

17
　名張

18
　岡波

19
　名張

20
　岡波

21
　名張

22
　上野

23
　上野

24
　岡波

25
　岡波

26
　上野

27
　岡波

28
　名張

29
　上野

30
　上野

31
　名張

＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なり、診察できない場合があります。また、非当番日は救急の受け入れを行いません。
※二次救急（重症）の人が対象です。

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

ボランティア募集中
～みんなで盛り上げましょう～
　2021 年９月 25日から 10月５日まで開催され
る「三重とこわか国体」で、市内外からの来訪者を
歓迎し、国体の運営をお手伝いいただくボランティ
アを募集しています。

◇募集人数と内容
◦広報ボランティア（50人程度）
　イベントでの PR活動など
◦運営ボランティア（300人程度）
　競技会場での受付・
案内、休憩所でのドリ
ンクサービス、会場内
での美化活動など

◦応援ボランティア（100人程度）
　大会期間中の平日に競技会場での出場選手の応援
※募集人数に達し次第締め切りとなります。
※詳しくは、実行委員会ホームページをご覧ください。
◇応募要件
　中学生以上の個人または団体。ただし、広報ボラ
ンティアのうち、ダンス活動は小学生以上とします。
※ 18歳未満の人は、保護者の同意が必要です。
◇申込方法
　実行委員会ホームページからメール
フォーム入力によりお申込みいただく
か、本庁舎玄関受付などにある「伊賀市
ボランティア登録申込書」に必要事項を記入の上、下
記まで。

<お知らせ>
　軟式野球競技リハーサル大会は、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、中止になりました。
　
【申込先・問い合わせ】
　三重とこわか国体伊賀市実行委員会事務局（国体推進課内）
　☎43-9100　℻  43-9102　 kokutai@city.iga.lg.jp

～三重とこわか国体をもっと知ろう～
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令
和
２
年
度

当
初
予
算

歳　出（目的別）

　
市
税
を
主
な
収
入
源
と
し
て
、
教
育
や

福
祉
、
土
木
な
ど
基
本
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
た
め
の一般
会
計
、
国
民
健
康
保

険
事
業
な
ど
の
６
つ
の
特
別
会
計
、
病
院
・

水
道
・
下
水
道
事
業
を
行
う
企
業
会
計
、

島
ヶ
原
・
大
山
田
財
産
区
特
別
会
計
の
予

算
額
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会計名 予算額 伸率（％）

一般会計

特別会計

国民健康保険
事業

（事業勘定）

（直営診療）

住宅新築資金
等貸付

駐車場事業

介護保険事業

サービスエリア

後期高齢者医療

小　計

425 億 9,133 万円

94億 2,970 万円

93億 3,064 万円

9,906 万円

602万円

5,540 万円

108億 1,151 万円

992万円

12億 9,500 万円

216億 755万円

△ 4.7

△ 4.0

△ 4.0

△ 0.6

△ 21.1

10.6

0.3

△ 2.2

5.7

△ 1.3

▲
会計別内訳

会計名 予算額 伸率（％）

企業会計

病院事業 52 億 7,245 万円

水道事業 52 億 2,755 万円

下水道事業 36 億 7,104 万円

小　計 141 億 7,104 万円

財産区
特別会計

島ヶ原財産区 3,017 万円

大山田財産区 1,930 万円

小　計 4,947 万円

合　計 784 億 1,939 万円

△ 0.4

△ 2.9

△ 17.0

△ 6.1

9.0

53.5

22.9

△ 4.0

※予算書は通常千円単位で表すため、端数処理の関係で
予算額と一致しないことがあります。

※自主財源…地方公共団体が自主的に収入できる財源
※依存財源…国や県からもらう交付金など

　
今
年
度
の
予
算
は「
み
ん
な
で
つ
く
る
　
き
ず
な
・
活
力
・
創
造
予
算
」と
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
同
士
や
地
域
な
ど
の“

き
ず
な
“ を
強
く
し
、安
全
・
安
心
で
元

気
や
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
大
型
事
業
の
完
成
な
ど
に

よ
り
昨
年
度
と
比
較
し
て
20
億
８,
３
１
４
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
金（
市
の
貯
金
）

　
財
政
調
整
基
金
や
伊
賀
市
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
な
ど
へ
約
６

億
円
を
積
み
立
て
ま
す
が
、
財
源

不
足
を
補
う
た
め
約
18
億
円
を

取
り
崩
す
予
定
で
す
。

　
令
和
２
年
度
末
の
基
金
残
高

予
定
額
は
、
令
和
元
年
度
に
比
べ

約
12
億
円
減
の
約
１
３
７
億
円

で
、
市
民
一
人
あ
た
り
約
15
万
円

と
な
る
見
込
み
で
す
。

市
債（
市
の
借
金
）

　
約
39
億
３
千
万
円
の
借
入
に
対

し
て
、
返
済
す
る
額
が
約
55
億
５

千
万
円
の
予
定
で
す
。

　
令
和
２
年
度
末
の
市
債
残
高
予

定
額
は
、
令
和
元
年
度
に
比
べ
約

16
億
円
減
の
約
５
４
３
億
円
で
、

市
民
一
人
あ
た
り
約
60
万
円
と

な
る
見
込
み
で
す
。

歳　入

425 億
9,133 万円
昨年度

446億 7,447 万円

自主財源
44％

依存財源
56％

市税
147億 3,290 万円

負担金・
使用料など
9億 262万円

その他
（基金繰入金など）
32億 8,280 万円

国からの交付金
122億 9,211 万円

国・県支出金
74億 4,600 万円

市債
39億 3,490 万円

総務費
66億 670万円

予備費
3,000 万円

議会費
2億 9,870 万円

　労働費　6,418 万円

民生費民生費
144億 5,875 万円144億 5,875 万円

衛生費
49億 8,310 万円

土木費
24億 6,173 万円

消防費
17億 1,100 万円

農林業費
18億 597万円

公債費　
58億 8,544 万円災害復旧費

2億 3,000 万円

教育費
36億 759万円

商工費
4億 4,817 万円

425 億
9,133 万円
昨年度

446億 7,447 万円

【
問
い
合
わ
せ
】
財
政
課
　
☎
２２-

９
６
０
８
　
℻
２４-

２
４
４
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　zaisei@

city.iga.lg.jp

50億円
H27 H28 H29 H30

基金残高

R1末見込み R2末見込み

200億円

150億円
146億円

153億円 157億円 157億円
149億円

137億円

100億円

500億円
H27 H28 H29 H30

市債残高

R1末見込み R2末見込み

600億円

553億円

560億円

543億円

555億円 559億円

543億円
550億円

●

●

●
●

●

●

● ● ●
●

●
●

一般会計一般会計

2020.5 2



令
和
２
年
度

当
初
予
算

歳　出（目的別）

　
市
税
を
主
な
収
入
源
と
し
て
、
教
育
や

福
祉
、
土
木
な
ど
基
本
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
た
め
の一般
会
計
、
国
民
健
康
保

険
事
業
な
ど
の
６
つ
の
特
別
会
計
、
病
院
・

水
道
・
下
水
道
事
業
を
行
う
企
業
会
計
、

島
ヶ
原
・
大
山
田
財
産
区
特
別
会
計
の
予

算
額
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会計名 予算額 伸率（％）

一般会計

特別会計

国民健康保険
事業

（事業勘定）

（直営診療）

住宅新築資金
等貸付

駐車場事業

介護保険事業

サービスエリア

後期高齢者医療

小　計

425 億 9,133 万円

94億 2,970 万円

93億 3,064 万円

9,906 万円

602万円

5,540 万円

108億 1,151 万円

992万円

12億 9,500 万円

216億 755万円

△ 4.7

△ 4.0

△ 4.0

△ 0.6

△ 21.1

10.6

0.3

△ 2.2

5.7

△ 1.3

▲

会計別内訳
会計名 予算額 伸率（％）

企業会計

病院事業 52 億 7,245 万円

水道事業 52 億 2,755 万円

下水道事業 36 億 7,104 万円

小　計 141 億 7,104 万円

財産区
特別会計

島ヶ原財産区 3,017 万円

大山田財産区 1,930 万円

小　計 4,947 万円

合　計 784 億 1,939 万円

△ 0.4

△ 2.9

△ 17.0

△ 6.1

9.0

53.5

22.9

△ 4.0

※予算書は通常千円単位で表すため、端数処理の関係で
予算額と一致しないことがあります。

※自主財源…地方公共団体が自主的に収入できる財源
※依存財源…国や県からもらう交付金など

　
今
年
度
の
予
算
は「
み
ん
な
で
つ
く
る
　
き
ず
な
・
活
力
・
創
造
予
算
」と
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
同
士
や
地
域
な
ど
の“

き
ず
な
“ を
強
く
し
、安
全
・
安
心
で
元

気
や
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
大
型
事
業
の
完
成
な
ど
に

よ
り
昨
年
度
と
比
較
し
て
20
億
８,
３
１
４
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
金（
市
の
貯
金
）

　
財
政
調
整
基
金
や
伊
賀
市
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
な
ど
へ
約
６

億
円
を
積
み
立
て
ま
す
が
、
財
源

不
足
を
補
う
た
め
約
18
億
円
を

取
り
崩
す
予
定
で
す
。

　
令
和
２
年
度
末
の
基
金
残
高

予
定
額
は
、
令
和
元
年
度
に
比
べ

約
12
億
円
減
の
約
１
３
７
億
円

で
、
市
民
一
人
あ
た
り
約
15
万
円

と
な
る
見
込
み
で
す
。

市
債（
市
の
借
金
）

　
約
39
億
３
千
万
円
の
借
入
に
対

し
て
、
返
済
す
る
額
が
約
55
億
５

千
万
円
の
予
定
で
す
。

　
令
和
２
年
度
末
の
市
債
残
高
予

定
額
は
、
令
和
元
年
度
に
比
べ
約

16
億
円
減
の
約
５
４
３
億
円
で
、

市
民
一
人
あ
た
り
約
60
万
円
と

な
る
見
込
み
で
す
。

歳　入

425 億
9,133 万円
昨年度

446億 7,447 万円

自主財源
44％

依存財源
56％

市税
147億 3,290 万円

負担金・
使用料など
9億 262万円

その他
（基金繰入金など）
32億 8,280 万円

国からの交付金
122億 9,211 万円

国・県支出金
74億 4,600 万円

市債
39億 3,490 万円

総務費
66億 670万円

予備費
3,000 万円

議会費
2億 9,870 万円

　労働費　6,418 万円

民生費民生費
144億 5,875 万円144億 5,875 万円

衛生費
49億 8,310 万円

土木費
24億 6,173 万円

消防費
17億 1,100 万円

農林業費
18億 597万円

公債費　
58億 8,544 万円災害復旧費

2億 3,000 万円

教育費
36億 759万円

商工費
4億 4,817 万円

425 億
9,133 万円
昨年度

446億 7,447 万円

【
問
い
合
わ
せ
】
財
政
課
　
☎
２２-

９
６
０
８
　
℻
２４-

２
４
４
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　zaisei@

city.iga.lg.jp

50億円
H27 H28 H29 H30

基金残高

R1末見込み R2末見込み

200億円

150億円
146億円

153億円 157億円 157億円
149億円

137億円

100億円

500億円
H27 H28 H29 H30

市債残高

R1末見込み R2末見込み

600億円

553億円

560億円

543億円

555億円 559億円

543億円
550億円

●

●

●
●

●

●

● ● ●
●

●
●

一般会計一般会計

3 2020.5



　
令
和
２
年
度
は
今
回
紹
介
し
た
施
策
を

進
め
、
人
口
減
少
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
な
が
ら
、
誇
れ
る
ま
ち
・
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
視
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
行
政
だ
け

で
な
く
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
も
当
事
者

意
識
を
持
っ
て
、
生
き
生
き
と
し
た
伊
賀

市
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

  
活
力
あ
る
伊
賀
市
を
め
ざ
し
て

身
近
な
バ
ス
や
鉄
道
に

愛
着
を
持
ち
み
ん
な
で
支
え
る

　

皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心
に
移
動
で

き
る
よ
う
、
地
域
の
バ
ス
や
鉄
道
な

ど
の
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に

取
り
組
み
ま
す
。

◦
伊
賀
鉄
道
活
性
化
促
進
事
業

２
億
６
，
８
８
１
万
円

　

伊
賀
線
の
車
両
や
駅
舎
、
線
路
な

ど
の
維
持
管
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◦
行
政
バ
ス
運
行
経
費

　
１
億
２
，
０
８
６
万
円

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
行
政
バ
ス

（
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車
）
を
運
行
し

ま
す
。

◦
交
通
計
画
推
進
事
業１

，
４
７
３
万
円

　

公
共
交
通
の
維
持
・
活
性
化
に
向

け
、
総
合
的
な
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る

　

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
不
法

投
棄
の
防
止
と
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃

棄
物
の
収
集
を
行
う
ほ
か
、
里
山
・

竹
林
を
整
備
す
る
自
治
会
な
ど
の
活

動
に
補
助
を
行
い
、
住
み
続
け
た
い

伊
賀
を
つ
く
り
ま
す
。

◦
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
事
業

　
１
，
４
８
６
万
円

　

次
世
代
自
動
車
充
電
設
備
の
維
持

管
理
や
、街
路
灯
をLED

照
明
へ
取
り

換
え
る
た
め
の
材
料
を
支
給
し
ま
す
。

◦
環
境
基
本
計
画
策
定
事
業２

９
８
万
円

　

市
の
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
の

事
業
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、

「
伊
賀
市
環
境
基
本
計
画
」
の
策
定
を

進
め
ま
す
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る

　

市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
は
伊
賀

の
宝
で
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
伊
賀
市

を
め
ざ
し
て
、
結
婚
か
ら
妊
娠
、
子
育

て
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い

ま
す
。

◦
発
達
支
援
事
業

２
，
１
４
０
万
円

　

子
ど
も
の
成
長
発
達
に
不
安
や
悩

み
を
持
つ
保
護
者
な
ど
か
ら
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

◦
母
子
健
康
診
査
事
業７

，
２
８
０
万
円

　

妊
婦
一
般
健
診
、
乳
児
健
診
、
１

歳
６
ヶ
月
児
健
診
な
ど
、
母
子
の
健

康
に
関
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

みんなのきずなを強くして、
これからの伊賀市をつくろう！

　

市
民
の
皆
さ
ん
同
士
や
地
域
な
ど

の
「
き
ず
な
」
を
強
く
し
、
安
全
・

安
心
で
元
気
や
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
標
と
し
て
、
第
２
次
伊
賀

市
総
合
計
画
第
２
次
再
生
計
画
に
掲

げ
る
横
断
的
な
取
り
組
み
「
え
え
や

ん
！
伊
賀
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
伊

賀
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
進
め
つ
つ
、
５
つ
の
重
点

施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
各
施
策
を
横
断
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
な
が
ら
、

次
の
テ
ー
マ
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
は
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
持
続
可
能
な

社
会
を
つ
く
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

５
つ
の
重
点
施
策
を
紹
介
し
ま
す

地域に「ひと」が
定住・流入

魅力的な
「しごと」を創る「ひと」が地域で

「しごと」を創る

この循環を生み続ける
「まち」づくり

▲まち・ひと・しごと
　創生総合戦略のイメ
　ージ

   「
え
え
や
ん
！
伊
賀
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

  

伊
賀
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略

【
問
い
合
わ
せ
】　
財
政
課

　
☎
 22
・
９
６
０
８　
℻  
24
・
２
４
４
０

　
　

zaisei@
city.iga.lg.jp

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
る

　
市
民
が
誇
れ
る
伊
賀
、
市
外
の
人
か

ら
選
ば
れ
る
伊
賀
を
め
ざ
し
て
、
空

き
家
な
ど
の
利
活
用
の
促
進
や
、
移

住
・
交
流
事
業
、
忍
者
市
宣
言
や
日

本
遺
産
認
定
を
生
か
し
た
観
光
誘
客

に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
忍
者
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

４
，
５
１
５
万
円

　

忍
者
市
宣
言
な
ど
を
生
か
し
た
観

光
誘
客
事
業
の
ほ
か
、（
仮
称
）
忍
者

体
験
施
設
整
備
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

◦
空
家
等
対
策
推
進
事
業
経
費

６
，
６
７
７
万
円

　
空
家
等
の
適

切
な
管
理
と
、古

民
家
を
宿
泊
施

設
な
ど
に
改
修

し
た
観
光
ま
ち

づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

  

５
つ
の
重
点
施
策

災
害
な
ど
の
危
機
に
強
く
な
る

　

住
み
続
け
た
い
伊
賀
を
め
ざ
し
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
消
防
車
や
救
急
車
な
ど

を
更
新
す
る
ほ
か
、
増
加
す
る
外
国

人
住
民
に
対
応
す
る
た
め
、
通
訳
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
を
行
い
ま
す
。

◦
地
域
防
災
力
強
化
推
進
事
業

６
８
７
万
円

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
英
語

な
ど
を
併
記
し
た
避
難
所
誘
導
標
識

の
設
置
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◦
市
単
消
防
施
設
整
備
事
業

７
，
４
２
２
万
円

　

三
者
間
通
話
に
よ
る
１
１
９
番
通

報
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
や
、
消
防

用
ホ
ー
ス
な
ど
の

購
入
、
消
防
施
設
の

維
持
を
行
い
ま
す
。

コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

◦
子
ど
も
は
伊
賀
の
宝　

◦
誇
れ
る
伊
賀
、選
ば
れ
る
伊
賀
づ
く
り

◦
住
み
続
け
た
い
伊
賀
づ
く
り

◦
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
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令
和
２
年
度
は
今
回
紹
介
し
た
施
策
を

進
め
、
人
口
減
少
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
な
が
ら
、
誇
れ
る
ま
ち
・
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
視
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
行
政
だ
け

で
な
く
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
も
当
事
者

意
識
を
持
っ
て
、
生
き
生
き
と
し
た
伊
賀

市
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

  

活
力
あ
る
伊
賀
市
を
め
ざ
し
て

身
近
な
バ
ス
や
鉄
道
に

愛
着
を
持
ち
み
ん
な
で
支
え
る

　

皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心
に
移
動
で

き
る
よ
う
、
地
域
の
バ
ス
や
鉄
道
な

ど
の
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に

取
り
組
み
ま
す
。

◦
伊
賀
鉄
道
活
性
化
促
進
事
業

２
億
６
，
８
８
１
万
円

　

伊
賀
線
の
車
両
や
駅
舎
、
線
路
な

ど
の
維
持
管
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◦
行
政
バ
ス
運
行
経
費

　
１
億
２
，
０
８
６
万
円

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
行
政
バ
ス

（
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車
）
を
運
行
し

ま
す
。

◦
交
通
計
画
推
進
事
業１

，
４
７
３
万
円

　

公
共
交
通
の
維
持
・
活
性
化
に
向

け
、
総
合
的
な
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る

　

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
不
法

投
棄
の
防
止
と
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃

棄
物
の
収
集
を
行
う
ほ
か
、
里
山
・

竹
林
を
整
備
す
る
自
治
会
な
ど
の
活

動
に
補
助
を
行
い
、
住
み
続
け
た
い

伊
賀
を
つ
く
り
ま
す
。

◦
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
事
業

　
１
，
４
８
６
万
円

　

次
世
代
自
動
車
充
電
設
備
の
維
持

管
理
や
、街
路
灯
をLED

照
明
へ
取
り

換
え
る
た
め
の
材
料
を
支
給
し
ま
す
。

◦
環
境
基
本
計
画
策
定
事
業２

９
８
万
円

　

市
の
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
の

事
業
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、

「
伊
賀
市
環
境
基
本
計
画
」
の
策
定
を

進
め
ま
す
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る

　

市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
は
伊
賀

の
宝
で
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
伊
賀
市

を
め
ざ
し
て
、
結
婚
か
ら
妊
娠
、
子
育

て
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い

ま
す
。

◦
発
達
支
援
事
業

２
，
１
４
０
万
円

　

子
ど
も
の
成
長
発
達
に
不
安
や
悩

み
を
持
つ
保
護
者
な
ど
か
ら
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

◦
母
子
健
康
診
査
事
業７

，
２
８
０
万
円

　

妊
婦
一
般
健
診
、
乳
児
健
診
、
１

歳
６
ヶ
月
児
健
診
な
ど
、
母
子
の
健

康
に
関
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

みんなのきずなを強くして、
これからの伊賀市をつくろう！

　

市
民
の
皆
さ
ん
同
士
や
地
域
な
ど

の
「
き
ず
な
」
を
強
く
し
、
安
全
・

安
心
で
元
気
や
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
標
と
し
て
、
第
２
次
伊
賀

市
総
合
計
画
第
２
次
再
生
計
画
に
掲

げ
る
横
断
的
な
取
り
組
み
「
え
え
や

ん
！
伊
賀
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
伊

賀
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
進
め
つ
つ
、
５
つ
の
重
点

施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
各
施
策
を
横
断
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
な
が
ら
、

次
の
テ
ー
マ
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
は
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
持
続
可
能
な

社
会
を
つ
く
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

５
つ
の
重
点
施
策
を
紹
介
し
ま
す

地域に「ひと」が
定住・流入

魅力的な
「しごと」を創る「ひと」が地域で

「しごと」を創る

この循環を生み続ける
「まち」づくり

▲まち・ひと・しごと
　創生総合戦略のイメ
　ージ

   「
え
え
や
ん
！
伊
賀
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

  

伊
賀
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略

【
問
い
合
わ
せ
】　
財
政
課

　
☎
 22
・
９
６
０
８　
℻  
24
・
２
４
４
０

　
　

zaisei@
city.iga.lg.jp

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
る

　
市
民
が
誇
れ
る
伊
賀
、
市
外
の
人
か

ら
選
ば
れ
る
伊
賀
を
め
ざ
し
て
、
空

き
家
な
ど
の
利
活
用
の
促
進
や
、
移

住
・
交
流
事
業
、
忍
者
市
宣
言
や
日

本
遺
産
認
定
を
生
か
し
た
観
光
誘
客

に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
忍
者
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

４
，
５
１
５
万
円

　

忍
者
市
宣
言
な
ど
を
生
か
し
た
観

光
誘
客
事
業
の
ほ
か
、（
仮
称
）
忍
者

体
験
施
設
整
備
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

◦
空
家
等
対
策
推
進
事
業
経
費

６
，
６
７
７
万
円

　
空
家
等
の
適

切
な
管
理
と
、古

民
家
を
宿
泊
施

設
な
ど
に
改
修

し
た
観
光
ま
ち

づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

  

５
つ
の
重
点
施
策

災
害
な
ど
の
危
機
に
強
く
な
る

　

住
み
続
け
た
い
伊
賀
を
め
ざ
し
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
消
防
車
や
救
急
車
な
ど

を
更
新
す
る
ほ
か
、
増
加
す
る
外
国

人
住
民
に
対
応
す
る
た
め
、
通
訳
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
を
行
い
ま
す
。

◦
地
域
防
災
力
強
化
推
進
事
業

６
８
７
万
円

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
英
語

な
ど
を
併
記
し
た
避
難
所
誘
導
標
識

の
設
置
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◦
市
単
消
防
施
設
整
備
事
業

７
，
４
２
２
万
円

　

三
者
間
通
話
に
よ
る
１
１
９
番
通

報
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
や
、
消
防

用
ホ
ー
ス
な
ど
の

購
入
、
消
防
施
設
の

維
持
を
行
い
ま
す
。

コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

◦
子
ど
も
は
伊
賀
の
宝　

◦
誇
れ
る
伊
賀
、選
ば
れ
る
伊
賀
づ
く
り

◦
住
み
続
け
た
い
伊
賀
づ
く
り

◦
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
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■市債（借入金）の状況

■基　金
 基金とは家計に例えると貯金のようなものです。基
金の総額は 165億 2,735 万円です。主なものは次の
とおりです。

区　分 残　高

財政調整基金 56億4,238万円

伊賀市振興基金 29億8,917万円

国民健康保険給付費支払準備基金 3億4,898万円

■一時借入金
　一時借入金とは、支払いのための現金不足を補うた
めに借り入れる資金で、同じ会計年度中に返済される
お金です。

区　分 残　高

一般会計 30億円

特別会計 0円

企業会計 0円

区　分 残　高

一般会計 509億2,906万円

特別会計 1,413万円

企業会計 282億6,420万円

合　計 792億0,739万円

市
長　

岡
本　
栄

　
市
の
財
政
状
況
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
る
市
税

収
入
の
減
少
や
福
祉
に
必
要
な
扶
助
費
の
増
加
な
ど
に
加
え
、

合
併
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ
っ
た
普
通
交
付
税
の

合
併
算
定
替
の
終
了
に
よ
り
、地
方
交
付
税
が
減
少
す
る
な
ど
、

厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
市
が
将
来
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心
に
生

活
で
き
、
元
気
で
活
力
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
人
と
人
、
地
域
間
の
”き
ず
な“
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
施
策
の
推
進
に
あ
た
り
、
”き
ず
な“
を
深
め
る

と
と
も
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」
の
視
点

も
取
り
入
れ
、
多
様
な
主
体
と
の
連
携
の
も
と
、
将
来
に
わ

た
り
持
続
可
能
な
”伊
賀
市“
を
め
ざ
し
て
、
令
和
２
年
度
の

予
算
を
「
み
ん
な
で
つ
く
る　

き
ず
な
・
活
力
・
創
造
予
算
」

と
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
目
的
実
現
の
た
め
、「
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
つ
く

る
」「
災
害
な
ど
の
危
機
に
強
く
な
る
」「
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
」「
身
近
な
バ
ス
や
鉄
道
に
愛

着
を
持
ち
、
み
ん
な
で
支
え
る
」「
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
」

の
５
つ
の
施
策
を
重
点
化
し
、
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
令
和
２
年
５
月

■
財
政
の
動
向
お
よ
び
市
長
の
財
政
方
針

【
問
い
合
わ
せ
】　
財
政
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
０
８　
℻  
24
・
２
４
４
０

　
　
　
　
　
　
　

zaisei@
city.iga.lg.jp

愛称が新しくなった
コミュニティバス
「にんまる」

４月１日に開館した
伊賀市総合福祉会館

今年度、城下町
ホテルとして
オープンする
栄楽館

４月８日に開校した
上野北小学校

昨年度はこのような事業を行いました

　市民の皆さんに納めていただいた税金やそのほかの歳入などが、どのようなことに使われたのかを知っていただ
くため、予算の執行状況をお知らせします。
　なお、出納整理の期間（４月１日～５月 31日）の数字が含まれませんので、決算の数字とは異なります。
※表の金額は概算です。

　市の借金である市債の収入済額は 15億 3,802 万円で、市債の予算現額に対して 24.2%の収入となっています。
予算現額には繰越明許費＊を含んでいます。
＊繰越明許費：翌年度に限り繰り越して使用することができる予算のこと

令和元年度下半期の財政事情（令和２年３月 31日現在の執行状況）

■一般会計　歳入の状況 ■歳出の状況

科　目 予算現額 収入済額 収入率

市税 146億7,408万円 146億2,352万円 99.7%

地方譲与税 5億9,113万円 5億8,484万円 98.9%

地方消費税交付金 17億4,857万円 17億4,857万円 100.0%

地方交付税 94億1,467万円 99億4,613万円 105.6%

分担金及び負担金 5億7,074万円 3億4,518万円 60.5%

使用料及び手数料 5億3,985万円 4億9,872万円 92.4%

国庫支出金 51億3,715万円 42億3,250万円 82.4%

県支出金 29億 87万円 25億7,936万円 88.9%

繰入金 18億7,681万円 897万円 0.5%

繰越金 15億8,715万円 15億8,715万円 100.0%

諸収入 7億4,513万円 5億7,445万円 77.1%

市債 63億4,972万円 15億3,802万円 24.2%

その他 12億1,793万円 11億5,208万円 94.6%

合　計 473億5,380万円 394億1,949万円 83.2%

科　目 予算現額 支出済額 収入率

議会費 2億9,617万円 2億8,787万円 97.2%

総務費 72億6,431万円 46億2,949万円 63.7%

民生費 144億2,707万円 116億5,431万円 80.8%

衛生費 65億8,518万円 53億7,525万円 81.6%

労働費 7,510万円 7,429万円 98.9%

農林業費 21億9,385万円 16億 386万円 73.1%

商工費 5億4,983万円 4億 521万円 73.7%

土木費 27億4,185万円 21億4,288万円 78.2%

消防費 17億2,573万円 15億8,292万円 91.7%

教育費 47億8,643万円 28億5,626万円 59.7%

災害復旧費 4億6,457万円 1億8,200万円 39.2%

公債費 62億8,519万円 62億8,423万円 99.9%

予備費 3,000万円 0万円 0.0%

合　計 474億2,528万円 370億7,857万円 78.2%

■特別会計・財産区特別会計　歳入歳出の状況

会計名 予算現額　A
歳　入 歳　出

収入済額　B 収入率　B/A　 支出済額　C 執行率　C/A

特
別
会
計

国民健康保険事業 98億1,871万円 84億 30万円 85.6% 90億7,783万円 92.5%

住宅新築資金等貸付 7,255万円 1,285万円 17.7% 7,178万円 98.9%

駐車場事業 5,008万円 4,447万円 88.8% 3,012万円 60.1%

介護保険事業 108億0,731万円 90億4,561万円 83.7% 94億 539万円 87.0%

サービスエリア 1,037万円 947万円 91.3% 689万円 66.4%

後期高齢者医療 12億1,580万円 11億7,278万円 96.5% 10億4,869万円 86.3%

財産区
島ヶ原財産区 3,057万円 1,857万円 60.7% 2,806万円 91.8%

大山田財産区 1,820万円 1,870万円 102.7% 1,366万円 75.1%
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■市債（借入金）の状況

■基　金
 基金とは家計に例えると貯金のようなものです。基
金の総額は 165億 2,735 万円です。主なものは次の
とおりです。

区　分 残　高

財政調整基金 56億4,238万円

伊賀市振興基金 29億8,917万円

国民健康保険給付費支払準備基金 3億4,898万円

■一時借入金
　一時借入金とは、支払いのための現金不足を補うた
めに借り入れる資金で、同じ会計年度中に返済される
お金です。

区　分 残　高

一般会計 30億円

特別会計 0円

企業会計 0円

区　分 残　高

一般会計 509億2,906万円

特別会計 1,413万円

企業会計 282億6,420万円

合　計 792億0,739万円

市
長　

岡
本　
栄

　
市
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財
政
状
況
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
る
市
税

収
入
の
減
少
や
福
祉
に
必
要
な
扶
助
費
の
増
加
な
ど
に
加
え
、

合
併
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ
っ
た
普
通
交
付
税
の

合
併
算
定
替
の
終
了
に
よ
り
、地
方
交
付
税
が
減
少
す
る
な
ど
、

厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
市
が
将
来
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心
に
生

活
で
き
、
元
気
で
活
力
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
人
と
人
、
地
域
間
の
”き
ず
な“
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
施
策
の
推
進
に
あ
た
り
、
”き
ず
な“
を
深
め
る

と
と
も
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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続
可
能
な
開
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目
標
）」
の
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点

も
取
り
入
れ
、
多
様
な
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体
と
の
連
携
の
も
と
、
将
来
に
わ

た
り
持
続
可
能
な
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賀
市“
を
め
ざ
し
て
、
令
和
２
年
度
の

予
算
を
「
み
ん
な
で
つ
く
る　

き
ず
な
・
活
力
・
創
造
予
算
」

と
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
目
的
実
現
の
た
め
、「
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
つ
く

る
」「
災
害
な
ど
の
危
機
に
強
く
な
る
」「
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
」「
身
近
な
バ
ス
や
鉄
道
に
愛

着
を
持
ち
、
み
ん
な
で
支
え
る
」「
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
」

の
５
つ
の
施
策
を
重
点
化
し
、
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
令
和
２
年
５
月

■
財
政
の
動
向
お
よ
び
市
長
の
財
政
方
針

【
問
い
合
わ
せ
】　
財
政
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
０
８　
℻  
24
・
２
４
４
０

　
　
　
　
　
　
　

zaisei@
city.iga.lg.jp

愛称が新しくなった
コミュニティバス
「にんまる」

４月１日に開館した
伊賀市総合福祉会館

今年度、城下町
ホテルとして
オープンする
栄楽館

４月８日に開校した
上野北小学校

昨年度はこのような事業を行いました

　市民の皆さんに納めていただいた税金やそのほかの歳入などが、どのようなことに使われたのかを知っていただ
くため、予算の執行状況をお知らせします。
　なお、出納整理の期間（４月１日～５月 31日）の数字が含まれませんので、決算の数字とは異なります。
※表の金額は概算です。

　市の借金である市債の収入済額は 15億 3,802 万円で、市債の予算現額に対して 24.2%の収入となっています。
予算現額には繰越明許費＊を含んでいます。
＊繰越明許費：翌年度に限り繰り越して使用することができる予算のこと

令和元年度下半期の財政事情（令和２年３月 31日現在の執行状況）

■一般会計　歳入の状況 ■歳出の状況

科　目 予算現額 収入済額 収入率

市税 146億7,408万円 146億2,352万円 99.7%

地方譲与税 5億9,113万円 5億8,484万円 98.9%

地方消費税交付金 17億4,857万円 17億4,857万円 100.0%

地方交付税 94億1,467万円 99億4,613万円 105.6%

分担金及び負担金 5億7,074万円 3億4,518万円 60.5%

使用料及び手数料 5億3,985万円 4億9,872万円 92.4%

国庫支出金 51億3,715万円 42億3,250万円 82.4%

県支出金 29億 87万円 25億7,936万円 88.9%

繰入金 18億7,681万円 897万円 0.5%

繰越金 15億8,715万円 15億8,715万円 100.0%

諸収入 7億4,513万円 5億7,445万円 77.1%

市債 63億4,972万円 15億3,802万円 24.2%

その他 12億1,795万円 11億5,209万円 94.6%

合　計 473億5,380万円 394億1,949万円 95.7%

科　目 予算現額 支出済額 収入率

議会費 2億9,617万円 2億8,787万円 97.2%

総務費 72億6,431万円 46億2,949万円 63.7%

民生費 144億2,707万円 116億5,431万円 80.8%

衛生費 65億8,518万円 53億7,525万円 81.6%

労働費 7,510万円 7,429万円 98.9%

農林業費 21億9,385万円 16億 386万円 73.1%

商工費 5億4,983万円 4億 521万円 73.7%

土木費 27億4,185万円 21億4,288万円 78.2%

消防費 17億2,573万円 15億8,292万円 91.7%

教育費 47億8,643万円 28億5,626万円 59.7%

災害復旧費 4億6,457万円 1億8,200万円 39.2%

公債費 62億8,519万円 62億8,423万円 99.9%

予備費 3,000万円 0万円 0.0%

合　計 474億2,528万円 370億7,857万円 78.2%

■特別会計・財産区特別会計　歳入歳出の状況

会計名 予算現額　A
歳　入 歳　出

収入済額　B 収入率　B/A　 支出済額　C 執行率　C/A

特
別
会
計

国民健康保険事業 98億1,871万円 84億 30万円 85.6% 90億7,783万円 92.5%

住宅新築資金等貸付 7,255万円 1,285万円 17.7% 7,178万円 98.9%

駐車場事業 5,008万円 4,447万円 88.8% 3,012万円 60.1%

介護保険事業 108億0,731万円 90億4,561万円 83.7% 94億 539万円 87.0%

サービスエリア 1,037万円 947万円 91.3% 689万円 66.4%

後期高齢者医療 12億1,580万円 11億7,278万円 96.5% 10億4,869万円 86.3%

財産区
島ヶ原財産区 3,057万円 1,857万円 60.7% 2,806万円 91.8%

大山田財産区 1,820万円 1,870万円 102.7% 1,366万円 75.1%
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皆
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

 
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
を
募
集
し
ま
す

　
令
和
２
年
度
（
第
74
回
）
芭
蕉
翁
献
詠

俳
句
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

◆
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句

【
募
集
作
品
】

①
一
般
の
部
…
…
季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

②
テ
ー
マ
の
部
…「
集
」

【
選　
者
】　
※
敬
称
略
、
50
音
順

①
有
馬　
朗
人　
　
　
稲
畑　
汀
子

茨
木　
和
生　
　
　
宇
多
喜
代
子

小
川　
軽
舟　
　
　
小
澤　
實

櫂　
未
知
子　
　
　
黒
田　
杏
子

坂
口　
緑
志　
　
　
塩
田
薮
柑
子

西
村　
和
子　
　
　
長
谷
川　
櫂

星
野　
椿　
　
　
　
正
木
ゆ
う
子

三
村　
純
也　
　
　
宮
坂　
静
生

宮
田　
正
和

②
片
山
由
美
子

【
応
募
方
法
】

○
は
が
き
の
表
面
に
住
所
・
氏
名
（
漢
字
・

ふ
り
が
な
）・
俳
号
（
お
持
ち
の
人
）・

郵
便
番
号
・
電
話
番
号
、
裏
面
に
希
望

選
者
名
（
テ
ー
マ
の
部
は
「
テ
ー
マ
の

部
」
と
明
記
）・作
品
２
句
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
持
参
。

○
一
般
の
部
、
テ
ー
マ
の
部
そ
れ
ぞ
れ
10

句
ま
で
投
句
で
き
ま
す
。

《
は
が
き
の
記
入
例
》

【
応
募
期
限
】

　
７
月
31
日
㈮
必
着

【
応
募
先
】

　
〒
５
１
８・
０
８
７
３

　
伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７-
13

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
」
係

◆
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句 

英
語
俳
句
の
部

【
募
集
作
品
】

　
季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
選　
者
】　
※
敬
称
略

　
河
原
地
英
武

【
応
募
方
法
】

○
氏
名
・
住
所
（
日
本
以
外
の
場
合
は
国

名
か
ら
）・
郵
便
番
号
・
電
話
番
号
・

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
、郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参

○
は
が
き
の
場
合
は
１
枚
に
作
品
２
句
を

記
入
。

○
10
句
ま
で
投
句
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

　
７
月
31
日
㈮
必
着

【
応
募
先
】

※
住
所
は
「
献
詠
俳
句
」
と
同
じ

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句　
英
語
俳
句
の
部
」
係

　

eigo@
basho-bp.jp

◆
芭
蕉
翁
献
詠
連
句

【
募
集
作
品
】

　
作
品
形
式
は
「
半
歌
仙
」
で
芭
蕉
の
句

を
発
句
と
し
た
脇
起
。

※
独
吟
は
不
可
で
す
。

【
選　
者
】　
※
敬
称
略
、
50
音
順

　
北
原　
春
屏　
　
西
田　
青
沙

　
林　
転
石　
　
　
宮
川　
尚
子

【
応
募
方
法
】

○
所
定
の
応
募
用
紙
（
芭
蕉
翁
顕
彰
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。）
を
使
用
し
、
作
品
、
住
所・

捌
き
の
氏
名
・
郵
便
番
号
・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
。

○
１
連
衆
３
巻
以
内
と
し
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

　
７
月
31
日
㈮
必
着

【
応
募
先
】

※
住
所
は
「
献
詠
俳
句
」
と
同
じ

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
連
句
」
係

トピックス

広報いが市 2018年（平成 30年） ５月１日号

表面
〒518-0873

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７-

13

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
係

郵
便
番
号

住
所

氏
名・俳
号（
お
持
ち
の
人
）

電
話
番
号

選
者
名
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

一
句
目
　
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

二
句
目
　
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

裏面

◆
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句 

児
童
・
生
徒
の
部

【
募
集
作
品
】

　
季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
選　
者
】

　
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
児
童
・
生
徒
の
部
選
者

【
応
募
方
法
】

○
は
が
き
の
表
面
に
氏
名
（
漢
字
・
ふ
り

が
な
）、
学
校
・
保
育
園
な
ど
の
郵
便

番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校（
園
）

名
、
学
年
、
裏
面
に
作
品
２
句
を
記
入

の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
個
人
で
応
募
す
る
場
合
は
、
応
募
者
の

住
所
、電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

○
は
が
き
１
枚
に
作
品
２
句
を
記
入
、
４

句
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

　
９
月
２
日
㈬
必
着

※
市
内
の
小
中
学
校
・
保
育
園
な
ど
は
８

月
31
日
㈪
必
着

【
応
募
先
】

※
住
所
は
「
献
詠
俳
句
」
と
同
じ

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句　
児
童
・
生
徒
の
部
」
係

◆
芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙

【
募
集
作
品
】

○
テ
ー
マ
：

　
「
芭
蕉
さ
ん
に
宛
て
た
絵
手
紙
」

○
15
㎝
×
10
㎝
（
郵
便
は
が
き
サ
イ
ズ
）
の

用
紙
を
使
用
し
、
画
材・彩
色
は
自
由
。

【
選　
者
】

　
芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙
選
者

【
応
募
方
法
】

○
氏
名
、
住
所
、
郵
便
番
号
、
電
話
番
号
、

（
学
生
の
方
は
学
校
名
・
学
年
）
を
記

入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
。

○
一
人
５
点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

　
９
月
２
日
㈬
必
着

【
応
募
先
】

※
住
所
は
「
献
詠
俳
句
」
と
同
じ

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙
」
係

◆
入
賞
・
発
表

○
特
選
者
に
は
賞
状
・
副
賞
、
入
選
者
に

は
賞
状
を
送
付
し
ま
す
。

○
特
選
者
は
、
10
月
12
日
㈪
に
行
う
芭
蕉

祭
式
典
で
表
彰
し
ま
す
。

○
特
・
入
選
者
の
作
品
集
を
作
成
し
、
販

売
し
ま
す
。

◆
注
意
事
項

○
応
募
作
品
は
未
発
表
の
自
作
に
限
り
、
類

句
類
想
句
、
二
重
投
句
は
取
り
消
し
と

し
ま
す
。

○
選
者
の
都
合
に
よ
り
選
句
が
で
き
な
い

場
合
は
選
句
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
発
表
や
出
版
に
関
す
る
著

作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
訂
正
、
返
却
、
問
い
合
わ

せ
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

○
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
適
正
に
管
理

し
ま
す
。
特
・
入
選
者
の
氏
名
と
住
所

（
都
道
府
県
・
市
区
町
村
名
ま
で
）
は

作
品
集
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
報
道
機
関

に
公
表
し
ま
す
。

○
難
読
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
○（
公
財
）
芭
蕉
翁
顕
彰
会

　
　
☎
21
・
４
０
８
１　
℻  
51
・
６
７
９
６　

info@
basho-bp.jp

　
○
文
化
交
流
課

　
　
☎
22
・
９
６
２
１　
℻  
22
・
９
６
１
９　

bunka@
city.iga.lg.jp
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皆
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

 

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
を
募
集
し
ま
す

　
令
和
２
年
度
（
第
74
回
）
芭
蕉
翁
献
詠

俳
句
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

◆
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句

【
募
集
作
品
】

①
一
般
の
部
…
…
季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

②
テ
ー
マ
の
部
…「
集
」

【
選　
者
】　
※
敬
称
略
、
50
音
順

①
有
馬　
朗
人　
　
　
稲
畑　
汀
子

茨
木　
和
生　
　
　
宇
多
喜
代
子

小
川　
軽
舟　
　
　
小
澤　
實

櫂　
未
知
子　
　
　
黒
田　
杏
子

坂
口　
緑
志　
　
　
塩
田
薮
柑
子

西
村　
和
子　
　
　
長
谷
川　
櫂

星
野　
椿　
　
　
　
正
木
ゆ
う
子

三
村　
純
也　
　
　
宮
坂　
静
生

宮
田　
正
和

②
片
山
由
美
子

【
応
募
方
法
】

○
は
が
き
の
表
面
に
住
所
・
氏
名
（
漢
字
・

ふ
り
が
な
）・
俳
号
（
お
持
ち
の
人
）・

郵
便
番
号
・
電
話
番
号
、
裏
面
に
希
望

選
者
名
（
テ
ー
マ
の
部
は
「
テ
ー
マ
の

部
」
と
明
記
）・作
品
２
句
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
持
参
。

○
一
般
の
部
、
テ
ー
マ
の
部
そ
れ
ぞ
れ
10

句
ま
で
投
句
で
き
ま
す
。

《
は
が
き
の
記
入
例
》

【
応
募
期
限
】

　
７
月
31
日
㈮
必
着

【
応
募
先
】

　
〒
５
１
８・
０
８
７
３

　
伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７-

13

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
」
係

◆
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句 

英
語
俳
句
の
部

【
募
集
作
品
】

　
季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
選　
者
】　
※
敬
称
略

　
河
原
地
英
武

【
応
募
方
法
】

○
氏
名
・
住
所
（
日
本
以
外
の
場
合
は
国

名
か
ら
）・
郵
便
番
号
・
電
話
番
号
・

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
、郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参

○
は
が
き
の
場
合
は
１
枚
に
作
品
２
句
を

記
入
。

○
10
句
ま
で
投
句
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

　
７
月
31
日
㈮
必
着

【
応
募
先
】

※
住
所
は
「
献
詠
俳
句
」
と
同
じ

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句　
英
語
俳
句
の
部
」
係

　

eigo@
basho-bp.jp

◆
芭
蕉
翁
献
詠
連
句

【
募
集
作
品
】

　
作
品
形
式
は
「
半
歌
仙
」
で
芭
蕉
の
句

を
発
句
と
し
た
脇
起
。

※
独
吟
は
不
可
で
す
。

【
選　
者
】　
※
敬
称
略
、
50
音
順

　
北
原　
春
屏　
　
西
田　
青
沙

　
林　
転
石　
　
　
宮
川　
尚
子

【
応
募
方
法
】

○
所
定
の
応
募
用
紙
（
芭
蕉
翁
顕
彰
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。）
を
使
用
し
、
作
品
、
住
所・

捌
き
の
氏
名
・
郵
便
番
号
・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
。

○
１
連
衆
３
巻
以
内
と
し
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

　
７
月
31
日
㈮
必
着

【
応
募
先
】

※
住
所
は
「
献
詠
俳
句
」
と
同
じ

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
連
句
」
係
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広報いが市 2018年（平成 30年） ５月１日号

表面
〒518-0873

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７-

13

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
係

郵
便
番
号

住
所

氏
名・俳
号（
お
持
ち
の
人
）

電
話
番
号

選
者
名
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

一
句
目
　
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

二
句
目
　
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

裏面

◆
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句 

児
童
・
生
徒
の
部

【
募
集
作
品
】

　
季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
選　
者
】

　
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
児
童
・
生
徒
の
部
選
者

【
応
募
方
法
】

○
は
が
き
の
表
面
に
氏
名
（
漢
字
・
ふ
り

が
な
）、
学
校
・
保
育
園
な
ど
の
郵
便

番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校（
園
）

名
、
学
年
、
裏
面
に
作
品
２
句
を
記
入

の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
個
人
で
応
募
す
る
場
合
は
、
応
募
者
の

住
所
、電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

○
は
が
き
１
枚
に
作
品
２
句
を
記
入
、
４

句
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

　
９
月
２
日
㈬
必
着

※
市
内
の
小
中
学
校
・
保
育
園
な
ど
は
８

月
31
日
㈪
必
着

【
応
募
先
】

※
住
所
は
「
献
詠
俳
句
」
と
同
じ

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句　
児
童
・
生
徒
の
部
」
係

◆
芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙

【
募
集
作
品
】

○
テ
ー
マ
：

　
「
芭
蕉
さ
ん
に
宛
て
た
絵
手
紙
」

○
15
㎝
×
10
㎝
（
郵
便
は
が
き
サ
イ
ズ
）
の

用
紙
を
使
用
し
、
画
材・彩
色
は
自
由
。

【
選　
者
】

　
芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙
選
者

【
応
募
方
法
】

○
氏
名
、
住
所
、
郵
便
番
号
、
電
話
番
号
、

（
学
生
の
方
は
学
校
名
・
学
年
）
を
記

入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
。

○
一
人
５
点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

　
９
月
２
日
㈬
必
着

【
応
募
先
】

※
住
所
は
「
献
詠
俳
句
」
と
同
じ

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙
」
係

◆
入
賞
・
発
表

○
特
選
者
に
は
賞
状
・
副
賞
、
入
選
者
に

は
賞
状
を
送
付
し
ま
す
。

○
特
選
者
は
、
10
月
12
日
㈪
に
行
う
芭
蕉

祭
式
典
で
表
彰
し
ま
す
。

○
特
・
入
選
者
の
作
品
集
を
作
成
し
、
販

売
し
ま
す
。

◆
注
意
事
項

○
応
募
作
品
は
未
発
表
の
自
作
に
限
り
、
類

句
類
想
句
、
二
重
投
句
は
取
り
消
し
と

し
ま
す
。

○
選
者
の
都
合
に
よ
り
選
句
が
で
き
な
い

場
合
は
選
句
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
発
表
や
出
版
に
関
す
る
著

作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
訂
正
、
返
却
、
問
い
合
わ

せ
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

○
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
適
正
に
管
理

し
ま
す
。
特
・
入
選
者
の
氏
名
と
住
所

（
都
道
府
県
・
市
区
町
村
名
ま
で
）
は

作
品
集
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
報
道
機
関

に
公
表
し
ま
す
。

○
難
読
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
○（
公
財
）
芭
蕉
翁
顕
彰
会

　
　
☎
21
・
４
０
８
１　
℻  
51
・
６
７
９
６　

info@
basho-bp.jp

　
○
文
化
交
流
課

　
　
☎
22
・
９
６
２
１　
℻  
22
・
９
６
１
９　

bunka@
city.iga.lg.jp
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５月１日現在の診療表です 

上野総合市民病院の外来診療担当表
トピックス

【受付時間】午前８時 30分～ 11時 30分
【診察時間】午前９時～正午
※受付・診察時間が異なる場合は、表内に記載。
※臨時に休診になる場合、診療表が変更になる場合がありますので、事前に電話でご確認ください。
※乳腺科、もの忘れ外来は完全予約制で、乳腺科の電話での予約受付は月・水・金曜日の正午～午後４時の間です。
※ご不明な点はお問い合わせください。

診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内　科
１診《総合診療科》田中　光司

《総合診療科》
田中　光司 栗原　眞行 《総合診療科》

田中　光司
《総合診療科》

田中　光司
２診 北原　義介 栗原　眞行 脳神経外科にて

（新阜　宏文）
《総合診療科》

新阜　宏文

外　科 １診 三枝　晋 総合診療科にて
（田中　光司） 吉山　繁幸 総合診療科にて

（田中　光司） 三枝　晋
２診 吉山　繁幸 浦谷　亮 原　文祐

（乳腺科）【完全予約制】
（9：00～）
（12：00～）

毛利　智美
午前 再診
午後 初診

毛利　智美
午前 再診
午後 初診

消化器・肝臓内科
１診 八尾　隆治 加藤　孝太 関西医科大学医師

交代制 八尾　隆治 加藤　孝太

２診 池田　正俊
(10：00～12：00) 椹木　一仁 椹木　一仁 安岡　遼 池田　正俊

（肝胆膵外科） 櫻井　洋至
循環器内科 １診 岡本　寛樹 八木　典章 岡本　寛樹 澤山　裕一 山本　孝
（ペースメーカー外来）
（予約制 ･第 3木曜日）
（13：00～15：00）

岡本　寛樹

脳神経内科 北原　義介 小川　暢弘 北原　義介 北原　義介

腫瘍内科
１診 岩田　崇 岩田　崇【予約制】 小田　裕靖 岩田　崇【予約制】 奥川　喜永
２診 （緩和ケア外来）

※交代制・午後【予約制】

（呼吸器科）
賀来　良輔
岡本　圭伍
交代制

寺本　晃治

（糖尿病内科）
（第2・第 4月曜日） 清水　浩一
（腎臓内科）（第2･第4月･火曜日）
（13：00～15：30） 清水　浩一 清水　浩一
整形外科
受付：8：30～11：00
※木曜日の診察は
10：00～11：30です。
※水曜日の整形外科の初診
のみ救急外来で対応します。

１診 佐藤　昌良 佐藤　昌良

手術日

佐藤　昌良【予約制】 海野　宏至
２診 喜多　晃司 海野　宏至 喜多　晃司 藤原　達彦
３診 喜多　晃司 海野　宏至
午後 ギプス外来

小児科
受付：8：30～15：00
（9：00～12：00）（13：00～15：30）

大河内　正和
午後は予防接種外来・
乳幼児健診【予約制】

大河内　正和
大河内　正和

午後は予防接種外来・
乳幼児健診【予約制】

泌尿器科 東　真一郎（再診のみ）

脳神経外科
河野　浩人
北村　智章
野﨑　和彦
交代制

新阜　宏文 新阜　宏文

（心臓血管外科）（10：00～12：00） 南舘　直志
婦人科
受付：8：30～11：00

三重大学医師
交代制

■耳鼻咽喉科：竹内　万彦（月曜日　受付：8：30～11：00）　■眼科：布目　貴康（火曜日　受付：8：30～11：00）
■皮膚科：山本　晋也（火曜日　受付：13：00～15：30）　　 ■炎症性腸疾患外来：安藤　朗（第２月曜日）
■もの忘れ外来【完全予約制】：赤津　裕康（月１回　14：00～16：00）

【問い合わせ】　上野総合市民病院医療事務課
　☎ 24-1111　℻   24-2268
　 byouin-jimu@city.iga.lg.jp

【応募先・問い合わせ】　人事課
　☎ 22-9605　℻   22-9742
　 jinji@city.iga.lg.jp

試験のスケジュール
◎令和２年10月１日採用
　　◆職　　　種　　保育士（職務経験者）
　　◆受 付 期 間　　５月 15日㈮～６月 15日㈪　　平日　午前８時 30分～午後５時 15分
　　◆第１次試験　　７月 12日㈰

◎令和３年４月１日採用
　≪前期日程≫
　　◆職　　　種　　事務職（上級）、技術職［土木］（上級）、保健師、保育士
　　◆受 付 期 間　　５月 15日㈮～６月 15日㈪　　平日　午前８時 30分～午後５時 15分
　　◆第１次試験　　７月 12日㈰

　≪後期日程≫
　　◆職　　　種　　事務職（初級・職務経験者・障がい者）、技術職［土木］（初級・職務経験者）、
　　　　　　　　　　社会福祉士 (上級 ･初級 )、主任介護支援専門員、消防職（上級・初級）、
　　　　　　　　　　救急救命士
　　◆受 付 期 間　　７月 20日㈪～８月 21日㈮　　平日　午前８時 30分～午後５時 15分
　　◆第１次試験　　９月 20日㈰

　５月 15日㈮から、人事課・各支所振興課・消防総務課にて募集要項を配布します。市ホームページ
にも掲載しますので、詳しくは募集要項をご確認ください。

伊賀市職員募集

市民から信頼され、市民と共に歩む
未来を創造する

新たな課題に挑戦する
経営感覚を持つ
自らを磨く
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５月１日現在の診療表です 

上野総合市民病院の外来診療担当表
トピックス

【受付時間】午前８時 30分～ 11時 30分
【診察時間】午前９時～正午
※受付・診察時間が異なる場合は、表内に記載。
※臨時に休診になる場合、診療表が変更になる場合がありますので、事前に電話でご確認ください。
※乳腺科、もの忘れ外来は完全予約制で、乳腺科の電話での予約受付は月・水・金曜日の正午～午後４時の間です。
※ご不明な点はお問い合わせください。

診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内　科
１診《総合診療科》田中　光司

《総合診療科》
田中　光司 栗原　眞行 《総合診療科》

田中　光司
《総合診療科》

田中　光司
２診 北原　義介 栗原　眞行 脳神経外科にて

（新阜　宏文）
《総合診療科》

新阜　宏文

外　科 １診 三枝　晋 総合診療科にて
（田中　光司） 吉山　繁幸 総合診療科にて

（田中　光司） 三枝　晋
２診 吉山　繁幸 浦谷　亮 原　文祐

（乳腺科）【完全予約制】
（9：00～）
（12：00～）

毛利　智美
午前 再診
午後 初診

毛利　智美
午前 再診
午後 初診

消化器・肝臓内科
１診 八尾　隆治 加藤　孝太 関西医科大学医師

交代制 八尾　隆治 加藤　孝太

２診 池田　正俊
(10：00～12：00) 椹木　一仁 椹木　一仁 安岡　遼 池田　正俊

（肝胆膵外科） 櫻井　洋至
循環器内科 １診 岡本　寛樹 八木　典章 岡本　寛樹 澤山　裕一 山本　孝
（ペースメーカー外来）
（予約制 ･第 3木曜日）
（13：00～15：00）

岡本　寛樹

脳神経内科 北原　義介 小川　暢弘 北原　義介 北原　義介

腫瘍内科
１診 岩田　崇 岩田　崇【予約制】 小田　裕靖 岩田　崇【予約制】 奥川　喜永
２診 （緩和ケア外来）

※交代制・午後【予約制】

（呼吸器科）
賀来　良輔
岡本　圭伍
交代制

寺本　晃治

（糖尿病内科）
（第2・第 4月曜日） 清水　浩一
（腎臓内科）（第2･第4月･火曜日）
（13：00～15：30） 清水　浩一 清水　浩一
整形外科
受付：8：30～11：00
※木曜日の診察は
10：00～11：30です。
※水曜日の整形外科の初診
のみ救急外来で対応します。

１診 佐藤　昌良 佐藤　昌良

手術日

佐藤　昌良【予約制】 海野　宏至
２診 喜多　晃司 海野　宏至 喜多　晃司 藤原　達彦
３診 喜多　晃司 海野　宏至
午後 ギプス外来

小児科
受付：8：30～15：00
（9：00～12：00）（13：00～15：30）

大河内　正和
午後は予防接種外来・
乳幼児健診【予約制】

大河内　正和
大河内　正和

午後は予防接種外来・
乳幼児健診【予約制】

泌尿器科 東　真一郎（再診のみ）

脳神経外科
河野　浩人
北村　智章
野﨑　和彦
交代制

新阜　宏文 新阜　宏文

（心臓血管外科）（10：00～12：00） 南舘　直志
婦人科
受付：8：30～11：00

三重大学医師
交代制

■耳鼻咽喉科：竹内　万彦（月曜日　受付：8：30～11：00）　■眼科：布目　貴康（火曜日　受付：8：30～11：00）
■皮膚科：山本　晋也（火曜日　受付：13：00～15：30）　　 ■炎症性腸疾患外来：安藤　朗（第２月曜日）
■もの忘れ外来【完全予約制】：赤津　裕康（月１回　14：00～16：00）

【問い合わせ】　上野総合市民病院医療事務課
　☎ 24-1111　℻   24-2268
　 byouin-jimu@city.iga.lg.jp

【応募先・問い合わせ】　人事課
　☎ 22-9605　℻   22-9742
　 jinji@city.iga.lg.jp

試験のスケジュール
◎令和２年10月１日採用
　　◆職　　　種　　保育士（職務経験者）
　　◆受 付 期 間　　５月 15日㈮～６月 15日㈪　　平日　午前８時 30分～午後５時 15分
　　◆第１次試験　　７月 12日㈰

◎令和３年４月１日採用
　≪前期日程≫
　　◆職　　　種　　事務職（上級）、技術職［土木］（上級）、保健師、保育士
　　◆受 付 期 間　　５月 15日㈮～６月 15日㈪　　平日　午前８時 30分～午後５時 15分
　　◆第１次試験　　７月 12日㈰

　≪後期日程≫
　　◆職　　　種　　事務職（初級・職務経験者・障がい者）、技術職［土木］（初級・職務経験者）、
　　　　　　　　　　社会福祉士 (上級 ･初級 )、主任介護支援専門員、消防職（上級・初級）、
　　　　　　　　　　救急救命士
　　◆受 付 期 間　　７月 20日㈪～８月 21日㈮　　平日　午前８時 30分～午後５時 15分
　　◆第１次試験　　９月 20日㈰

　５月 15日㈮から、人事課・各支所振興課・消防総務課にて募集要項を配布します。市ホームページ
にも掲載しますので、詳しくは募集要項をご確認ください。

伊賀市職員募集

市民から信頼され、市民と共に歩む
未来を創造する

新たな課題に挑戦する
経営感覚を持つ
自らを磨く

11 2020.5



提
供
会
員
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

は
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い

人
（
依
頼
会
員
）
と
、
子
育
て
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
人
（
提
供
会
員
）
で
構
成
す

る
会
員
組
織
で
、
地
域
の
中
で
助
け
合
い

な
が
ら
子
育
て
を
す
る
有
償
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

【
活
動
内
容
】

　
依
頼
会
員
の
要
望
に
応
じ
て
、
提
供
会

員
を
派
遣
し
ま
す
。

【
報
酬
額
】

○
基
本
の
預
か
り

　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
：
７
０
０
円
／

時
間

○
そ
れ
以
外
の
時
間
：
８
０
０
円
／
時
間

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

講
座
で
は
、
子
ど
も
を
預
か
る
と
き
に

必
要
な
専
門
知
識
や
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ご
自
身
の
子
育
て
や
お
孫
さ
ん

を
預
か
る
と
き
な
ど
に
も
役
立
ち
ま
す
。

※
提
供
会
員
と
し
て
登
録
で
き
る
の
は
、

す
べ
て
の
日
程
を
受
講
し
、
認
定
さ
れ

た
人
の
み
で
す
が
、
一
部
の
日
程
の
み

の
受
講
も
で
き
ま
す
。

※
託
児
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
込
時
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
と
き
・
内
容
】

○
第
１
回　
６
月
15
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
「
子
育
て
の
制
度
と
現
状
」

　
「
心
の
発
達
と
保
育
者
の
か
か
わ
り
」

○
第
２
回　
６
月
21
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
「
身
体
の
発
育
と
病
気
」「
保
育
の
心
」

○
第
３
回　
６
月
29
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
「
子
ど
も
の
世
話
」

　
「
子
ど
も
の
栄
養
と
食
生
活
（
実
習
あ
り
）」

○
第
４
回　
７
月
５
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
「
小
児
看
護
の
基
礎
知
識
」

○
第
５
回　
７
月
13
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
「
障
が
い
の
あ
る
子
の
預
か
り
に
つ
い
て
」

　
「
子
ど
も
の
安
全・事
故
（
実
習
あ
り
）」

○
第
６
回　
７
月
19
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　
「
子
ど
も
の
遊
び
（
実
習
あ
り
）」

　
「
登
録
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

【
と
こ
ろ
】　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
４
階

【
対
象
者
】　
市
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
20

歳
以
上
の
人

【
料　
金
】

　
テ
キ
ス
ト
代
（
２
，
０
０
０
円
）

【
定　
員
】　
20
人
程
度

【
申
込
方
法
】　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
を
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
左
記
ま
で
。

【
申
込
期
限
】　
５
月
29
日
㈮

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
伊
賀
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
26
・
７
８
３
０　
℻  
22
・
９
６
６
６

　

igafsc@
ict.ne.jp

　
月
〜
金
曜
日
・
第
３
土
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
祝
日
を
除
く
。

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
６
５　
℻  
22
・
９
６
６
６

　
　
　
　
　
　
　

kodom
o@
city.iga.lg.jp

お
互
い
の
信
頼
と
了
解
の
上
で

一
時
的
に
子
ど
も
を
預
か
る
会
員
組
織

提
供
会
員
養
成
講
座
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

令
和
２
年
度
統
一
テ
ー
マ
「
豊
か
な
未
来
へ 

〜
『
も
っ
た
い
な
い
』
か
ら
始
め
よ
う
！
〜
」 

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

　
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
や
価
値
観

は
、
時
代
の
変
化
と
共
に
多
様
化
し
て

お
り
、
将
来
の
よ
り
良
い
社
会
に
向
け

て
、
消
費
者
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
重

要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
10
月
に
は
「
食
品
ロ
ス
の

削
減
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。食
品
ロ
ス
の
削
減
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
「
も
っ
た
い
な
い
」
と

い
う
考
え
方
の
も
と
、
必
要
な
量
だ
け

購
入
し
て
食
べ
き
る
と
い
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
私
た
ち
の
日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心

掛
け
で
、
将
来
の
よ
り
良
い
社
会
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

　
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
は
日
々
た
く
さ

ん
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
架
空
請
求
や
通

信
販
売
ト
ラ
ブ
ル
、
投
資
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
相
談
内
容
も
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
令
和
元
年
中
の
三
重
県
内
の
特
殊
詐

欺
＊
被
害
件
数
79
件
、
被
害
総
額
１
憶
１
，

８
４
０
万
円
で
し
た
。

　
「
私
は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
て
も
、

相
手
は
巧
み
に
あ
な
た
の
懐
に
入
り
こ
ん

で
き
ま
す
。
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
、
少
し
で
も
疑
問
や
不

安
を
感
じ
た
時
は
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考

え
ま
し
ょ
う
。
周
り
の
人
に
相
談
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

＊
特
殊
詐
欺
：「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」「
架
空

請
求
詐
欺
」「
融
資
保
証
金
詐
欺
」「
還

付
金
等
詐
欺
」
の
総
称

お
金
に
関
す
る
電
話

【
事
例
】

○
親
族
・
警
察
官
・
弁
護
士
を
か
た
っ
て
、

被
害
者
の
示
談
金
と
称
し
て
お
金
を
準

備
さ
せ
る
。

○
金
融
機
関
の
職
員
を
か
た
っ
て
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
回
収
し
、
暗
証
番
号
を

聞
き
出
し
、
お
金
を
引
き
出
す
。

【
対
策
】

○
い
っ
た
ん
電
話
を
切
っ
て
、落
ち
着
く
。

○
家
族
や
親
族
、
市
役
所
に
連
絡
を
し
、

電
話
内
容
を
確
認
す
る
。

○
確
認
が
取
れ
る
ま
で
動
か
な
い
。

○
他
者
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
を
渡

さ
な
い
。

※
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
は
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

※
金
融
機
関
の
職
員
な
ど
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
回
収
や
、
暗
証
番
号
を
聞
き

出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
情
勢
に
便
乗
し
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

【
事
例
】

○「
行
政
か
ら
の
委
託
で
消
毒
に
行
く
」

と
い
う
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

○
マ
ス
ク
を
無
料
配
布
す
る
と
い
う
広
告

メ
ー
ル
が
届
い
た
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
金
の
相
場
が
上
が
る
と
言
い
、
金

を
買
う
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
。

【
対
策
】

○
市
役
所
な
ど
の
行
政
機
関
の
職
員
を
名

乗
る
あ
や
し
い
電
話
は
す
ぐ
に
切
る
。

※
電
話
の
時
点
で
金
銭
被
害
は
な
く
て

も
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
す
こ
と
が
目

的
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○「
行
政
か
ら
委
託
を
受
け
て
い
る
」
と

言
っ
て
自
宅
を
訪
問
し
よ
う
と
す
る
業

者
か
ら
の
電
話
に
は
応
じ
な
い
。

○
心
あ
た
り
の
な
い
送
信
元
か
ら
の
メ
ー

ル
や
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
に
は
反
応
し

な
い
。

　
悪
質
商
法
や
ネ
ッ
ト
通
販
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
や
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
出
前
講
座
を
年
間
を
通
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
講
義
だ
け
で
な
く
、
ク

イ
ズ
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
（
寸
劇
）
な

ど
参
加
型
の
内
容
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

依
頼
く
だ
さ
い
。

　
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み

が
あ
る
場
合
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

市
民
生
活
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
消
費

生
活
専
門
相
談
員
や
市
職
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

　
消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
 22
・
９
６
２
６

　
平
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
市
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
３
８　
℻  
22
・
９
６
４
１

　
　
　
　
　
　
　

shim
in@
city.iga.lg.jp

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

ま
だ
ま
だ
多
い
特
殊
詐
欺
に
注
意

困
っ
た
と
き
は
市
民
生
活
課
へ

出
前
講
座
を
実
施
し
ま
す

2020.5 12



提
供
会
員
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

は
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い

人
（
依
頼
会
員
）
と
、
子
育
て
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
人
（
提
供
会
員
）
で
構
成
す

る
会
員
組
織
で
、
地
域
の
中
で
助
け
合
い

な
が
ら
子
育
て
を
す
る
有
償
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

【
活
動
内
容
】

　
依
頼
会
員
の
要
望
に
応
じ
て
、
提
供
会

員
を
派
遣
し
ま
す
。

【
報
酬
額
】

○
基
本
の
預
か
り

　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
：
７
０
０
円
／

時
間

○
そ
れ
以
外
の
時
間
：
８
０
０
円
／
時
間

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

講
座
で
は
、
子
ど
も
を
預
か
る
と
き
に

必
要
な
専
門
知
識
や
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ご
自
身
の
子
育
て
や
お
孫
さ
ん

を
預
か
る
と
き
な
ど
に
も
役
立
ち
ま
す
。

※
提
供
会
員
と
し
て
登
録
で
き
る
の
は
、

す
べ
て
の
日
程
を
受
講
し
、
認
定
さ
れ

た
人
の
み
で
す
が
、
一
部
の
日
程
の
み

の
受
講
も
で
き
ま
す
。

※
託
児
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
込
時
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
と
き
・
内
容
】

○
第
１
回　
６
月
15
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
「
子
育
て
の
制
度
と
現
状
」

　
「
心
の
発
達
と
保
育
者
の
か
か
わ
り
」

○
第
２
回　
６
月
21
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
「
身
体
の
発
育
と
病
気
」「
保
育
の
心
」

○
第
３
回　
６
月
29
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
「
子
ど
も
の
世
話
」

　
「
子
ど
も
の
栄
養
と
食
生
活
（
実
習
あ
り
）」

○
第
４
回　
７
月
５
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
「
小
児
看
護
の
基
礎
知
識
」

○
第
５
回　
７
月
13
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
「
障
が
い
の
あ
る
子
の
預
か
り
に
つ
い
て
」

　
「
子
ど
も
の
安
全・事
故
（
実
習
あ
り
）」

○
第
６
回　
７
月
19
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　
「
子
ど
も
の
遊
び
（
実
習
あ
り
）」

　
「
登
録
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

【
と
こ
ろ
】　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
４
階

【
対
象
者
】　
市
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
20

歳
以
上
の
人

【
料　
金
】

　
テ
キ
ス
ト
代
（
２
，
０
０
０
円
）

【
定　
員
】　
20
人
程
度

【
申
込
方
法
】　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
を
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
左
記
ま
で
。

【
申
込
期
限
】　
５
月
29
日
㈮

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
伊
賀
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
26
・
７
８
３
０　
℻  
22
・
９
６
６
６

　
igafsc@

ict.ne.jp
　
月
〜
金
曜
日
・
第
３
土
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
祝
日
を
除
く
。

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
６
５　
℻  
22
・
９
６
６
６

　
　
　
　
　
　
　

kodom
o@
city.iga.lg.jp

お
互
い
の
信
頼
と
了
解
の
上
で

一
時
的
に
子
ど
も
を
預
か
る
会
員
組
織

提
供
会
員
養
成
講
座
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

令
和
２
年
度
統
一
テ
ー
マ
「
豊
か
な
未
来
へ 

〜
『
も
っ
た
い
な
い
』
か
ら
始
め
よ
う
！
〜
」 

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

　
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
や
価
値
観

は
、
時
代
の
変
化
と
共
に
多
様
化
し
て

お
り
、
将
来
の
よ
り
良
い
社
会
に
向
け

て
、
消
費
者
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
重

要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
10
月
に
は
「
食
品
ロ
ス
の

削
減
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。食
品
ロ
ス
の
削
減
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
「
も
っ
た
い
な
い
」
と

い
う
考
え
方
の
も
と
、
必
要
な
量
だ
け

購
入
し
て
食
べ
き
る
と
い
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
私
た
ち
の
日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心

掛
け
で
、
将
来
の
よ
り
良
い
社
会
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

　
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
は
日
々
た
く
さ

ん
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
架
空
請
求
や
通

信
販
売
ト
ラ
ブ
ル
、
投
資
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
相
談
内
容
も
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
令
和
元
年
中
の
三
重
県
内
の
特
殊
詐

欺
＊
被
害
件
数
79
件
、
被
害
総
額
１
憶
１
，

８
４
０
万
円
で
し
た
。

　
「
私
は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
て
も
、

相
手
は
巧
み
に
あ
な
た
の
懐
に
入
り
こ
ん

で
き
ま
す
。
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
、
少
し
で
も
疑
問
や
不

安
を
感
じ
た
時
は
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考

え
ま
し
ょ
う
。
周
り
の
人
に
相
談
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

＊
特
殊
詐
欺
：「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」「
架
空

請
求
詐
欺
」「
融
資
保
証
金
詐
欺
」「
還

付
金
等
詐
欺
」
の
総
称

お
金
に
関
す
る
電
話

【
事
例
】

○
親
族
・
警
察
官
・
弁
護
士
を
か
た
っ
て
、

被
害
者
の
示
談
金
と
称
し
て
お
金
を
準

備
さ
せ
る
。

○
金
融
機
関
の
職
員
を
か
た
っ
て
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
回
収
し
、
暗
証
番
号
を

聞
き
出
し
、
お
金
を
引
き
出
す
。

【
対
策
】

○
い
っ
た
ん
電
話
を
切
っ
て
、落
ち
着
く
。

○
家
族
や
親
族
、
市
役
所
に
連
絡
を
し
、

電
話
内
容
を
確
認
す
る
。

○
確
認
が
取
れ
る
ま
で
動
か
な
い
。

○
他
者
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
を
渡

さ
な
い
。

※
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
は
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

※
金
融
機
関
の
職
員
な
ど
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
回
収
や
、
暗
証
番
号
を
聞
き

出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
情
勢
に
便
乗
し
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

【
事
例
】

○「
行
政
か
ら
の
委
託
で
消
毒
に
行
く
」

と
い
う
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

○
マ
ス
ク
を
無
料
配
布
す
る
と
い
う
広
告

メ
ー
ル
が
届
い
た
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
金
の
相
場
が
上
が
る
と
言
い
、
金

を
買
う
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
。

【
対
策
】

○
市
役
所
な
ど
の
行
政
機
関
の
職
員
を
名

乗
る
あ
や
し
い
電
話
は
す
ぐ
に
切
る
。

※
電
話
の
時
点
で
金
銭
被
害
は
な
く
て

も
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
す
こ
と
が
目

的
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○「
行
政
か
ら
委
託
を
受
け
て
い
る
」
と

言
っ
て
自
宅
を
訪
問
し
よ
う
と
す
る
業

者
か
ら
の
電
話
に
は
応
じ
な
い
。

○
心
あ
た
り
の
な
い
送
信
元
か
ら
の
メ
ー

ル
や
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
に
は
反
応
し

な
い
。

　
悪
質
商
法
や
ネ
ッ
ト
通
販
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
や
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
出
前
講
座
を
年
間
を
通
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
講
義
だ
け
で
な
く
、
ク

イ
ズ
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
（
寸
劇
）
な

ど
参
加
型
の
内
容
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

依
頼
く
だ
さ
い
。

　
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み

が
あ
る
場
合
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

市
民
生
活
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
消
費

生
活
専
門
相
談
員
や
市
職
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

　
消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
 22
・
９
６
２
６

　
平
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
市
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
３
８　
℻  
22
・
９
６
４
１

　
　
　
　
　
　
　

shim
in@
city.iga.lg.jp

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

ま
だ
ま
だ
多
い
特
殊
詐
欺
に
注
意

困
っ
た
と
き
は
市
民
生
活
課
へ

出
前
講
座
を
実
施
し
ま
す
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令和２年度中（６月１日以降）採用

会計年度任用職員を募集します
トピックス

【応募先・問い合わせ】　人事課
　☎ 22-9605　℻   22-9742
　 jinji@city.iga.lg.jp

区　分 募集職種 基本日額＊（円）

１
一般事務補助員、薬剤助手、高齢者見守り業務補助員、医療事務補助員、子育て
支援センター支援員（免許無）、教育支援員、教育活動サポーター、社会教育推進員、
幼稚園用務員、学校用務員、給食調理員（免許無）など

7,165

２ 高度事務補助員、保育士（免許無）、清掃作業員、診療所医事業務員、医師事務
補助員、給食調理員（免許有）、生活相談員、社会教育指導員など 7,597

３ 子育て支援センター支援員（免許有）、保育所准看護師、看護助手、介護福祉士
など 8,137

４ 保育士（免許有）、早朝・延長保育士、市民病院保育士、幼稚園教諭、養護助教諭、
特別支援教育支援員、日本語指導補助員など 8,936

５ 保育所看護師、市民病院准看護師、検査技師、管理栄養士など 9,588

６ 保育所主任看護師、診療所看護師、市民病院看護師など 10,118

　今年度から会計年度任用職員制度が始まりました。
　６月１日以降に任用する会計年度任用職員を募集します。

＊１日７時間 45分勤務した場合の日額単価を表示しています。実際の１日の勤務時間に応じて割り戻し、日額単
価を算出します。
※各職種の応募資格・採用予定者数・業務内容・勤務先などは、募集要項をご覧ください。
※募集職種により、採用予定者数に達した場合は、受付を終了します。（随時市ホームページに掲載します。）

【応募方法】
　会計年度任用職員任用選考採用申込書・応募する職種に必要な免許の写しを郵送または持参で下記まで。
※募集要項は人事課・各支所振興課・各地区市民センターにあるほか市ホーム
　ページに掲載しています。

【応募期間】
　５月１日㈮～令和３年２月 15日㈪　平日午前８時 30分～午後５時 15分
※受付後、随時採用選考を実施します。

◆募集区分

いつまでも自分の歯でしっかり噛めるように歯科健診を受けましょう 

歯科健（検）診のお知らせ
トピックス

【問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻   22-9666
　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

【実施医療機関】　※要事前予約 （50音順）

※○印の医療機関は、妊婦歯科健診を実施しています。

歯科医院名 電話番号 歯科医院名 電話番号
アイウエオ矯正歯科医院 ○ ☎ 22-9992 中川歯科医院 ○ ☎ 21-0334
青山歯科診療所 ○ ☎ 52-0059 服部歯科医院 ○ ☎ 23-3130
稲浜歯科医院 ○ ☎ 21-0383 ばんば歯科医院 ○ ☎ 45-1008
いなもと歯科 ○ ☎ 24-7788 ひろおか歯科クリニック ○ ☎ 26-0018
いのうえ歯科医院 ○ ☎ 23-8421 広島歯科医院 ○ ☎ 46-1748
内田歯科医院 ○ ☎ 21-0271 ふくち歯科クリニック ○ ☎ 22-2134
大竹歯科 ○ ☎ 52-1100 藤田歯科 ○ ☎ 21-6677
大矢歯科医院 ○ ☎ 23-4184 まついけ歯科 ○ ☎ 22-0118
おかむら歯科 ○ ☎ 22-2555 峰歯科・矯正歯科クリニック ○ ☎ 21-1616
小倉歯科医院 ○ ☎ 43-1022 村井歯科医院 ○ ☎ 21-1347
木治歯科医院 ○ ☎ 36-1255 村田歯科医院 ○ ☎ 45-2025
歯科武田医院 ○ ☎ 21-0125 桃井歯科診療所 ☎ 21-2808
瀬川歯科クリニック ○ ☎ 24-4011 矢谷歯科医院 ○ ☎ 21-0834
武田歯科医院（上野中町） ○ ☎ 21-0516 山本歯科医院 ○ ☎ 21-0015
武田歯科医院（阿保） ☎ 52-1131 横田歯科医院 ○ ☎ 21-0373
冨嶋歯科医院 ○ ☎ 52-0129 和久田歯科医院 ○ ☎ 21-8241

項目 成人歯科健診 歯周疾患検診 妊婦歯科健診
①問診　　②口腔内診査　　③結果の説明

対象者
20 歳以上の人

（平成 13年４月１日以前の
生まれ）

40歳の人（昭和 55年４月２日～
昭和 56年４月１日生まれ）

50歳の人（昭和 45年４月２日～
昭和 46年４月１日生まれ）

60歳の人（昭和 35年４月２日～
昭和 36年４月１日生まれ）

70歳の人（昭和 25年４月２日～
昭和 26年４月１日生まれ）

伊賀市に住民登録がある妊婦

持ち物 健康保険証 健康保険証・無料受診券 健康保険証・無料受診券・
母子健康手帳

自己負担料

500 円
※次のいずれかに該当する人
は無料
○ 71 歳以上の人（昭和 25
年４月１日以前の生まれ）
○ 65歳以上で一定の障がい
があり後期高齢者医療被保
険者証持参の人
○生活保護を受給している人

無料
※対象者には４月上旬に無料受診券を
送付しています。

無料
※母子健康手帳交付時に無料
受診券を交付しています。

期　限 令和３年２月 28日（診療時間内） 母子健康手帳交付日から
出産までに１回
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令和２年度中（６月１日以降）採用

会計年度任用職員を募集します
トピックス

【応募先・問い合わせ】　人事課
　☎ 22-9605　℻   22-9742
　 jinji@city.iga.lg.jp

区　分 募集職種 基本日額＊（円）

１
一般事務補助員、薬剤助手、高齢者見守り業務補助員、医療事務補助員、子育て
支援センター支援員（免許無）、教育支援員、教育活動サポーター、社会教育推進員、
幼稚園用務員、学校用務員、給食調理員（免許無）など

7,165

２ 高度事務補助員、保育士（免許無）、清掃作業員、診療所医事業務員、医師事務
補助員、給食調理員（免許有）、生活相談員、社会教育指導員など 7,597

３ 子育て支援センター支援員（免許有）、保育所准看護師、看護助手、介護福祉士
など 8,137

４ 保育士（免許有）、早朝・延長保育士、市民病院保育士、幼稚園教諭、養護助教諭、
特別支援教育支援員、日本語指導補助員など 8,936

５ 保育所看護師、市民病院准看護師、検査技師、管理栄養士など 9,588

６ 保育所主任看護師、診療所看護師、市民病院看護師など 10,118

　今年度から会計年度任用職員制度が始まりました。
　６月１日以降に任用する会計年度任用職員を募集します。

＊１日７時間 45分勤務した場合の日額単価を表示しています。実際の１日の勤務時間に応じて割り戻し、日額単
価を算出します。

※各職種の応募資格・採用予定者数・業務内容・勤務先などは、募集要項をご覧ください。
※募集職種により、採用予定者数に達した場合は、受付を終了します。（随時市ホームページに掲載します。）

【応募方法】
　会計年度任用職員任用選考採用申込書・応募する職種に必要な免許の写しを郵送または持参で下記まで。
※募集要項は人事課・各支所振興課・各地区市民センターにあるほか市ホーム
　ページに掲載しています。

【応募期間】
　５月１日㈮～令和３年２月 15日㈪　平日午前８時 30分～午後５時 15分
※受付後、随時採用選考を実施します。

◆募集区分

いつまでも自分の歯でしっかり噛めるように歯科健診を受けましょう 

歯科健（検）診のお知らせ
トピックス

【問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻   22-9666
　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

【実施医療機関】　※要事前予約 （50音順）

※○印の医療機関は、妊婦歯科健診を実施しています。

歯科医院名 電話番号 歯科医院名 電話番号
アイウエオ矯正歯科医院 ○ ☎ 22-9992 中川歯科医院 ○ ☎ 21-0334
青山歯科診療所 ○ ☎ 52-0059 服部歯科医院 ○ ☎ 23-3130
稲浜歯科医院 ○ ☎ 21-0383 ばんば歯科医院 ○ ☎ 45-1008
いなもと歯科 ○ ☎ 24-7788 ひろおか歯科クリニック ○ ☎ 26-0018
いのうえ歯科医院 ○ ☎ 23-8421 広島歯科医院 ○ ☎ 46-1748
内田歯科医院 ○ ☎ 21-0271 ふくち歯科クリニック ○ ☎ 22-2134
大竹歯科 ○ ☎ 52-1100 藤田歯科 ○ ☎ 21-6677
大矢歯科医院 ○ ☎ 23-4184 まついけ歯科 ○ ☎ 22-0118
おかむら歯科 ○ ☎ 22-2555 峰歯科・矯正歯科クリニック ○ ☎ 21-1616
小倉歯科医院 ○ ☎ 43-1022 村井歯科医院 ○ ☎ 21-1347
木治歯科医院 ○ ☎ 36-1255 村田歯科医院 ○ ☎ 45-2025
歯科武田医院 ○ ☎ 21-0125 桃井歯科診療所 ☎ 21-2808
瀬川歯科クリニック ○ ☎ 24-4011 矢谷歯科医院 ○ ☎ 21-0834
武田歯科医院（上野中町） ○ ☎ 21-0516 山本歯科医院 ○ ☎ 21-0015
武田歯科医院（阿保） ☎ 52-1131 横田歯科医院 ○ ☎ 21-0373
冨嶋歯科医院 ○ ☎ 52-0129 和久田歯科医院 ○ ☎ 21-8241

項目 成人歯科健診 歯周疾患検診 妊婦歯科健診
①問診　　②口腔内診査　　③結果の説明

対象者
20 歳以上の人

（平成 13年４月１日以前の
生まれ）

40歳の人（昭和 55年４月２日～
昭和 56年４月１日生まれ）

50歳の人（昭和 45年４月２日～
昭和 46年４月１日生まれ）

60歳の人（昭和 35年４月２日～
昭和 36年４月１日生まれ）

70歳の人（昭和 25年４月２日～
昭和 26年４月１日生まれ）

伊賀市に住民登録がある妊婦

持ち物 健康保険証 健康保険証・無料受診券 健康保険証・無料受診券・
母子健康手帳

自己負担料

500 円
※次のいずれかに該当する人
は無料

○ 71 歳以上の人（昭和 25
年４月１日以前の生まれ）

○ 65歳以上で一定の障がい
があり後期高齢者医療被保
険者証持参の人

○生活保護を受給している人

無料
※対象者には４月上旬に無料受診券を
送付しています。

無料
※母子健康手帳交付時に無料
受診券を交付しています。

期　限 令和３年２月 28日（診療時間内） 母子健康手帳交付日から
出産までに１回

15 2020.5



【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
地
域
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
８
０　
℻  
22
・
９
６
９
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

chiikidukuri@
city.iga.lg.jp

伊
賀
市
移
住
促
進
空
き
家
取
得
費
補
助
金
制
度

　
移
住
の
促
進
と
空
き
家
の
積
極
利
用
を

図
る
た
め
、
市
外
か
ら
転
入
し
定
住
し
よ

う
と
す
る
人
が
、
市
内
の
空
き
家
を
取
得

し
た
際
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

○
空
き
家
を
取
得
し
た
市
外
か
ら
の
転
入

者
で
転
入
日
か
ら
過
去
３
年
以
内
に
伊

賀
市
に
住
民
登
録
が
な
い
人

○
転
入
日
が
、
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降

で
あ
る
人

○
取
得
し
た
空
き
家
に
５
年
以
上
定
住
す

る
こ
と
を
誓
約
す
る
人

○
住
宅
の
所
有
権
が
２
分
の
１
以
上
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
人

※
こ
の
他
に
も
補
助
を
受
け
る
た
め
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
額
】

○
空
き
家
購
入
代
金
（
建
物
部
分
）
の
２

分
の
１
以
内

※
上
限
30
万
円
、
１
，
０
０
０
円
未
満
切

り
捨
て

○
18
歳
未
満
の
２
親
等
以
内
の
親
族
と
同

居
す
る
場
合
と
伊
賀
流
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ

５
万
円
加
算
。

※
伊
賀
流
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て

は
空
き
家
対
策
室
（
☎
 22・
９
６
７
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】

　
６
月
１
日
㈪
〜
令
和
３
年
２
月
26
日
㈮

※
空
き
家
を
取
得
後
、
１
年
以
内
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

※
市
の
そ
の
他
の
補
助
金
と
併
せ
て
申
請

が
可
能
で
す
。

※
申
請
の
た
め
の
審
査
や
必
要
書
類
な
ど

の
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
申
請

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

トピックス

トピックス

起
業
・
事
業
承
継
促
進
事
業
補
助
金

　
地
域
経
済
を
維
持・発
展
さ
せ
る
た
め
、

起
業
す
る
人
や
事
業
改
善
を
行
う
人
に
対

し
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
事
業
】

①
地
域
と
連
携
し
た
起
業
支
援
事
業
：
市

内
に
あ
る
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
利
用

し
、
市
内
の
団
体
な
ど
と
協
働
で
新
た

な
事
業
を
創
出
す
る
事
業

②
起
業
支
援
事
業：市
内
に
あ
る
空
き
家・

空
き
店
舗
を
利
用
し
、
新
た
な
事
業
を

創
出
す
る
事
業

③
事
業
承
継
支
援
事
業
：
世
代
交
代
を
含

め
た
経
営
や
事
業
の
改
善
を
行
う
事
業

【
対
象
者
】

①
市
外
の
個
人
ま
た
は
法
人
（
申
請
時
点

で
市
内
へ
移
住
し
て
３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
人
を
含
む
）

②
個
人
ま
た
は
法
人

③
市
内
に
事
業
所
な
ど
が
あ
る
個
人
ま
た

は
法
人

※
①
〜
③
と
も
上
記
以
外
に
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
補
助
金
額
】

　
改
修
費
や
広
告
宣
伝
、
商
品
開
発
な
ど

に
要
す
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内

①
50
〜
３
０
０
万
円

②
20
〜
１
０
０
万
円

③
20
〜
40
万
円

【
申
込
方
法
】

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
必
要

書
類
を
添
付
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
期
限
】

　
６
月
12
日
㈮

※
期
限
後
、
審
査
会
で
選
考
し
ま
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
６
９　
℻  
22
・
９
６
９
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

shoukou@
city.iga.lg.jp

生
活
に
困
り
ご
と
や
不
安
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か 

生
活
に
お
困
り
の
方
の
相
談
窓
口

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
基
づ
い

て
、
生
活
に
お
困
り
の
方
の
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
収
入
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
相
談

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま
ず
は
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
相
談
で
き
ま
す
。）

　
専
門
の
相
談
員
が
相
談
者
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
一
緒
に
考
え
、
ほ
か
の
専
門
機

関
と
連
携
し
て
、
解
決
に
向
け
た
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
や
個
人
情
報
は

厳
守
し
ま
す
。
家
族
の
人
か
ら
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
収
入
が
減
っ
て
し
ま
い
、
生
活
に

困
っ
て
い
る
。

○
家
賃
が
払
え
ず
、
今
の
家
や
ア
パ
ー
ト

に
住
み
続
け
ら
れ
る
か
不
安
が
あ
る
。

○
公
共
料
金
の
支
払
い
に
困
っ
て
い
る
。

○
借
金
の
返
済
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

支
払
い
で
困
っ
て
い
る
。

○
家
族
や
身
近
な
人
に
ひ
き
こ
も
り
状
態

の
人
が
い
る
。

○
家
計
の
や
り
く
り
が
う
ま
く
い
か
な
い
。

○
仕
事
を
し
て
い
な
い
期
間
が
長
く
な

り
、
働
く
こ
と
に
不
安
が
あ
る
。

○
仕
事
探
し
が
う
ま
く
い
か
な
い
。

○
困
り
ご
と
を
相
談
で
き
る
相
手
が
い
な
い
。

な
ど

トピックス

ひきこもりに関する相談窓口
ひきこもりサポート n

ネ ス ト

est
（伊賀市社会福祉協議会）

毎週水・金曜日　午後１時～４時 30分
☎ 090-3483-2584　℻  21-8123

nest@hanzou.or.jp

いがまち保健福祉センター

青山保健センター

本庁舎 ２階
伊賀市総合福祉会館

地域包括支援センター　東部サテライト
☎ 45-1016
℻ 45-1055

くらしサポートセンター　おあいこ
☎ 22-0084
℻ 21-8123

　　oaico@hanzou.or.jp

地域包括支援センター　南部サテライト
☎ 52-2715
℻ 52-2281

生活支援課
☎ 22-9650
℻ 22-9661

相談窓口はこちら

◆集団感染を防ぐために
３つの「密」に気を付けましょう
①換気が悪い密閉された場所
②多くの人が密集して過ごす場所
③人と密接して話す場所

◆新型コロナウイルス関係
特設サイトを開設しました

　国や県からの情報や、市独自の情
報も掲載しています。
　正確な情報に基づいた行動をお願
いします。

【問い合わせ】
　総合危機管理課
　☎  22-9640　℻  24-0444

コロナウイルス感染症対策への
ご協力をお願いします

市ホームページ内
新型コロナウイルス関係

特設サイト

【
問
い
合
わ
せ
】　
生
活
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
５
０　
℻  
22
・
９
６
６
１

　
　
　
　
　
　
　

shien@
city.iga.lg.jp

こ
ん
な
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
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【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
地
域
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
８
０　
℻  
22
・
９
６
９
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

chiikidukuri@
city.iga.lg.jp

伊
賀
市
移
住
促
進
空
き
家
取
得
費
補
助
金
制
度

　
移
住
の
促
進
と
空
き
家
の
積
極
利
用
を

図
る
た
め
、
市
外
か
ら
転
入
し
定
住
し
よ

う
と
す
る
人
が
、
市
内
の
空
き
家
を
取
得

し
た
際
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

○
空
き
家
を
取
得
し
た
市
外
か
ら
の
転
入

者
で
転
入
日
か
ら
過
去
３
年
以
内
に
伊

賀
市
に
住
民
登
録
が
な
い
人

○
転
入
日
が
、
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降

で
あ
る
人

○
取
得
し
た
空
き
家
に
５
年
以
上
定
住
す

る
こ
と
を
誓
約
す
る
人

○
住
宅
の
所
有
権
が
２
分
の
１
以
上
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
人

※
こ
の
他
に
も
補
助
を
受
け
る
た
め
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
額
】

○
空
き
家
購
入
代
金
（
建
物
部
分
）
の
２

分
の
１
以
内

※
上
限
30
万
円
、
１
，
０
０
０
円
未
満
切

り
捨
て

○
18
歳
未
満
の
２
親
等
以
内
の
親
族
と
同

居
す
る
場
合
と
伊
賀
流
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ

５
万
円
加
算
。

※
伊
賀
流
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て

は
空
き
家
対
策
室
（
☎
 22・
９
６
７
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】

　
６
月
１
日
㈪
〜
令
和
３
年
２
月
26
日
㈮

※
空
き
家
を
取
得
後
、
１
年
以
内
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

※
市
の
そ
の
他
の
補
助
金
と
併
せ
て
申
請

が
可
能
で
す
。

※
申
請
の
た
め
の
審
査
や
必
要
書
類
な
ど

の
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
申
請

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

トピックス

トピックス

起
業
・
事
業
承
継
促
進
事
業
補
助
金

　
地
域
経
済
を
維
持・発
展
さ
せ
る
た
め
、

起
業
す
る
人
や
事
業
改
善
を
行
う
人
に
対

し
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
事
業
】

①
地
域
と
連
携
し
た
起
業
支
援
事
業
：
市

内
に
あ
る
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
利
用

し
、
市
内
の
団
体
な
ど
と
協
働
で
新
た

な
事
業
を
創
出
す
る
事
業

②
起
業
支
援
事
業：市
内
に
あ
る
空
き
家・

空
き
店
舗
を
利
用
し
、
新
た
な
事
業
を

創
出
す
る
事
業

③
事
業
承
継
支
援
事
業
：
世
代
交
代
を
含

め
た
経
営
や
事
業
の
改
善
を
行
う
事
業

【
対
象
者
】

①
市
外
の
個
人
ま
た
は
法
人
（
申
請
時
点

で
市
内
へ
移
住
し
て
３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
人
を
含
む
）

②
個
人
ま
た
は
法
人

③
市
内
に
事
業
所
な
ど
が
あ
る
個
人
ま
た

は
法
人

※
①
〜
③
と
も
上
記
以
外
に
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
補
助
金
額
】

　
改
修
費
や
広
告
宣
伝
、
商
品
開
発
な
ど

に
要
す
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内

①
50
〜
３
０
０
万
円

②
20
〜
１
０
０
万
円

③
20
〜
40
万
円

【
申
込
方
法
】

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
必
要

書
類
を
添
付
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
期
限
】

　
６
月
12
日
㈮

※
期
限
後
、
審
査
会
で
選
考
し
ま
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
６
９　
℻  
22
・
９
６
９
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

shoukou@
city.iga.lg.jp

生
活
に
困
り
ご
と
や
不
安
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か 

生
活
に
お
困
り
の
方
の
相
談
窓
口

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
基
づ
い

て
、
生
活
に
お
困
り
の
方
の
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
収
入
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
相
談

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま
ず
は
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
相
談
で
き
ま
す
。）

　
専
門
の
相
談
員
が
相
談
者
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
一
緒
に
考
え
、
ほ
か
の
専
門
機

関
と
連
携
し
て
、
解
決
に
向
け
た
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
や
個
人
情
報
は

厳
守
し
ま
す
。
家
族
の
人
か
ら
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
収
入
が
減
っ
て
し
ま
い
、
生
活
に

困
っ
て
い
る
。

○
家
賃
が
払
え
ず
、
今
の
家
や
ア
パ
ー
ト

に
住
み
続
け
ら
れ
る
か
不
安
が
あ
る
。

○
公
共
料
金
の
支
払
い
に
困
っ
て
い
る
。

○
借
金
の
返
済
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

支
払
い
で
困
っ
て
い
る
。

○
家
族
や
身
近
な
人
に
ひ
き
こ
も
り
状
態

の
人
が
い
る
。

○
家
計
の
や
り
く
り
が
う
ま
く
い
か
な
い
。

○
仕
事
を
し
て
い
な
い
期
間
が
長
く
な

り
、
働
く
こ
と
に
不
安
が
あ
る
。

○
仕
事
探
し
が
う
ま
く
い
か
な
い
。

○
困
り
ご
と
を
相
談
で
き
る
相
手
が
い
な
い
。

な
ど

トピックス

ひきこもりに関する相談窓口
ひきこもりサポート n

ネ ス ト

est
（伊賀市社会福祉協議会）

毎週水・金曜日　午後１時～４時 30分
☎ 090-3483-2584　℻  21-8123

nest@hanzou.or.jp

いがまち保健福祉センター

青山保健センター

本庁舎 ２階
伊賀市総合福祉会館

地域包括支援センター　東部サテライト
☎ 45-1016
℻ 45-1055

くらしサポートセンター　おあいこ
☎ 22-0084
℻ 21-8123

　　oaico@hanzou.or.jp

地域包括支援センター　南部サテライト
☎ 52-2715
℻ 52-2281

生活支援課
☎ 22-9650
℻ 22-9661

相談窓口はこちら

◆集団感染を防ぐために
３つの「密」に気を付けましょう

①換気が悪い密閉された場所
②多くの人が密集して過ごす場所
③人と密接して話す場所

◆新型コロナウイルス関係
特設サイトを開設しました

　国や県からの情報や、市独自の情
報も掲載しています。
　正確な情報に基づいた行動をお願
いします。

【問い合わせ】
　総合危機管理課
　☎  22-9640　℻  24-0444

コロナウイルス感染症対策への
ご協力をお願いします

市ホームページ内
新型コロナウイルス関係

特設サイト

【
問
い
合
わ
せ
】　
生
活
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
５
０　
℻  
22
・
９
６
６
１

　
　
　
　
　
　
　

shien@
city.iga.lg.jp

こ
ん
な
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
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【
問
い
合
わ
せ
】　
介
護
高
齢
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
３
４　
℻  
26
・
３
９
５
０

　
　
　
　
　
　
　

kaigo@
city.iga.lg.jp

伊
賀
市
見
守
り
安
心
シ
ー
ル
を
交
付
し
ま
す

　
認
知
症
な
ど
に
よ

り
、
外
出
中
に
行
方

不
明
に
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
高
齢
者
の
情

報
を
市
に
登
録
し
た

人
に
「
伊
賀
市
見
守

り
安
心
シ
ー
ル
」
を

交
付
し
ま
す
。
登
録

さ
れ
た
情
報
は
警
察
と
共
有
し
、
高
齢
者

を
発
見
し
た
人
が
、
シ
ー
ル
に
書
か
れ
て

い
る
番
号
を
市
や
警
察
に
伝
え
る
こ
と

で
、
速
や
か
に
身
元
確
認
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ー
ル
の
２
次
元
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み
取
る
と
、
市

や
警
察
の
連
絡
先
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

認
知
症
の
症
状
が
あ
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
高
齢
者
の
早
期

発
見
と
、
い
ち
早
く
身
元
を
特
定
す
る
仕

組
み
を
作
る
こ
と
で
、
ご
家
族
の
精
神
的

負
担
の
軽
減
も
図
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
で
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

行
方
不
明
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
在
宅
で

生
活
し
て
い
る
高
齢
者

※
ご
家
族
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

トピックス

トピックス

風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
こ
れ
ま
で
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け

る
機
会
が
な
か
っ
た
男
性
を
対
象
に
、
風

し
ん
の
抗
体
検
査
・
定
期
予
防
接
種
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

【
場　
所
】

○
全
国
の
医
療
機
関

○
特
定
健
診
、
事
業
所
健
診
の
健
診
機
関

※
抗
体
検
査
や
予
防
接
種
の
受
け
方
な
ど

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ク
ー
ポ
ン

券
に
同
封
す
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て

○
５
月
中
旬
頃
、
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜

昭
和
47
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
に

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
す
。

○
昭
和
47
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
男
性
は
、
前
年
度
に

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
有

効
期
限
は
令
和
２
年
３
月
末
日
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
４
月
以
降
も
使
用
で
き

ま
す
。
紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行
し
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
住
所
を
変
更
し
た
場
合
、
住
民
票
の
あ

る
市
区
町
村
か
ら
ク
ー
ポ
ン
券
の
再
発

行
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
５
３　
℻  
22
・
９
６
６
６

　
　
　
　
　
　
　

kenkousuishin@
city.iga.lg.jplg.jp

　
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
を
予
防
す
る

た
め
、
妊
娠
希
望
者
な
ど
へ
の
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

（
上
限
５
，
０
０
０
円
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。
助
成
を
受
け
る
に
は
、
助
成
券

が
必
要
で
す
の
で
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
期　
限
】

　
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

【
対
象
者
】

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年
４

月
１
日
生
ま
れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
。

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
夫

○
妊
婦
の
夫

○
妊
婦
と
同
居
す
る
家
族

※
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
は
上
記
の

「
成
人
男
性
の
風
し
ん
抗
体
検
査
・

予
防
接
種
」
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

警察署

家　族

警　察

シール申請

シール配布

連絡

通報（休日・早朝・夜間）

介護高齢福祉課

通報（平日8:30～17:15）

連絡
登 録 台 帳 管 理

発見者

登 録 台 帳 管 理

伊賀市見守り安心シールのしくみ

※機種や端末により、表示画面
　が異なる場合があります。

身元が分からないときは、下
記に連絡をお願いします。

◆平日 8：30~17：15 の場合
伊賀市役所介護高齢福祉課

◆上記以外の早朝・夜間・休
日の場合
伊賀警察署

読み取り画面表示例

妊
娠
希
望
者
な
ど
へ
の

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

（25mm× 40mm）

【
問
い
合
わ
せ
】　
こ
ど
も
未
来
課

　
☎
22
・
９
６
７
７　
℻  
22
・
９
６
４
６　

kodom
o@
city.iga.lg.jp

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
ど
ち
ら
も
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。

◆
児
童
扶
養
手
当

【
対
象
者
】

　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
当
て
は
ま
る

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日
を
む
か
え
て
い
な
い
子
を
扶
養
し
て
い

る
父
か
母
、
ま
た
は
そ
の
子
を
養
育
し
て

い
る
人

※
子
の
身
体
ま
た
は
精
神
に
中
程
度
以
上

の
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
、
手
続
き
に

よ
り
20
歳
未
満
ま
で
受
給
で
き
ま
す
。

○
父
母
が
離
婚
し
た
子

○
父
か
母
が
死
亡
し
た
子

○
父
か
母
が
重
度
の
障
が
い
（
国
民
年
金

の
障
害
等
級
１
級
程
度
）
に
あ
る
子

○
父
か
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子

○
父
か
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
子

○
父
か
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護
命

令
を
受
け
た
子

○
父
か
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
子

○
母
が
婚
姻
せ
ず
に
生
ま
れ
た
子

○
父
母
と
も
不
明
で
あ
る
子

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

【
対
象
者
】

　
身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未

満
の
子
を
養
育
し
て
い
る
父
か
母
、
ま
た
は

父
母
に
か
わ
っ
て
子
を
養
育
し
て
い
る
人

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
〉

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お
む
ね

１・
２
級
程
度（
内
部
的
疾
患
を
含
む
。）

に
該
当
す
る
と
き

○
療
育
手
帳
の
判
定
が
最
重
度
、
重
度
程

度
の
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
で
あ

る
と
き

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級
〉

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お
む
ね

３
級
程
度
（
内
部
的
疾
患
を
含
む
。）

に
該
当
す
る
と
き

○
療
育
手
帳
の
判
定
が
中
度
程
度
の
知
的

障
が
い
か
、
同
程
度
の
精
神
障
が
い
で

あ
る
と
き

※
手
当
を
受
け
る
人
、
ま
た
は
扶
養
義
務

者
の
前
年
の
所
得
が
限
度
額
を
超
え
る

と
手
当
が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
人
権
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
８
３　
℻  
22
・
９
６
８
４

　
　
　
　
　
　
　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp

「
Ａア

ラ

イ

Ｌ
Ｌ
Ｙ
の
取
り
組
み
」
を
進
め
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
当
事
者
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成

28
年
４
月
、「
伊
賀
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
」
を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
５

組
の
同
性
カ
ッ
プ
ル
へ
受
領
証
を
交
付
し

ま
し
た
。
ま
た
、
性
の
多
様
性
の
啓
発
や

当
事
者
支
援
を「
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
の
取
り
組
み
」

と
名
付
け
て
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。

※
「
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
」
と
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事

者
を
理
解
し
支
援
す
る
と
い
う
考
え
方

や
そ
の
考
え
を
持
つ
人
の
こ
と
で
す
。

◆
こ
ん
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

○
性
的
指
向
や
性
自
認
の
多
様
性
を
市

職
員
と
教
員
が
理
解
す
る
た
め
に
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

○
公
文
書
な
ど
を
見
直
し
、
性
別
記
載

欄
が
不
要
な
も
の
は
削
除
し
て
い

ま
す
。

○
市
内
公
立
中
学
校
で
は
、
生
徒
と
保

護
者
に
制
服
に
つ
い
て
相
談
で
き
る

こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

○
誤
解
や
偏
見
が
ま
だ
多
く
残
る
中

で
、
当
事
者
の
人
権
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

○
学
校
・
地
域
・
家
庭
・
事
業
者
向
け

の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
多
様
性
を
尊
重
し
あ
い
、
す
べ
て
の
人

が
い
き
い
き
と
暮
ら
す
ま
ち
を
め
ざ
し
、

啓
発
資
料
や
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
シ
ー
ル
を
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
講
師
の
派
遣
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▲伊賀市のALLY マーク ▲パートナーシップ宣誓書受領証カードタイプ

◆
手
当
の
月
額
が
変
わ
り
ま
し
た

　

法
律
の一
部
改
正
に
よ
り
、
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶
養
手
当
が
４
月
分
以
降
、

月
額
０・５
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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【
問
い
合
わ
せ
】　
介
護
高
齢
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
３
４　
℻  
26
・
３
９
５
０

　
　
　
　
　
　
　

kaigo@
city.iga.lg.jp

伊
賀
市
見
守
り
安
心
シ
ー
ル
を
交
付
し
ま
す

　
認
知
症
な
ど
に
よ

り
、
外
出
中
に
行
方

不
明
に
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
高
齢
者
の
情

報
を
市
に
登
録
し
た

人
に
「
伊
賀
市
見
守

り
安
心
シ
ー
ル
」
を

交
付
し
ま
す
。
登
録

さ
れ
た
情
報
は
警
察
と
共
有
し
、
高
齢
者

を
発
見
し
た
人
が
、
シ
ー
ル
に
書
か
れ
て

い
る
番
号
を
市
や
警
察
に
伝
え
る
こ
と

で
、
速
や
か
に
身
元
確
認
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ー
ル
の
２
次
元
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み
取
る
と
、
市

や
警
察
の
連
絡
先
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

認
知
症
の
症
状
が
あ
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
高
齢
者
の
早
期

発
見
と
、
い
ち
早
く
身
元
を
特
定
す
る
仕

組
み
を
作
る
こ
と
で
、
ご
家
族
の
精
神
的

負
担
の
軽
減
も
図
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
で
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

行
方
不
明
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
在
宅
で

生
活
し
て
い
る
高
齢
者

※
ご
家
族
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

トピックス

トピックス

風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
こ
れ
ま
で
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け

る
機
会
が
な
か
っ
た
男
性
を
対
象
に
、
風

し
ん
の
抗
体
検
査
・
定
期
予
防
接
種
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

【
場　
所
】

○
全
国
の
医
療
機
関

○
特
定
健
診
、
事
業
所
健
診
の
健
診
機
関

※
抗
体
検
査
や
予
防
接
種
の
受
け
方
な
ど

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ク
ー
ポ
ン

券
に
同
封
す
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て

○
５
月
中
旬
頃
、
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜

昭
和
47
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
に

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
す
。

○
昭
和
47
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
男
性
は
、
前
年
度
に

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
有

効
期
限
は
令
和
２
年
３
月
末
日
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
４
月
以
降
も
使
用
で
き

ま
す
。
紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行
し
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
住
所
を
変
更
し
た
場
合
、
住
民
票
の
あ

る
市
区
町
村
か
ら
ク
ー
ポ
ン
券
の
再
発

行
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
５
３　
℻  
22
・
９
６
６
６

　
　
　
　
　
　
　

kenkousuishin@
city.iga.lg.jplg.jp

　
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
を
予
防
す
る

た
め
、
妊
娠
希
望
者
な
ど
へ
の
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

（
上
限
５
，
０
０
０
円
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。
助
成
を
受
け
る
に
は
、
助
成
券

が
必
要
で
す
の
で
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
期　
限
】

　
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

【
対
象
者
】

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年
４

月
１
日
生
ま
れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
。

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
夫

○
妊
婦
の
夫

○
妊
婦
と
同
居
す
る
家
族

※
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
は
上
記
の

「
成
人
男
性
の
風
し
ん
抗
体
検
査
・

予
防
接
種
」
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

警察署

家　族

警　察

シール申請

シール配布

連絡

通報（休日・早朝・夜間）

介護高齢福祉課

通報（平日8:30～17:15）

連絡
登 録 台 帳 管 理

発見者

登 録 台 帳 管 理

伊賀市見守り安心シールのしくみ

※機種や端末により、表示画面
　が異なる場合があります。

身元が分からないときは、下
記に連絡をお願いします。

◆平日 8：30~17：15 の場合
伊賀市役所介護高齢福祉課

◆上記以外の早朝・夜間・休
日の場合
伊賀警察署

読み取り画面表示例

妊
娠
希
望
者
な
ど
へ
の

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

（25mm× 40mm）

【
問
い
合
わ
せ
】　
こ
ど
も
未
来
課

　
☎
22
・
９
６
７
７　
℻  
22
・
９
６
４
６　

kodom
o@
city.iga.lg.jp

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
ど
ち
ら
も
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。

◆
児
童
扶
養
手
当

【
対
象
者
】

　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
当
て
は
ま
る

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日
を
む
か
え
て
い
な
い
子
を
扶
養
し
て
い

る
父
か
母
、
ま
た
は
そ
の
子
を
養
育
し
て

い
る
人

※
子
の
身
体
ま
た
は
精
神
に
中
程
度
以
上

の
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
、
手
続
き
に

よ
り
20
歳
未
満
ま
で
受
給
で
き
ま
す
。

○
父
母
が
離
婚
し
た
子

○
父
か
母
が
死
亡
し
た
子

○
父
か
母
が
重
度
の
障
が
い
（
国
民
年
金

の
障
害
等
級
１
級
程
度
）
に
あ
る
子

○
父
か
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子

○
父
か
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
子

○
父
か
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護
命

令
を
受
け
た
子

○
父
か
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
子

○
母
が
婚
姻
せ
ず
に
生
ま
れ
た
子

○
父
母
と
も
不
明
で
あ
る
子

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

【
対
象
者
】

　
身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未

満
の
子
を
養
育
し
て
い
る
父
か
母
、
ま
た
は

父
母
に
か
わ
っ
て
子
を
養
育
し
て
い
る
人

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
〉

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お
む
ね

１・
２
級
程
度（
内
部
的
疾
患
を
含
む
。）

に
該
当
す
る
と
き

○
療
育
手
帳
の
判
定
が
最
重
度
、
重
度
程

度
の
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
で
あ

る
と
き

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級
〉

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お
む
ね

３
級
程
度
（
内
部
的
疾
患
を
含
む
。）

に
該
当
す
る
と
き

○
療
育
手
帳
の
判
定
が
中
度
程
度
の
知
的

障
が
い
か
、
同
程
度
の
精
神
障
が
い
で

あ
る
と
き

※
手
当
を
受
け
る
人
、
ま
た
は
扶
養
義
務

者
の
前
年
の
所
得
が
限
度
額
を
超
え
る

と
手
当
が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
人
権
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
８
３　
℻  
22
・
９
６
８
４

　
　
　
　
　
　
　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp

「
Ａア

ラ

イ

Ｌ
Ｌ
Ｙ
の
取
り
組
み
」
を
進
め
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
当
事
者
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成

28
年
４
月
、「
伊
賀
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
」
を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
５

組
の
同
性
カ
ッ
プ
ル
へ
受
領
証
を
交
付
し

ま
し
た
。
ま
た
、
性
の
多
様
性
の
啓
発
や

当
事
者
支
援
を「
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
の
取
り
組
み
」

と
名
付
け
て
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。

※
「
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
」
と
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事

者
を
理
解
し
支
援
す
る
と
い
う
考
え
方

や
そ
の
考
え
を
持
つ
人
の
こ
と
で
す
。

◆
こ
ん
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

○
性
的
指
向
や
性
自
認
の
多
様
性
を
市

職
員
と
教
員
が
理
解
す
る
た
め
に
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

○
公
文
書
な
ど
を
見
直
し
、
性
別
記
載

欄
が
不
要
な
も
の
は
削
除
し
て
い

ま
す
。

○
市
内
公
立
中
学
校
で
は
、
生
徒
と
保

護
者
に
制
服
に
つ
い
て
相
談
で
き
る

こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

○
誤
解
や
偏
見
が
ま
だ
多
く
残
る
中

で
、
当
事
者
の
人
権
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

○
学
校
・
地
域
・
家
庭
・
事
業
者
向
け

の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
多
様
性
を
尊
重
し
あ
い
、
す
べ
て
の
人

が
い
き
い
き
と
暮
ら
す
ま
ち
を
め
ざ
し
、

啓
発
資
料
や
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
シ
ー
ル
を
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
講
師
の
派
遣
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▲伊賀市のALLY マーク ▲パートナーシップ宣誓書受領証カードタイプ

◆
手
当
の
月
額
が
変
わ
り
ま
し
た

　

法
律
の一
部
改
正
に
よ
り
、
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶
養
手
当
が
４
月
分
以
降
、

月
額
０・５
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎ 0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやま
甲賀市甲賀市

　甲賀市産の朝宮茶と土山茶が生産量の 96％を
占める近江の茶。（一社）滋賀県茶業会議所では近江

の茶の統一銘柄として
「極煎茶 比叡」と「琵琶
湖かぶせ」を販売してい
ます。
　緑茶に含まれるエピガ
ロカテキンには、免疫力
を高める効果があるとさ
れているほか、緑茶での
うがいは感染症の予防に
も有効と言われていま
す。厳選されたこだわり

の味をぜひご賞味ください。
※下記ホームページに販売先を掲載しているほ
か、インターネットでの注文もできます。

【問い合わせ】　（一社）滋賀県茶業会議所
　☎ 0748-63-6960　℻  0748-63-5204

～新茶の季節　近江の茶～
極煎茶 比叡と琵琶湖かぶせ

亀山市亀山市
～日

やまとたけるのみこと

本武尊・弟
おとたちばなひめ

橘媛ゆかりの地～
日本書紀編さん 1300年

　令和２年、「日本
書紀」が完成してか
ら、1300 年の節目
を迎えました。亀山
市は、その中に登場
する『日本武尊』とその妃『弟橘媛』ゆかりの地
です。
　このたび、『日本武尊』が眠るとされる能褒野
御墓や能褒野神社、『弟橘媛』の生誕の地とされ
る忍山神社など市内の伝承地を紹介するととも
に、２人の深い愛の物語に着目した特集動画を制
作しました。
　亀山市シティプロモーション専用ホームページ
「住めば、ゆうゆう。」で、まちの魅力と
して情報発信していますので、ぜひご覧
ください。
【問い合わせ】　亀山市政策課広報秘書グループ
　☎  0595-84-5021

芭蕉翁記念館だより

　俳句では草木や鳥など、さまざまな言葉が季語
となります。なかには、芭蕉さんによって、初め
て季語として用いられたものがあるそうで、その
一つが「椎

しい

の花」です。
　椎はドングリをつける木で、夏に細かい黄色の
花が咲き、独特な匂いがします。芭蕉さんはこの
花を季語として、弟子の許

きょ

六
りく

が彦根へ帰るとき、
次のような句を贈りました。

　　旅人のこころにも似よ椎の花

　「旅人の風雅な心にふさわしく、椎の花がこの
者を出迎えてくれ」という意味です。
♦企画展「芭蕉～生き物たちとの語らい～」
　６月 28日㈰まで
　ギャラリートーク
　６月６日㈯　午後１時 30分～
【問い合わせ】
○文化交流課　☎ 22-9621　℻   22-9619
　 bunka@city.iga.lg.jp
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219

　昨年４月に運行を開始した忍者ラッピングバスは、
新たなデザインのバスも加わり、４月から２台揃って
運行しています。
　また、これまでの愛称「しらさぎ」を一新して、伊
賀流忍術発祥の地にふさわしく、親しみやすい愛称「に
んまる」となりました。
　４月１日には、多くの人にバスを利用してほしいと
いう期待を込めて、忍者市（上野市）駅前で出発式を
行いました。
　２台揃っ
た「まるごと
忍者のラッピ
ングバス」に
乗って出かけ
ましょう。

【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻   22-9694

コミュニティバス「にんまる」運行開始！

公共交通を利用しましょう

▲近江茶の統一銘柄
極煎茶 比叡と琵琶湖かぶせ

災害時こそ思いやりを忘れずに　－総合危機管理課－
　日本は、世界的に見ても地震の多い国です。
　直近の 10年間だけでも、東日本大震災や熊本地
震などの大きな地震がいくつも起こりました。また、
今後 30年以内にマグニチュード 8.0 以上の南海ト
ラフ地震が起こる確率は 70～ 80％と非常に高く、
いつ大きな地震が発生してもおかしくない状況で
す。だからこそ、地震に備えて避難経路や避難先を
知っておくことはとても重要です。
　しかし、地震が起きたときにすべての人が素早く
避難し、避難生活を送ることができるのでしょうか。
　私たちの身の回りには、高齢者や障がいのある人、
要介護者、乳幼児、妊産婦、日本語を勉強中の外国
の人など、避難するときや避難生活において支援を
必要とする人たちがいます。
　例えば、市内にはいくつもの介護保険施設などが
あり、何らかの支援を必要とする人が多く生活され
ています。そのため、大きな災害が起こった時に施

設の職員だけでは対処しきれません。
　また、避難後の生活に不安を抱く人もいます。過
去には、周囲に迷惑をかけるのではないかと避難所
へ行くことをためらい、車中泊を続けたために体調
を崩した人のニュースがありました。また、東京で
は野宿生活者が避難所に入るのを拒否されたという
ケースもあります。ですが、安全な場所への避難は、
すべての人に保障されるべきことです。
　そうしたことから、日頃から地域の中で、災害が
起きたときに支援を必要とする人の存在を知り、災
害に備えて役割分担をしておくことが大切です。
　災害時はみんな自分のことで精いっぱいになりが
ちですが、そういう時だからこそ、全員で災害を乗
り越えるために「思いやりの心」を忘れないでほし
いと思います。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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中
世
城
館・菊
永
氏
城
跡（
鞆
田
）

　
城
と
い
え
ば
上
野
城
の
よ
う
に
、
石
垣

や
そ
の
上
に
建
つ
天
守
閣
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
城
の
ほ

と
ん
ど
が
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代

に
築
か
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
時
代
よ
り

前
の
中
世
（
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
）

に
つ
く
ら
れ
た
城
や
館
を
「
中
世
城
館
」

と
い
い
ま
す
。

　
伊
賀
市
に
は
こ
の
中
世
城
館
が
６
０
０

カ
所
以
上
あ
り
、
そ
の
分
布
密
度
は
日
本

一
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
世
城

館
の
多
く
は
「
単
郭
方
形
」
と
い
わ
れ
、

館
の
周
囲
に
堀
を
巡
ら
せ
、
堀
を
掘
っ
た

際
の
土
を
堀
の
内
側
に
積
み
上
げ
て
土
塁

を
築
き
、
敵
の
攻
撃
を
防
ぐ
構
造
を
も
っ

て
い
ま
す
。
な
か
に
は
丘
陵
や
山
上
な
ど

自
然
の
地
形
を
整
形
し
て
利
用
し
た
城
館

も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
賀
の
中
世
城

館
の
多
く
は
戦
国
時
代
に
土
豪
（
地
元
の

有
力
者
層
）
が
自
ら
の
村
や
館
を
守
る
た

め
に
自
衛
の
手
段
と
し
て
築
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

　
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
、
鞆
田
地
区

で
農
免
道
路
整
備
の
た
め
菊
永
氏
城
跡
が

発
掘
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
は
道
路
の

整
備
の
範
囲
で
あ
る
丘
陵
頂
部
に
土
塁
で

囲
ま
れ
た
主
郭
と
、
そ
の
南
側
斜
面
に
階

段
状
に
あ
る
削
平
地
８
区
画
の
う
ち
３
区

画
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
郭
は
空
堀
、
土
塁
で
囲
ま
れ
た
一
辺

が
約
30
ｍ
の
ほ
ぼ
方
形
の
平
坦
地
で
３
棟

の
建
物
跡
と
井
戸
跡
、
柵
跡
な
ど
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
出
土
遺
物
は
、
土

師
器
の
皿
・
鍋
や
陶
器
の
茶
碗
、
擂
鉢
な

ど
の
生
活
雑
器
な
ど
が
出
土
し
、
な
か
に

は
当
時
貴
重
で
あ
っ
た
中
国
か
ら
輸
入
さ

れ
た
磁
器
も
出
土
し
ま
し
た
。
菊
永
氏
城

は
郭
を
複
数
有
し
、
伊
賀
地
域
で
は
大

型
の
城
に
分
類
さ
れ
る
城
館
跡
で
し
た

が
、
道
路
の
整
備
に
よ
っ
て
当
時
の
面

影
を
見
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
課

　
☎
22
・
９
６
７
８　
℻  
22
・
９
６
６
７

発掘調査後全景写真　（北から）
手前が主郭にあたる

菊永氏城跡縄張り図
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情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎ 0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやま
甲賀市甲賀市

　甲賀市産の朝宮茶と土山茶が生産量の 96％を
占める近江の茶。（一社）滋賀県茶業会議所では近江

の茶の統一銘柄として
「極煎茶 比叡」と「琵琶
湖かぶせ」を販売してい
ます。
　緑茶に含まれるエピガ
ロカテキンには、免疫力
を高める効果があるとさ
れているほか、緑茶での
うがいは感染症の予防に
も有効と言われていま
す。厳選されたこだわり

の味をぜひご賞味ください。
※下記ホームページに販売先を掲載しているほ
か、インターネットでの注文もできます。

【問い合わせ】　（一社）滋賀県茶業会議所
　☎ 0748-63-6960　℻  0748-63-5204

～新茶の季節　近江の茶～
極煎茶 比叡と琵琶湖かぶせ

亀山市亀山市
～日

やまとたけるのみこと

本武尊・弟
おとたちばなひめ

橘媛ゆかりの地～
日本書紀編さん 1300年

　令和２年、「日本
書紀」が完成してか
ら、1300 年の節目
を迎えました。亀山
市は、その中に登場
する『日本武尊』とその妃『弟橘媛』ゆかりの地
です。
　このたび、『日本武尊』が眠るとされる能褒野
御墓や能褒野神社、『弟橘媛』の生誕の地とされ
る忍山神社など市内の伝承地を紹介するととも
に、２人の深い愛の物語に着目した特集動画を制
作しました。
　亀山市シティプロモーション専用ホームページ
「住めば、ゆうゆう。」で、まちの魅力と
して情報発信していますので、ぜひご覧
ください。
【問い合わせ】　亀山市政策課広報秘書グループ
　☎  0595-84-5021

芭蕉翁記念館だより

　俳句では草木や鳥など、さまざまな言葉が季語
となります。なかには、芭蕉さんによって、初め
て季語として用いられたものがあるそうで、その
一つが「椎

しい

の花」です。
　椎はドングリをつける木で、夏に細かい黄色の
花が咲き、独特な匂いがします。芭蕉さんはこの
花を季語として、弟子の許

きょ

六
りく

が彦根へ帰るとき、
次のような句を贈りました。

　　旅人のこころにも似よ椎の花

　「旅人の風雅な心にふさわしく、椎の花がこの
者を出迎えてくれ」という意味です。
♦企画展「芭蕉～生き物たちとの語らい～」
　６月 28日㈰まで
　ギャラリートーク
　６月６日㈯　午後１時 30分～
【問い合わせ】
○文化交流課　☎ 22-9621　℻   22-9619
　 bunka@city.iga.lg.jp
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219

　昨年４月に運行を開始した忍者ラッピングバスは、
新たなデザインのバスも加わり、４月から２台揃って
運行しています。
　また、これまでの愛称「しらさぎ」を一新して、伊
賀流忍術発祥の地にふさわしく、親しみやすい愛称「に
んまる」となりました。
　４月１日には、多くの人にバスを利用してほしいと
いう期待を込めて、忍者市（上野市）駅前で出発式を
行いました。
　２台揃っ
た「まるごと
忍者のラッピ
ングバス」に
乗って出かけ
ましょう。

【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻   22-9694

コミュニティバス「にんまる」運行開始！

公共交通を利用しましょう

▲近江茶の統一銘柄
極煎茶 比叡と琵琶湖かぶせ

災害時こそ思いやりを忘れずに　－総合危機管理課－
　日本は、世界的に見ても地震の多い国です。
　直近の 10年間だけでも、東日本大震災や熊本地
震などの大きな地震がいくつも起こりました。また、
今後 30年以内にマグニチュード 8.0 以上の南海ト
ラフ地震が起こる確率は 70～ 80％と非常に高く、
いつ大きな地震が発生してもおかしくない状況で
す。だからこそ、地震に備えて避難経路や避難先を
知っておくことはとても重要です。
　しかし、地震が起きたときにすべての人が素早く
避難し、避難生活を送ることができるのでしょうか。
　私たちの身の回りには、高齢者や障がいのある人、
要介護者、乳幼児、妊産婦、日本語を勉強中の外国
の人など、避難するときや避難生活において支援を
必要とする人たちがいます。
　例えば、市内にはいくつもの介護保険施設などが
あり、何らかの支援を必要とする人が多く生活され
ています。そのため、大きな災害が起こった時に施

設の職員だけでは対処しきれません。
　また、避難後の生活に不安を抱く人もいます。過
去には、周囲に迷惑をかけるのではないかと避難所
へ行くことをためらい、車中泊を続けたために体調
を崩した人のニュースがありました。また、東京で
は野宿生活者が避難所に入るのを拒否されたという
ケースもあります。ですが、安全な場所への避難は、
すべての人に保障されるべきことです。
　そうしたことから、日頃から地域の中で、災害が
起きたときに支援を必要とする人の存在を知り、災
害に備えて役割分担をしておくことが大切です。
　災害時はみんな自分のことで精いっぱいになりが
ちですが、そういう時だからこそ、全員で災害を乗
り越えるために「思いやりの心」を忘れないでほし
いと思います。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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中
世
城
館・菊
永
氏
城
跡（
鞆
田
）

　
城
と
い
え
ば
上
野
城
の
よ
う
に
、
石
垣

や
そ
の
上
に
建
つ
天
守
閣
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
城
の
ほ

と
ん
ど
が
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代

に
築
か
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
時
代
よ
り

前
の
中
世
（
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
）

に
つ
く
ら
れ
た
城
や
館
を
「
中
世
城
館
」

と
い
い
ま
す
。

　
伊
賀
市
に
は
こ
の
中
世
城
館
が
６
０
０

カ
所
以
上
あ
り
、
そ
の
分
布
密
度
は
日
本

一
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
世
城

館
の
多
く
は
「
単
郭
方
形
」
と
い
わ
れ
、

館
の
周
囲
に
堀
を
巡
ら
せ
、
堀
を
掘
っ
た

際
の
土
を
堀
の
内
側
に
積
み
上
げ
て
土
塁

を
築
き
、
敵
の
攻
撃
を
防
ぐ
構
造
を
も
っ

て
い
ま
す
。
な
か
に
は
丘
陵
や
山
上
な
ど

自
然
の
地
形
を
整
形
し
て
利
用
し
た
城
館

も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
賀
の
中
世
城

館
の
多
く
は
戦
国
時
代
に
土
豪
（
地
元
の

有
力
者
層
）
が
自
ら
の
村
や
館
を
守
る
た

め
に
自
衛
の
手
段
と
し
て
築
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

　
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
、
鞆
田
地
区

で
農
免
道
路
整
備
の
た
め
菊
永
氏
城
跡
が

発
掘
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
は
道
路
の

整
備
の
範
囲
で
あ
る
丘
陵
頂
部
に
土
塁
で

囲
ま
れ
た
主
郭
と
、
そ
の
南
側
斜
面
に
階

段
状
に
あ
る
削
平
地
８
区
画
の
う
ち
３
区

画
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
郭
は
空
堀
、
土
塁
で
囲
ま
れ
た
一
辺

が
約
30
ｍ
の
ほ
ぼ
方
形
の
平
坦
地
で
３
棟

の
建
物
跡
と
井
戸
跡
、
柵
跡
な
ど
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
出
土
遺
物
は
、
土

師
器
の
皿
・
鍋
や
陶
器
の
茶
碗
、
擂
鉢
な

ど
の
生
活
雑
器
な
ど
が
出
土
し
、
な
か
に

は
当
時
貴
重
で
あ
っ
た
中
国
か
ら
輸
入
さ

れ
た
磁
器
も
出
土
し
ま
し
た
。
菊
永
氏
城

は
郭
を
複
数
有
し
、
伊
賀
地
域
で
は
大

型
の
城
に
分
類
さ
れ
る
城
館
跡
で
し
た

が
、
道
路
の
整
備
に
よ
っ
て
当
時
の
面

影
を
見
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
課

　
☎
22
・
９
６
７
８　
℻  
22
・
９
６
６
７

発掘調査後全景写真　（北から）
手前が主郭にあたる

菊永氏城跡縄張り図
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 4 3_ 三重県ー伊賀市広報誌ー相談会 _h5 w9 _4c■4/3 入稿

 料 相 談 会   

別 肝炎 付金に
ついて

 団予防接種によりB型肝炎ウイルスに持続感染された方へ 一人で悩まずに無料個別相談会をご利用ください

 
行
い
ま
す
。

昭和 6年7月2日～

昭和63年 月27日
 ご遺族の方も給付金請求できます

生まれ

50万円～

3,600万円

 病態に応じて給付金等の
　内容が異なります

 訴訟実費別途

 
付
金

弁
護
士
費
用

対
象
者 成功報酬制

着手金・相談料 無料
個別面談なので、他の方と顔を

合わすことはございません。

完全予約制

 12 - 13-621
 
日 :00 18:00 

〈ご予約受付時間〉

☎

 料電話相談

お気軽にお電話ください
も同時受付中！ 

6  2 (金)伊賀市文化会館 会議室

 京都新宿区四谷4-3 福屋ビル6-A【営業時間】 平日 9：00～18：00  

 護士 饗庭亨一「あいば こういち」東京 護士会所属 登録番号35029

□http://precious-law.jp/

□E-mail:info@precious-law.jp

□TEL 03-5363-6333

□FAX 03-5363-6334  

　４月１日㈬、伊賀市総合福祉会館のオープニングセレモニーを行いま
した。
　伊賀市総合福祉会館は、地域福祉と勤労者福祉の向上を図るために、旧
消防庁舎を改修して整備しました。施設内には、これまで上野ふれあいプ
ラザと勤労者福祉会館に拠点を置いていた７つの団体が入居し、各種サー
クル活動などに利用できる会議室・活動室があります。

１．テープカットの様子
２・３・４．事務室・会議室・活動室

１～４．交通ルールを守って登校する子どもたち

伊賀市総合福祉会館オープニングセレモニー

　４月８日㈬、通学路保護誘導活動が行われました。
　これは春の全国交通安全運動に合わせて行われています。今
年３月 23日から三重県内に交通死亡事故多発警報が発令され
ていることから、この日は歩行者の交通事故防止を中心に啓発
活動が行われました。

通学路保護誘導活動

２

２

１

１

３

３

４

４

まま ちち かか どど 通通 信信

　４月１日㈬、コミュニティバスの新しい愛称のお披露目と出発式を行いま
した。
　昨年４月から運行している忍者ラッピングバスの２台目が運行を始めるに
あたり、伊賀流忍術発祥の地にふさわしく親しみやすい愛称を募集し、子ど
もから大人まで楽しんで利用してもらえることを願い、「にんまる」が選ば
れました。

「にんまる」お披露目＆出発式

１・２．２台目の忍者ラッピングバス
３．テープカットの様子　４．新愛称最優秀賞
受賞者に岡本市長から記念品を贈りました。

１

　３月 28日㈯、ハイトピア伊賀に隣接するさまざま広場の開園式を行
いました。
　さまざま広場は、市民や伊賀市を訪れる人の休憩や交流の場として整
備を進めてきました。
　開園を記念して、出席者がテープカットを行った後、市内の企業から
寄贈された衛生設備や桜、句碑の除幕を行いました。

さまざま広場開園式

１．公衆トイレの外観　２．テープカットの様子　
３．句碑の除幕　４．芭蕉がかぶっていた蓑笠と桜
を模した屋根

１

２

２

３

３

４

４

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。
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※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。
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●曙保育園「すくすくらんど」　☎21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00～ 16：00

すくすくひろば 未就園児
１日㈪・８日㈪・
15日㈪・22日㈪・

29日㈪
10：00～ みんなで遊ぼう

本とおもちゃルームぐるんぱ 未就園児 ３日㈬・10日㈬・
17日㈬・24日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせ

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●森川病院「エンジェル」　☎21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00～ 17：00
赤ちゃんなんでも相談・
はついく測定会 10日㈬ ９：30～ ※予約制

離乳食お悩み相談会 ６カ月～の親子 24日㈬ 10：00～ ※予約制（３人）

●にんにんパーク　☎22-9665　　開放日：第 2日曜日　9：00～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 未就学児 14日㈰ 10：00～ シャボン玉遊びをしようの巻

公開講座
　未就学児とその家族を対象に、毎月市内の子育て支援センターで順番
に実施している公開講座。毎回異なる講師を招き、子どもたちにさまざ
まな経験の機会を提供しています。昨年度は楽器を使っての「リズムで
あそぼう」、子どもの手形・足形を可愛く色紙に飾った「手形アート」、
心地良い汗を流した「親子ふれあいヨガ」など盛りだくさんの内容で行
い、友だちの輪を広げ、子どもたちの笑顔が輝いていました。

●青山子育て支援センター　☎53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
おはなし会 未就学児 ３日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ
妊婦・０～１歳 11日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
2歳～ 18日㈭

●大山田子育て支援センター　☎47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00
のびっこひろば 未就学児 １日㈪ 10：00～ お口の衛生教室
えほんとせいさくのひろば 未就学児 ８日㈪ 10：00～ 読み聞かせ　カレンダー作り
おたのしみひろば 未就学児 25日㈭ 10：00～ リズムであそぼう
公開講座 未就学児 30日㈫ 10：00～ 絵本の読み聞かせと歌遊び

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。
※参加するときの持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。
【問い合わせ】　子育て包括支援センター（こども未来課内）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

６月の子育てコーナー

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●子育て包括支援センター　☎22-9665
　開放日：月～金曜日、第 3土曜日　9：00～ 17：00　第 4日曜日　9：00～ 12：00

キラキラぷち① 2019年４月～
９月生まれ 11日㈭ 10：00～ からだ育て体操と

たいせつな歯のおはなし
土曜ふれあい広場 未就学児 13日㈯ 10：00～ 親子ふれあい遊び
ぴよぴよ Baby ０～６カ月 19日㈮ 14：30～ 絵本の読み聞かせ
すくすく Baby ７～ 11カ月 24日㈬ 14：30～ あかちゃん体操と交通安全のおはなし
食育教室もぐもぐ 概ね１歳半以上 26日㈮ 10：00～ 調理実習　※予約受付：6/12 ㈮～

●いがまち子育て支援センター　☎45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 ５日㈮・12日㈮・
19日㈮・26日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び

ミニサロンひまわり 満１歳～ 10日㈬ 10：15～ いがまち公民館図書室にて読み聞かせ
など　※先着 20組

おはなしひろば“わくわく” 未就学児 18日㈭ 10：15～ 絵本の読み聞かせ
おたんじょうび会 ６月生まれ 29日㈪ 10：00～ 親子でお祝い

●島ヶ原子育て支援センター　☎59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00
わくわくひろば 未就学児 29日㈪ 10：00～ みんなでヨガ

●あやま子育て支援センター　☎43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00

元気っ子ひろば 未就園児 12日㈮ 10：00～ 伊賀焼陶芸体験
※予約受付：5/12 ㈫～

みんなあつまれ！ 未就園児 16日㈫ 10：30～ 絵本を楽しもう
たまぴよサロン ０～ 12カ月 24日㈬ 10：00～ ※予約受付：5/22 ㈮～

赤ちゃんの健診と相談

１歳６カ月児健診 23 日㈫ 午後１時～ 2時 30分 伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、
栄養相談、育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は
　１歳７カ月頃、３歳児健診は３歳
　７カ月頃までに通知します。母子
　健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児） 18 日㈭ 午後１時～ 2時 30分 伊賀市保健センター

（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

５日㈮ 午前９時 30分～ 11時 いがまち保健福祉センター
育児相談・栄養相談
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

10 日㈬
午前 10時～ 11時

阿山保健福祉センター

17日㈬ 青山子育て支援センター

19日㈮ 午前 10時～ 11時
午後1時30分～2時30分

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

子育て特設サイト
伊賀流未来応援の術
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１日㈪・８日㈪・
15日㈪・22日㈪・

29日㈪
10：00～ みんなで遊ぼう

本とおもちゃルームぐるんぱ 未就園児 ３日㈬・10日㈬・
17日㈬・24日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせ

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●森川病院「エンジェル」　☎21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00～ 17：00
赤ちゃんなんでも相談・
はついく測定会 10日㈬ ９：30～ ※予約制

離乳食お悩み相談会 ６カ月～の親子 24日㈬ 10：00～ ※予約制（３人）

●にんにんパーク　☎22-9665　　開放日：第 2日曜日　9：00～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 未就学児 14日㈰ 10：00～ シャボン玉遊びをしようの巻

公開講座
　未就学児とその家族を対象に、毎月市内の子育て支援センターで順番
に実施している公開講座。毎回異なる講師を招き、子どもたちにさまざ
まな経験の機会を提供しています。昨年度は楽器を使っての「リズムで
あそぼう」、子どもの手形・足形を可愛く色紙に飾った「手形アート」、
心地良い汗を流した「親子ふれあいヨガ」など盛りだくさんの内容で行
い、友だちの輪を広げ、子どもたちの笑顔が輝いていました。

●青山子育て支援センター　☎53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
おはなし会 未就学児 ３日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ
妊婦・０～１歳 11日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
2歳～ 18日㈭

●大山田子育て支援センター　☎47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00
のびっこひろば 未就学児 １日㈪ 10：00～ お口の衛生教室
えほんとせいさくのひろば 未就学児 ８日㈪ 10：00～ 読み聞かせ　カレンダー作り
おたのしみひろば 未就学児 25日㈭ 10：00～ リズムであそぼう
公開講座 未就学児 30日㈫ 10：00～ 絵本の読み聞かせと歌遊び

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。
※参加するときの持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。
【問い合わせ】　子育て包括支援センター（こども未来課内）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

６月の子育てコーナー

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●子育て包括支援センター　☎22-9665
　開放日：月～金曜日、第 3土曜日　9：00～ 17：00　第 4日曜日　9：00～ 12：00

キラキラぷち① 2019年４月～
９月生まれ 11日㈭ 10：00～ からだ育て体操と

たいせつな歯のおはなし
土曜ふれあい広場 未就学児 13日㈯ 10：00～ 親子ふれあい遊び
ぴよぴよ Baby ０～６カ月 19日㈮ 14：30～ 絵本の読み聞かせ
すくすく Baby ７～ 11カ月 24日㈬ 14：30～ あかちゃん体操と交通安全のおはなし
食育教室もぐもぐ 概ね１歳半以上 26日㈮ 10：00～ 調理実習　※予約受付：6/12 ㈮～

●いがまち子育て支援センター　☎45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 ５日㈮・12日㈮・
19日㈮・26日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び

ミニサロンひまわり 満１歳～ 10日㈬ 10：15～ いがまち公民館図書室にて読み聞かせ
など　※先着 20組

おはなしひろば“わくわく” 未就学児 18日㈭ 10：15～ 絵本の読み聞かせ
おたんじょうび会 ６月生まれ 29日㈪ 10：00～ 親子でお祝い

●島ヶ原子育て支援センター　☎59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00
わくわくひろば 未就学児 29日㈪ 10：00～ みんなでヨガ

●あやま子育て支援センター　☎43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00

元気っ子ひろば 未就園児 12日㈮ 10：00～ 伊賀焼陶芸体験
※予約受付：5/12 ㈫～

みんなあつまれ！ 未就園児 16日㈫ 10：30～ 絵本を楽しもう
たまぴよサロン ０～ 12カ月 24日㈬ 10：00～ ※予約受付：5/22 ㈮～

赤ちゃんの健診と相談

１歳６カ月児健診 23 日㈫ 午後１時～ 2時 30分 伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、
栄養相談、育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は
　１歳７カ月頃、３歳児健診は３歳
　７カ月頃までに通知します。母子
　健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児） 18 日㈭ 午後１時～ 2時 30分 伊賀市保健センター

（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

５日㈮ 午前９時 30分～ 11時 いがまち保健福祉センター
育児相談・栄養相談
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

10 日㈬
午前 10時～ 11時

阿山保健福祉センター

17日㈬ 青山子育て支援センター

19日㈮ 午前 10時～ 11時
午後1時30分～2時30分

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

子育て支援のための教室・遊び場の開放
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認に

ん
知ち

症し
ょ
う

と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
認に
ん
知ち

症し
ょ
う

は
脳の

う
の
病
気
で
す
。
認に

ん
知ち

症し
ょ
う

に
な
る
と
、
時
間
や
場
所
、
人
が
分
か
ら

な
く
な
っ
た
り
、
何
度
も
同
じ
こ
と
を

言
っ
た
り
、
聞
い
た
り
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
道
に
迷
っ
て
家
に
帰
れ
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

認に
ん

知ち

症し
ょ
う

は
誰だ

れ

で
も
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
年
を
と
る
ほ
ど
そ
の
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

■
誰だ
れ

も
が
安
心
し
て
暮く

ら
せ
る
よ
う
に

　
５
年
後
に
は
、
65
歳さ

い
以
上
の
５
人
に
１
人
が
認に

ん

知ち

症し
ょ
う

に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
認に

ん
知ち

症し
ょ
う

に

な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地ち

域い
き

で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
に
、
伊い

賀が

市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
支し

援え
ん

を

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、「
伊い

賀が

市
見
守
り
安
心
シ
ー

ル
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ー
ル
は
、
外

出
に
不
安
の
あ
る
高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

の
持
ち
物
（
衣
服
、
く

つ
、
カ
バ
ン
な
ど
）
に
貼は

っ
て
使
う
も
の
で
、
道

に
迷
っ
て
帰
れ
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
シ
ー
ル

に
書
か
れ
た
番
号
を
市
役
所
や
警け
い

察さ
つ

が
調
べ
る
こ

と
で
、
身
元
の
確か
く
認に

ん
が
早
く
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

■
迷
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら

　

自
分
の
家
族
や
近
く
に
い
る
大
人
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
。
本
人
に
声
を
か
け
る
な
ら
、
大
き
い

声
で
は
な
く
、
優や
さ

し
く
ゆ
っ
く
り
話
し
か
け
ま

し
ょ
う
。

　
認に
ん

知ち

症し
ょ
う

の
人
は
今
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
き
た
自
分
に
、誰だ
れ
よ
り
も
苦
し
み
、

悩な
や
み
、
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認に
ん

知ち

症し
ょ
う

の
人
の
不
安
な
気
持
ち
を
理
解
し
て
、

何
に
困こ
ま

っ
て
い
る
か
を
考
え
て
、
助
け
て
あ
げ
よ

う
と
す
る
気
持
ち
が
大
切
で
す
。
優や
さ

し
く
言
葉
を

か
け
た
り
、手
を
貸
し
た
り
す
る
人
が
増
え
れ
ば
、

認に
ん

知ち

症し
ょ
う

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮く

ら
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
介か

い
護ご

高こ
う
齢れ

い
福ふ

く
祉し

課
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小・中学生のためのコラムです

こども広場
「伊

い

賀
が

市見守り安心シール」

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

１
９
４
６
年
創
業
、
上

野
忍
町
に
あ
る
寿
司
屋
で

す
。
長
年
に
わ
た
り
、
味

の
伝
統
を
守
り
つ
つ
市
内

の
お
客
様
へ
向
け
て
の
営

業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
お
寿
司
は
、
助
六
や
、

に
ぎ
り
、
巻
物
、
伊
賀
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
の
伊
達
巻

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
一
押
し
の
忍
者
チ
ラ

シ
は
、
発
売
以
来
マ
ス
コ
ミ
に
数
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
、
観
光
の
お
客
様
の
み
な
ら
ず
地
元
の
お
客
様
に

も
大
人
気
。
見
て
び
っ
く
り
、
ひ
っ
く
り
返
し
て
ま

た
び
っ
く
り
。
味
わ
っ
て
そ
の
美
味
し
さ

に
三
度
び
っ
く
り
の
自
信
作
で
す
。

末廣寿司
杉山　美佐さん

【
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課
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本紙 19ページの「伊
い
賀
が
市

見守り安心シール」について、
わかりやすく解

か い せ つ

説します。

No.1

忍者チラシ
　忍者の顔に皿をかぶせ、ひっくり返してそっ
と蓋を取ると、あっという間に豪華なちら
し寿司に大変身する、からくり寿司です。
※マガジンハウス誌 BRUTUS（ブルータス）
お取り寄せグランプリ 2020 日本一のお
とりよせ特集に掲載

※シールの貼り付けイメージです。

図書館
　だより

■一般書　
『わたしの芭蕉』

加賀　乙彦／著

■絵　本
『もしものせかい』　

ヨシタケ シンスケ／著

■一般書　
『えほん・絵本・134冊』

増田　喜昭／著
『キャッシュレス生活、1年やってみた』　　　　　

美崎　栄一郎／著
『ピアノの近代史』

井上　さつき／著

■児童書　
『日本女子レスリング』

布施　鋼治／編著
『なまこのぽんぽん 内田麟太郎･詩集』
内田　麟太郎／著、大野　八生／絵
『みんなでもりあがる！学校クイズ
バトル 動物クイズ王』

学校クイズ研究会／編著

■絵　本
『ことわざヒーロー★だるマン』

塚本 やすし／作 ･絵
『むれ』　　　 ひろた あきら／さく
『はじめくんがっこうへいく』
　　　　　もりかわ しげみ／さく、
　　　　　やまにし ゲンイチ／え

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

■児童書　
『夢と冒険の旅世界一周ガイド』

吉田　友和／監修
　世界一周とは出発点から地球を一周し
て出発点に戻ること。「大自然」や「鉄
道」、「グルメ」など 20のテーマで選ん
だ世界一周ルートを、たくさんの写真と
ともに紹介してくれる一冊です。

司書のおすすめ

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
５月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

12 日㈫ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

12日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

15日㈮ 10：00～ いがまち図書室 絵本の時間（お話の国アリス）

17日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

19日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

27日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

６月３日㈬ 10：30～ 青山子育て支援センター あかちゃんこんにちは（だっこ）

【と　き】　５月 12日㈫～６月 28日㈰
　午前 9時～午後 7時
【ところ】　上野図書館　２階企画展示コーナー
【テーマ】　斎藤拙堂と伊賀の人々

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、５月
10日㈰まで臨時休館しています。

◆企画展示

◆上野図書館・各分館図書室休館のお知らせ

詳しい情報はこちら
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ょ
う

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮く

ら
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
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小・中学生のためのコラムです

こども広場
「伊

い

賀
が

市見守り安心シール」

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

１
９
４
６
年
創
業
、
上

野
忍
町
に
あ
る
寿
司
屋
で

す
。
長
年
に
わ
た
り
、
味

の
伝
統
を
守
り
つ
つ
市
内

の
お
客
様
へ
向
け
て
の
営

業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
お
寿
司
は
、
助
六
や
、

に
ぎ
り
、
巻
物
、
伊
賀
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
の
伊
達
巻

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
一
押
し
の
忍
者
チ
ラ

シ
は
、
発
売
以
来
マ
ス
コ
ミ
に
数
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
、
観
光
の
お
客
様
の
み
な
ら
ず
地
元
の
お
客
様
に

も
大
人
気
。
見
て
び
っ
く
り
、
ひ
っ
く
り
返
し
て
ま

た
び
っ
く
り
。
味
わ
っ
て
そ
の
美
味
し
さ

に
三
度
び
っ
く
り
の
自
信
作
で
す
。

末廣寿司
杉山　美佐さん

【
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課
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本紙 19ページの「伊
い
賀
が
市

見守り安心シール」について、
わかりやすく解

か い せ つ

説します。

No.1

忍者チラシ
　忍者の顔に皿をかぶせ、ひっくり返してそっ
と蓋を取ると、あっという間に豪華なちら
し寿司に大変身する、からくり寿司です。
※マガジンハウス誌 BRUTUS（ブルータス）
お取り寄せグランプリ 2020 日本一のお
とりよせ特集に掲載

※シールの貼り付けイメージです。

図書館
　だより

■一般書　
『わたしの芭蕉』

加賀　乙彦／著

■絵　本
『もしものせかい』　

ヨシタケ シンスケ／著

■一般書　
『えほん・絵本・134冊』

増田　喜昭／著
『キャッシュレス生活、1年やってみた』　　　　　

美崎　栄一郎／著
『ピアノの近代史』

井上　さつき／著

■児童書　
『日本女子レスリング』

布施　鋼治／編著
『なまこのぽんぽん 内田麟太郎･詩集』
内田　麟太郎／著、大野　八生／絵
『みんなでもりあがる！学校クイズ
バトル 動物クイズ王』

学校クイズ研究会／編著

■絵　本
『ことわざヒーロー★だるマン』

塚本 やすし／作 ･絵
『むれ』　　　 ひろた あきら／さく
『はじめくんがっこうへいく』
　　　　　もりかわ しげみ／さく、
　　　　　やまにし ゲンイチ／え

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

■児童書　
『夢と冒険の旅世界一周ガイド』

吉田　友和／監修
　世界一周とは出発点から地球を一周し
て出発点に戻ること。「大自然」や「鉄
道」、「グルメ」など 20のテーマで選ん
だ世界一周ルートを、たくさんの写真と
ともに紹介してくれる一冊です。

司書のおすすめ

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
５月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

12 日㈫ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

12日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

15日㈮ 10：00～ いがまち図書室 絵本の時間（お話の国アリス）

17日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

19日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

27日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

６月３日㈬ 10：30～ 青山子育て支援センター あかちゃんこんにちは（だっこ）

【と　き】　５月 12日㈫～６月 28日㈰
　午前 9時～午後 7時
【ところ】　上野図書館　２階企画展示コーナー
【テーマ】　斎藤拙堂と伊賀の人々

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、５月
10日㈰まで臨時休館しています。

◆企画展示

◆上野図書館・各分館図書室休館のお知らせ

詳しい情報はこちら
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　市では、同和問題の解消に向けて、
教育格差を是正し、部落解放を担う
人材を育成するため、奨学金を支給
します。
【対象者】　次のすべてに該当する人
○修学のため住所異動した場合を除
き、本人・保護者とも市内に住所
があり、選考委員会で同和地区関
係者と認定される人
○高等学校・専門学校・大学などに
在学する人
○申請者と生計を同一とする父母ま
たは保護者の市民税所得割額の合
計が、高等学校などに在学する申
請者では年間で 85,000 円以下、
大学などに在学する申請者では年
間で 166,000 円以下の人

【支給額】
○高等学校やそれに該当する高等専
修学校など　96,000 円／年
○大学・短期大学・専門学校など
　国公立：120,000 円／年
　私　立：144,000 円／年
【申込期間】
　６月 15日㈪～ 30日㈫
※申込方法など詳しくはお問い合わ
せください。

【申込先・問い合わせ】
○教育総務課
　☎ 22-9644　℻  22-9647
○八幡町市民館　☎ 23-3157
○下郡市民館　☎ 37-0558
○寺田市民館　☎ 23-8728
○いがまち人権センター
　☎ 45-4482
○ライトピアおおやまだ
　☎ 47-1160
○青山文化センター　☎ 55-2411

【と　き】　６月 16日㈫
　午後１時 30分～３時 30分
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
　離乳食後期（３回食）の話・離乳
食の調理と試食
【持ち物】
　母子手帳・筆記用具・エプロン・
三角巾・手ふきタオル・託児に必要
なおもちゃやおむつなど
【定　員】
　先着 20人
【申込方法】
　住所・参加する保護者と子どもの
氏名・生年月日・電話番号・託児希
望の有無を下記まで。
【申込開始日】　５月 13日㈬
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

【と　き】　初回：６月９日㈫
　午前 10時～ 11時
※以降、毎月第２火曜日（全 10回）
【ところ】
　阿山保健福祉センター　ホール
【内　容】
　歌や踊り、工作を通して、簡単な
英語を身につけます。世界のイベン
トに応じた遊びなど、親子で一緒に
楽しむ内容です。
【講　師】
　井上　久美子さん、服部　里恵さん
【対象者】
　保育所（園）に通所していない幼
児と保護者
【料　金】
　子ども１人 3,000 円／年（材料
費・保険など）
【申込方法】　住所・氏名（子ども、
保護者）・子どもの性別・年齢・電
話番号を下記まで。
【申込期間】
　５月７日㈭～６月４日㈭
【申込先・問い合わせ】
　伊賀市国際交流協会事務局
　☎ 22-9629
　 mie-iifa@ict.jp

離乳食教室

親子英語サークル
アメリカンパイ参加者募集

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　岩根の磨崖仏は、（　　　）
地区にあります。
①神戸　②依那古
③中瀬　④花之木

（答えは 33ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

　「中学生のメッセージ」は、中学
生が日頃感じていることや考えてい
ることを主張することで、自分の生
き方や社会との関わりを考えるとと
もに、青少年への理解と関心を深め
るために開催されています。
　今年度は、伊賀市で「第 42回少
年の主張三重県大会　中学生のメッ
セージ 2020」が開催されます。中
学生の皆さんの応募をお待ちしてい
ます。
【応募対象者】
　県内の中学生およびそれに相応す
る学籍または年齢の人
※国籍は問いませんが、日本語で発
表できること。

※詳しくは、市ホームページをご覧
ください。

【問い合わせ】
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

【と　き】　６月６日㈯
　午前９時 30分～ 11時 30分
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
　妊婦体験・沐浴体験・妊婦相談・
育児相談など
【対象者】　妊婦とその家族
【定　員】　先着 15組
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号・出産予定
日・同伴者の有無を下記まで。
【申込期間】
　５月 22日㈮～６月５日㈮
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653
　℻  22-9666

中学生のメッセージ2020
作文募集

ウェルカムベビー教室

同和奨学金の奨学生募集

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　
【と　き】
　６月 28日㈰
　午前 10時～ 11時 30分
　（受付９時 30分～）
【ところ】
　ゆめぽりすセンター
　２階大会議室
【内　容】　忍にん体操（通常・介護
バージョン）の講習
※忍にん体操 CD・DVDの販売も
あります。

【講　師】　忍にん体操普及会　会長
　吉本　俊美さん
【定　員】
　先着 50人
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号を下記まで。
【申込受付開始日】
　５月７日㈭
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666
　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　５月 26日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】
　名張市役所　会議室 403
　（名張市鴻之台 1番町 1番地）
【料　金】　200 円
（認知症の人は無料。家族の会会員
は 100円）
※認知症の人が参加する場合は、事
前に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

　
　５月 31 日は、WHO（世界保健
機関）が定めた世界禁煙デーです。
厚生労働省では、５月 31日～６月
６日を「禁煙週間」としています。
また、改正された健康増進法が４月
１日より全面施行され、多くの施設
で屋内が原則禁煙になるなど、禁煙
に関する取り
組みはマナー
からルールへ
と変わってい
ます。
　市では、禁
煙週間に合わ
せて禁煙に関
するパネル展を行います。
【と　き】
　５月 29日㈮～６月５日㈮
　午前８時 30分～午後５時 15分
※土・日曜日は除く。
【ところ】
　本庁舎　１階ロビー
【問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

　骨髄移植手術などにより、接種済
みの定期予防接種の免疫が失われた
人を対象に、再接種費用を助成しま
す。助成を希望される人は、必要書
類をお渡ししますので、再接種を受
けるまでに必ずご連絡ください。
【対象者】　次のすべてに該当する人
○骨髄移植手術などの医療行為によ
り免疫が低下または失われ、再接
種が必要と医師が認める人
○再接種を受ける日に伊賀市に住所
を有する人
○令和２年４月１日以降の再接種で
あること
○再接種を受ける日に 20歳未満の
人。ただし、次の予防接種はそれぞ
れに定める年齢に達するまでの人
　•結核…………………………４歳
　•小児肺炎球菌………………６歳
　•ヒブ………………………10歳
•ジフテリア、百日せき、ポリオ、
破傷風……………………15歳

【対象ワクチン】
　次のすべてに該当する予防接種
○予防接種法に定める定期予防接種
○骨髄移植などの治療前に接種した
ワクチンの免疫が低下または失わ
れ、再接種が必要と医師が認める
予防接種

【申込期間】　対象予防接種を受けた
日の属する次年度の４月末日まで
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎  22-9653　℻  22-9666
　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

禁煙週間パネル展予防接種の再接種費用を
助成します

忍にん体操講習会
参加者募集

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

インターネット公売
　公売の対象は市税の滞納処分と
して差し押さえた財産です。
※せり売り・入札方式
◆市ホームページ掲載開始日時
　５月25日㈪　午後４時
◆参加申込期限
　６月 10日㈬　午後 11時
※諸事情により中止になる場合が
あります。詳しくは、市ホーム
ページをご確認ください。

【問い合わせ】　収税課
　☎ 22-9612　℻   22-9618

【問い合わせ】　国体推進課
　☎ 43-9100　℻   43-9102

開催まであと　　　　　日512
ボランティア募集中！

　市政情報をお伝えしています。
　ケーブルテレビ17チャンネル
（青山は204チャンネル）・地上
デジタル放送121チャンネルで
放送中です。
　番組表は、各支所（上野支所を
除く。）・各子育て支援センターで
配布しているほか、
右の２次元コード
からもご確認いた
だけます。

行政だより
「ウィークリー伊賀市」

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています
　希望される場合はお問い合わ
せください。　
【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　市では、同和問題の解消に向けて、
教育格差を是正し、部落解放を担う
人材を育成するため、奨学金を支給
します。
【対象者】　次のすべてに該当する人
○修学のため住所異動した場合を除
き、本人・保護者とも市内に住所
があり、選考委員会で同和地区関
係者と認定される人
○高等学校・専門学校・大学などに
在学する人
○申請者と生計を同一とする父母ま
たは保護者の市民税所得割額の合
計が、高等学校などに在学する申
請者では年間で 85,000 円以下、
大学などに在学する申請者では年
間で 166,000 円以下の人

【支給額】
○高等学校やそれに該当する高等専
修学校など　96,000 円／年
○大学・短期大学・専門学校など
　国公立：120,000 円／年
　私　立：144,000 円／年
【申込期間】
　６月 15日㈪～ 30日㈫
※申込方法など詳しくはお問い合わ
せください。

【申込先・問い合わせ】
○教育総務課
　☎ 22-9644　℻  22-9647
○八幡町市民館　☎ 23-3157
○下郡市民館　☎ 37-0558
○寺田市民館　☎ 23-8728
○いがまち人権センター
　☎ 45-4482
○ライトピアおおやまだ
　☎ 47-1160
○青山文化センター　☎ 55-2411

【と　き】　６月 16日㈫
　午後１時 30分～３時 30分
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
　離乳食後期（３回食）の話・離乳
食の調理と試食
【持ち物】
　母子手帳・筆記用具・エプロン・
三角巾・手ふきタオル・託児に必要
なおもちゃやおむつなど
【定　員】
　先着 20人
【申込方法】
　住所・参加する保護者と子どもの
氏名・生年月日・電話番号・託児希
望の有無を下記まで。
【申込開始日】　５月 13日㈬
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

【と　き】　初回：６月９日㈫
　午前 10時～ 11時
※以降、毎月第２火曜日（全 10回）
【ところ】
　阿山保健福祉センター　ホール
【内　容】
　歌や踊り、工作を通して、簡単な
英語を身につけます。世界のイベン
トに応じた遊びなど、親子で一緒に
楽しむ内容です。
【講　師】
　井上　久美子さん、服部　里恵さん
【対象者】
　保育所（園）に通所していない幼
児と保護者
【料　金】
　子ども１人 3,000 円／年（材料
費・保険など）
【申込方法】　住所・氏名（子ども、
保護者）・子どもの性別・年齢・電
話番号を下記まで。
【申込期間】
　５月７日㈭～６月４日㈭
【申込先・問い合わせ】
　伊賀市国際交流協会事務局
　☎ 22-9629
　 mie-iifa@ict.jp

離乳食教室

親子英語サークル
アメリカンパイ参加者募集

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　岩根の磨崖仏は、（　　　）
地区にあります。
①神戸　②依那古
③中瀬　④花之木

（答えは 33ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

　「中学生のメッセージ」は、中学
生が日頃感じていることや考えてい
ることを主張することで、自分の生
き方や社会との関わりを考えるとと
もに、青少年への理解と関心を深め
るために開催されています。
　今年度は、伊賀市で「第 42回少
年の主張三重県大会　中学生のメッ
セージ 2020」が開催されます。中
学生の皆さんの応募をお待ちしてい
ます。
【応募対象者】
　県内の中学生およびそれに相応す
る学籍または年齢の人
※国籍は問いませんが、日本語で発
表できること。
※詳しくは、市ホームページをご覧
ください。

【問い合わせ】
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

【と　き】　６月６日㈯
　午前９時 30分～ 11時 30分
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
　妊婦体験・沐浴体験・妊婦相談・
育児相談など
【対象者】　妊婦とその家族
【定　員】　先着 15組
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号・出産予定
日・同伴者の有無を下記まで。
【申込期間】
　５月 22日㈮～６月５日㈮
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653
　℻  22-9666

中学生のメッセージ2020
作文募集

ウェルカムベビー教室

同和奨学金の奨学生募集

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　
【と　き】
　６月 28日㈰
　午前 10時～ 11時 30分
　（受付９時 30分～）
【ところ】
　ゆめぽりすセンター
　２階大会議室
【内　容】　忍にん体操（通常・介護
バージョン）の講習
※忍にん体操 CD・DVDの販売も
あります。

【講　師】　忍にん体操普及会　会長
　吉本　俊美さん
【定　員】
　先着 50人
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号を下記まで。
【申込受付開始日】
　５月７日㈭
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666
　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　５月 26日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】
　名張市役所　会議室 403
　（名張市鴻之台 1番町 1番地）
【料　金】　200 円
（認知症の人は無料。家族の会会員
は 100円）
※認知症の人が参加する場合は、事
前に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

　
　５月 31 日は、WHO（世界保健
機関）が定めた世界禁煙デーです。
厚生労働省では、５月 31日～６月
６日を「禁煙週間」としています。
また、改正された健康増進法が４月
１日より全面施行され、多くの施設
で屋内が原則禁煙になるなど、禁煙
に関する取り
組みはマナー
からルールへ
と変わってい
ます。
　市では、禁
煙週間に合わ
せて禁煙に関
するパネル展を行います。
【と　き】
　５月 29日㈮～６月５日㈮
　午前８時 30分～午後５時 15分
※土・日曜日は除く。
【ところ】
　本庁舎　１階ロビー
【問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

　骨髄移植手術などにより、接種済
みの定期予防接種の免疫が失われた
人を対象に、再接種費用を助成しま
す。助成を希望される人は、必要書
類をお渡ししますので、再接種を受
けるまでに必ずご連絡ください。
【対象者】　次のすべてに該当する人
○骨髄移植手術などの医療行為によ
り免疫が低下または失われ、再接
種が必要と医師が認める人

○再接種を受ける日に伊賀市に住所
を有する人

○令和２年４月１日以降の再接種で
あること

○再接種を受ける日に 20歳未満の
人。ただし、次の予防接種はそれぞ
れに定める年齢に達するまでの人

　•結核…………………………４歳
　•小児肺炎球菌………………６歳
　•ヒブ………………………10歳
•ジフテリア、百日せき、ポリオ、
破傷風……………………15歳

【対象ワクチン】
　次のすべてに該当する予防接種
○予防接種法に定める定期予防接種
○骨髄移植などの治療前に接種した
ワクチンの免疫が低下または失わ
れ、再接種が必要と医師が認める
予防接種

【申込期間】　対象予防接種を受けた
日の属する次年度の４月末日まで
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎  22-9653　℻  22-9666
　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

禁煙週間パネル展予防接種の再接種費用を
助成します

忍にん体操講習会
参加者募集

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

インターネット公売
　公売の対象は市税の滞納処分と
して差し押さえた財産です。
※せり売り・入札方式
◆市ホームページ掲載開始日時
　５月25日㈪　午後４時
◆参加申込期限
　６月 10日㈬　午後 11時
※諸事情により中止になる場合が
あります。詳しくは、市ホーム
ページをご確認ください。

【問い合わせ】　収税課
　☎ 22-9612　℻   22-9618

【問い合わせ】　国体推進課
　☎ 43-9100　℻   43-9102

開催まであと　　　　　日512
ボランティア募集中！

　市政情報をお伝えしています。
　ケーブルテレビ17チャンネル
（青山は204チャンネル）・地上
デジタル放送121チャンネルで
放送中です。
　番組表は、各支所（上野支所を
除く。）・各子育て支援センターで
配布しているほか、
右の２次元コード
からもご確認いた
だけます。

行政だより
「ウィークリー伊賀市」

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています
　希望される場合はお問い合わ
せください。　
【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

【募集人数】　２人
【応募資格】
　昭和 46 年４月２日以降生まれ
で、臨床工学技士免許を持っている
人、または令和３年３月末までに取
得見込みの人
【勤務条件・賃金】
　市の条例・規則によります。
※当該職種の前歴に応じた加算措置
や諸手当があります。

※託児所がありますので、子どもが
いる人も安心して勤務できます。

【勤務場所】
　上野総合市民病院
【応募方法】　病院総務課にある「伊
賀市職員選考採用試験受験申込書」
を持参または郵送で下記まで。申込
書は上野総合市民病院ホームページ
からもダウンロードできます。
【選考方法】　作文・面接
○試験日：８月７日㈮
※時間などは応募した人に後日お知
らせします。

○採用予定日：令和３年４月１日㈭
【応募期限】
　７月 22日㈬
　午後５時 15分　※必着
※郵送の場合、簡易書留で送付
【応募先・問い合わせ】
　上野総合市民病院　病院総務課
　☎ 41-0065　℻  41-0068

◆５月は活動資金募集月間です
　日本赤十字社は、皆さんからの資
金によって支えられ、次のような活
動をしています。皆さんのご賛同と
ご協力をお願いします。
○災害発生時の罹災者への支援活動
○万が一に備えるための救急法や防
災などの各種講演会の開催

○献血の受付・血液の 24時間医療
機関配送　など

【令和元年度伊賀市地区活動資金受入額】
　9,681,887 円
※日本赤十字社三重県支部へ全額送
金しました。

【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻  22-9673

臨床工学技士募集

赤十字活動資金にご協力を
お願いします

　
　出会い・結婚を支援する婚活パー
ティーなど、結婚支援活動を実施す
る団体などに対し、事業費用の一部
を助成します。
【補助対象】
　住民自治協議会・公益経済団体・
市内に拠点を置く営利を目的としな
い団体などが実施する結婚支援活動
※補助金は１事業につき上限５万円
※補助件数は予算に定める範囲内
【申込方法】
　こども未来課・各支所住民福祉課
にある交付申請書に必要事項を記入
し、事業計画書・資金計画書などを
添付して下記まで持参してください。
※申請書は市ホームページからもダ
ウンロードできます。

【申込先・問い合わせ】
　こども未来課
　☎ 22-9654　℻  22-9646
　 kodomo@city.iga.lg.jp

【任　期】
　７月１日㈬～令和３年６月30日㈬
【対象河川】
　木津川　大内橋～岩倉大橋下流
　服部川　服部橋～木津川合流
　柘植川　山神橋～服部川合流
【内　容】
　日常生活を通じて河川に関して気
づいたことなど、月１回程度レポー
トを提出
【応募資格】
　対象河川の付近にお住まいの 20
歳以上の人
【謝　礼】
　月額 4,000 円程度
【募集人数】
　若干名
【応募方法】
　応募用紙に記入の上、ファックス
または郵送で下記まで。
※詳しくは木津川上流河川事務所
ホームページをご覧ください。

【応募期限】　
　５月 31日㈰必着
【応募先・問い合わせ】
　木津川上流河川事務所管理課
　☎ 63-1611　℻  64-9070

結婚サポート事業補助金

河川愛護モニター募集

【応募資格】
　次のすべてに当てはまる人
○ 20歳以上の健康な人
○税務・選挙・警察用務に直接関わ
りのない人

【勤務形態】
　任命期間中は非常勤の公務員で
す。あらかじめ指定された期間内（２
カ月前後）に従事します。任命期間
は、都度連絡します。
【勤務内容】
　調査対象への訪問、調査票の配布
や回収など
【勤務場所】
　市内
【報　酬】
　調査ごとに、活動日数や調査対象
数などを考慮して定めます。
【応募方法】
　電話　※随時受付
【選考方法】
　面接
【応募先・問い合わせ】
　総務課
　☎ 22-9690　℻  22-9672

　同和問題をはじめとする、あらゆ
る人権に関する研修会の講師謝金に
対して助成します。
※複数回の申し込み可。ただし、１
団体総額２万円まで。
※実績報告などが必要。
【対象事業】
　参加者がおおむね 25人以上の研
修会
【申込方法】
　三重県伊賀地域防災総合事務所ま
たは人権政策課にある申込書に必要
事項を記入の上、下記まで。
【申込期間】
　５月 18日㈪～ 12月 18日㈮
※予算の範囲内で先着順
【申込先・問い合わせ】
　三重県伊賀地域防災総合事務所
　総務生活課
　☎ 24-8000　℻  24-8010 
【問い合わせ】
　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

登録統計調査員募集

令和２年度伊賀地域
ミニ人権大学講座助成金

２次元コードから詳しい情報が見られます。

◆人権政策課 人権啓発パネル展
　「子どもの人権」、「部落差別解消
推進法」
【と　き】　５月１日㈮～ 28日㈭
【ところ】　本庁舎３階
【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

◆寺田市民館「じんけんパネル展」
　「人権問題に関する三重県民意識
調査結果からみえてきたこと」
【と　き】　５月１日㈮～ 28日㈭
※開館延長日：12日㈫、19日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728

◆青山公民館 人権パネル展示
　「水平社宣言」
【と　き】
　５月 12日㈫～６月 11日㈭
【ところ】
　青山公民館１階ロビー
【問い合わせ】　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211

◆いがまち人権パネル展
　「一人ひとりが生きやすい社会の
ために」
【と　き】
　５月 13日㈬～ 28日㈭
※開館延長日：14日㈭、21日㈭
【ところ】　いがまち人権センター
【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

【と　き】
　６月７日㈰　正午～午後４時
【ところ】
　島ヶ原会館　ふれあいホール
【内　容】
　サークル活動（大正琴・カラオケ・
バンド・コーラス・オカリナ・カン
トリーダンス）などの発表
【問い合わせ】
　島ヶ原公民館
　☎ 59-2291　℻  59-2574

【と　き】
①５月 22日㈮、６月 26日㈮、７
月 17日㈮
　午後７時 30分～８時 30分
②６月４日㈭、７月２日㈭、８月６
日㈭　午前 10時～ 11時
※①か②を選んでください。
【ところ】　大山田公民館　研修室
【講　師】　陶山　美佐さん
【対象者】
　市内在住で 18歳以上の人
【定　員】　各回先着 20人
【申込方法】
　住所・氏名・年齢・電話番号を下
記まで。
【申込受付開始日】　５月８日㈮
※土・日曜日を除く。
【申込先・問い合わせ】
　大山田公民館
　☎ 46-0130　℻  46-0131
　 ooyamada-cc@city.iga.lg.jp

【と　き】　６月８日㈪
①午前 10時～正午
②午後２時～４時
【ところ】
①壬生野地区市民センター
②大山田公民館
【内　容】
　スマートフォンを使ったことのな
い人を対象に、基本的な使い方や活
用方法などを分かりやすく教えま
す。※①②どちらも同じ内容です。
【対象者】
　市内在住でおおむね60歳以上の人
【定　員】
　各回先着 20人
【申込方法】
　住所・氏名・年齢・電話番号を下
記まで。
【申込受付開始日】　５月８日㈮
※土・日曜日を除く。
【申込先・問い合わせ】
○いがまち公民館
　☎ 45-9122　℻  45-9160
　 igamachi-cc@city.iga.lg.jp
○大山田公民館
　☎ 46-0130　℻  46-0131
　 ooyamada-cc@city.iga.lg.jp

からだのほぐし体操

シニア向け
初めてのスマホ講座

人権パネル展

【と　き】
　５月 19日㈫
　午後７時 30分～午後９時
【ところ】
　ライトピアおおやまだ　ホール
【内　容】
○演題：「それぞれの峠を越えて」
○講師：徳島県人権エンタメ集団
　　　　「友輝」　中倉　茂樹さん
【問い合わせ】
　ライトピアおおやまだ
　☎ 47-1160　℻  47-1162

　特産農産物の付加価値化と栽培農
家の経営を支援します。
　申請方法や助成金額などは市ホー
ムページでご確認いただくか、お問
い合わせください。
【対象者】
　市内に住所があり、搾油用菜種ま
たはアスパラガスを生産する組織ま
たは個人
【申請方法】
　交付申請書兼請求書に必要書類を
添付のうえ、下記まで提出。
※交付申請書兼請求書は、市ホーム
ページからダウンロードできま
す。また、必要書類についても市
ホームページをご確認ください。

【交付申請書兼請求書の提出期限】
○搾油用菜種：指定処理施設「菜の
舎」へ出荷販売または加工処理を
した日から３カ月以内
○アスパラガス：新規または更新に
よって、株を購入した日から３カ
月以内

【助成金額および交付要件】
○搾油用菜種： 50 円 /kg（出荷販
売または加工処理）
※「菜の舎」へ出荷販売または加工
処理をしたものに限ります。
○アスパラガス：30円 /株
※新規または更新により購入したも
のに限ります。

【申請先・問い合わせ】
　農林振興課
　☎ 22-9713　℻  22-9715
　 nourin@city.iga.lg.jp

第1回
おおやまだ人権大学講座
inライトピア

島ヶ原文化サークルまつり
（演芸会）

特産農産物の生産を支援
します
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

【募集人数】　２人
【応募資格】
　昭和 46 年４月２日以降生まれ
で、臨床工学技士免許を持っている
人、または令和３年３月末までに取
得見込みの人
【勤務条件・賃金】
　市の条例・規則によります。
※当該職種の前歴に応じた加算措置
や諸手当があります。
※託児所がありますので、子どもが
いる人も安心して勤務できます。

【勤務場所】
　上野総合市民病院
【応募方法】　病院総務課にある「伊
賀市職員選考採用試験受験申込書」
を持参または郵送で下記まで。申込
書は上野総合市民病院ホームページ
からもダウンロードできます。
【選考方法】　作文・面接
○試験日：８月７日㈮
※時間などは応募した人に後日お知
らせします。
○採用予定日：令和３年４月１日㈭
【応募期限】
　７月 22日㈬
　午後５時 15分　※必着
※郵送の場合、簡易書留で送付
【応募先・問い合わせ】
　上野総合市民病院　病院総務課
　☎ 41-0065　℻  41-0068

◆５月は活動資金募集月間です
　日本赤十字社は、皆さんからの資
金によって支えられ、次のような活
動をしています。皆さんのご賛同と
ご協力をお願いします。
○災害発生時の罹災者への支援活動
○万が一に備えるための救急法や防
災などの各種講演会の開催
○献血の受付・血液の 24時間医療
機関配送　など

【令和元年度伊賀市地区活動資金受入額】
　9,681,887 円
※日本赤十字社三重県支部へ全額送
金しました。

【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻  22-9673

臨床工学技士募集

赤十字活動資金にご協力を
お願いします

　
　出会い・結婚を支援する婚活パー
ティーなど、結婚支援活動を実施す
る団体などに対し、事業費用の一部
を助成します。
【補助対象】
　住民自治協議会・公益経済団体・
市内に拠点を置く営利を目的としな
い団体などが実施する結婚支援活動
※補助金は１事業につき上限５万円
※補助件数は予算に定める範囲内
【申込方法】
　こども未来課・各支所住民福祉課
にある交付申請書に必要事項を記入
し、事業計画書・資金計画書などを
添付して下記まで持参してください。
※申請書は市ホームページからもダ
ウンロードできます。

【申込先・問い合わせ】
　こども未来課
　☎ 22-9654　℻  22-9646
　 kodomo@city.iga.lg.jp

【任　期】
　７月１日㈬～令和３年６月30日㈬
【対象河川】
　木津川　大内橋～岩倉大橋下流
　服部川　服部橋～木津川合流
　柘植川　山神橋～服部川合流
【内　容】
　日常生活を通じて河川に関して気
づいたことなど、月１回程度レポー
トを提出
【応募資格】
　対象河川の付近にお住まいの 20
歳以上の人
【謝　礼】
　月額 4,000 円程度
【募集人数】
　若干名
【応募方法】
　応募用紙に記入の上、ファックス
または郵送で下記まで。
※詳しくは木津川上流河川事務所
ホームページをご覧ください。

【応募期限】　
　５月 31日㈰必着
【応募先・問い合わせ】
　木津川上流河川事務所管理課
　☎ 63-1611　℻  64-9070

結婚サポート事業補助金

河川愛護モニター募集

【応募資格】
　次のすべてに当てはまる人
○ 20歳以上の健康な人
○税務・選挙・警察用務に直接関わ
りのない人

【勤務形態】
　任命期間中は非常勤の公務員で
す。あらかじめ指定された期間内（２
カ月前後）に従事します。任命期間
は、都度連絡します。
【勤務内容】
　調査対象への訪問、調査票の配布
や回収など
【勤務場所】
　市内
【報　酬】
　調査ごとに、活動日数や調査対象
数などを考慮して定めます。
【応募方法】
　電話　※随時受付
【選考方法】
　面接
【応募先・問い合わせ】
　総務課
　☎ 22-9690　℻  22-9672

　同和問題をはじめとする、あらゆ
る人権に関する研修会の講師謝金に
対して助成します。
※複数回の申し込み可。ただし、１
団体総額２万円まで。
※実績報告などが必要。
【対象事業】
　参加者がおおむね 25人以上の研
修会
【申込方法】
　三重県伊賀地域防災総合事務所ま
たは人権政策課にある申込書に必要
事項を記入の上、下記まで。
【申込期間】
　５月 18日㈪～ 12月 18日㈮
※予算の範囲内で先着順
【申込先・問い合わせ】
　三重県伊賀地域防災総合事務所
　総務生活課
　☎ 24-8000　℻  24-8010 
【問い合わせ】
　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

登録統計調査員募集

令和２年度伊賀地域
ミニ人権大学講座助成金

２次元コードから詳しい情報が見られます。

◆人権政策課 人権啓発パネル展
　「子どもの人権」、「部落差別解消
推進法」
【と　き】　５月１日㈮～ 28日㈭
【ところ】　本庁舎３階
【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

◆寺田市民館「じんけんパネル展」
　「人権問題に関する三重県民意識
調査結果からみえてきたこと」
【と　き】　５月１日㈮～ 28日㈭
※開館延長日：12日㈫、19日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728

◆青山公民館 人権パネル展示
　「水平社宣言」
【と　き】
　５月 12日㈫～６月 11日㈭
【ところ】
　青山公民館１階ロビー
【問い合わせ】　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211

◆いがまち人権パネル展
　「一人ひとりが生きやすい社会の
ために」
【と　き】
　５月 13日㈬～ 28日㈭
※開館延長日：14日㈭、21日㈭
【ところ】　いがまち人権センター
【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

【と　き】
　６月７日㈰　正午～午後４時
【ところ】
　島ヶ原会館　ふれあいホール
【内　容】
　サークル活動（大正琴・カラオケ・
バンド・コーラス・オカリナ・カン
トリーダンス）などの発表
【問い合わせ】
　島ヶ原公民館
　☎ 59-2291　℻  59-2574

【と　き】
①５月 22日㈮、６月 26日㈮、７
月 17日㈮

　午後７時 30分～８時 30分
②６月４日㈭、７月２日㈭、８月６
日㈭　午前 10時～ 11時

※①か②を選んでください。
【ところ】　大山田公民館　研修室
【講　師】　陶山　美佐さん
【対象者】
　市内在住で 18歳以上の人
【定　員】　各回先着 20人
【申込方法】
　住所・氏名・年齢・電話番号を下
記まで。
【申込受付開始日】　５月８日㈮
※土・日曜日を除く。
【申込先・問い合わせ】
　大山田公民館
　☎ 46-0130　℻  46-0131
　 ooyamada-cc@city.iga.lg.jp

【と　き】　６月８日㈪
①午前 10時～正午
②午後２時～４時
【ところ】
①壬生野地区市民センター
②大山田公民館
【内　容】
　スマートフォンを使ったことのな
い人を対象に、基本的な使い方や活
用方法などを分かりやすく教えま
す。※①②どちらも同じ内容です。
【対象者】
　市内在住でおおむね60歳以上の人
【定　員】
　各回先着 20人
【申込方法】
　住所・氏名・年齢・電話番号を下
記まで。
【申込受付開始日】　５月８日㈮
※土・日曜日を除く。
【申込先・問い合わせ】
○いがまち公民館
　☎ 45-9122　℻  45-9160
　 igamachi-cc@city.iga.lg.jp
○大山田公民館
　☎ 46-0130　℻  46-0131
　 ooyamada-cc@city.iga.lg.jp

からだのほぐし体操

シニア向け
初めてのスマホ講座

人権パネル展

【と　き】
　５月 19日㈫
　午後７時 30分～午後９時
【ところ】
　ライトピアおおやまだ　ホール
【内　容】
○演題：「それぞれの峠を越えて」
○講師：徳島県人権エンタメ集団
　　　　「友輝」　中倉　茂樹さん
【問い合わせ】
　ライトピアおおやまだ
　☎ 47-1160　℻  47-1162

　特産農産物の付加価値化と栽培農
家の経営を支援します。
　申請方法や助成金額などは市ホー
ムページでご確認いただくか、お問
い合わせください。
【対象者】
　市内に住所があり、搾油用菜種ま
たはアスパラガスを生産する組織ま
たは個人
【申請方法】
　交付申請書兼請求書に必要書類を
添付のうえ、下記まで提出。
※交付申請書兼請求書は、市ホーム
ページからダウンロードできま
す。また、必要書類についても市
ホームページをご確認ください。

【交付申請書兼請求書の提出期限】
○搾油用菜種：指定処理施設「菜の
舎」へ出荷販売または加工処理を
した日から３カ月以内

○アスパラガス：新規または更新に
よって、株を購入した日から３カ
月以内

【助成金額および交付要件】
○搾油用菜種： 50 円 /kg（出荷販
売または加工処理）

※「菜の舎」へ出荷販売または加工
処理をしたものに限ります。

○アスパラガス：30円 /株
※新規または更新により購入したも
のに限ります。

【申請先・問い合わせ】
　農林振興課
　☎ 22-9713　℻  22-9715
　 nourin@city.iga.lg.jp

第1回
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　
　中心市街地のコンパクトで賑わい
のあるまちづくり、また、周辺地域
と一体的な活性化をめざし、まちな
か居住の推進、観光・商業の活性化
などに関する事業を官民で一体的に
進めるため、３月末に中心市街地活
性化基本計画を策定しました。
　この計画は、市ホームページに掲
載しているほか、中心市街地推進課・
各支所振興課でご覧いただけます。
【問い合わせ】
　中心市街地推進課
　☎ 22-9825　℻  22-9628
　 shigaichi@city.iga.lg.jp

　各地区の農業委員・推進委員は、
遊休農地の解消・優良農地の確保・
農地の無断（違反）転用防止のため、
常時、農地パトロールを行っていま
す。７月１日㈬から９月 30日㈬は
農地パトロールの強化期間です。
　耕作できる立地条件でありなが
ら、適正に管理がされていない遊休
農地をお持ちの人は、強化期間まで
に草刈りなどを行い、適正に管理し
ましょう。
【問い合わせ】　農業委員会事務局
　☎ 22-9720　℻  22-9715

　浄化槽を設置している人は、浄化
槽法で次のことが義務づけられてい
ます。
○保守点検：20人槽までの浄化槽
は年３～４回

○清掃：年１回以上
○法定検査（定期検査：11条検査）：
年１回

※法定検査は、（一財）三重県水質検査
センターが実施（対象となる家庭
に案内送付）

【問い合わせ】
○（一財）三重県水質検査センター
　☎ 059-213-0707
○下水道課
　☎ 24-2137　℻  24-2138

　
　事業所などに勤務している人（パー
ト、アルバイトの人も含む。）の個人
住民税（市・県民税）は、所得税と
同様に原則、事業者が給与から徴収
した上で、従業員に代わって市に納
入していただくことになっています
（特別徴収）。特別徴収されていない
場合は、事業者に確認してください。
◆特別徴収のメリット
○金融機関などで納税する手間を省
くことができます。
○普通徴収の納期が原則年４回で
あるのに対し、特別徴収は年 12
回（６月から翌年５月まで）のた
め、１回あたりの負担が少なくな
ります。
※事業所への税額決定通知書の発送
は５月中旬の予定です。従業員の
税額決定通知書は、事業所経由で
配布します。

【問い合わせ】
○課税課 
　☎ 22-9613　℻  22-9618
○三重県総務部税収確保課
　☎ 059-224-2131

　「全国瞬時警報システム（Ｊアラー
ト）」の訓練のため、市内一斉に試
験放送をします。
【と　き】
　５月 20日㈬　午前 11 時
【放送内容】
　チャイムのあと
に次の音声が流れ
ます。
　「これはJアラー
トのテストです。」
×３
　「こちらは広報伊賀です。」
【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444

　弁護士・税理士・社会福祉士など
専門家が相談にお応えします。
【と　き】　６月６日㈯
　午前 10 時～午後４時
【ところ】　ゆめぽりすセンター
【内　容】
○賃金不払い・不当解雇など
○年金・税金・介護・子育て・ローン（住
宅・教育など）に関する相談
○さまざまな保険の保障見直し
○奨学金の返済
○住宅新築・建替え・リフォーム・
住宅のトラブル

【定　員】　先着 15 組程度
【申込方法】　電話
【申込期間】　５月７日㈭～ 29日㈮
【申込先・問い合わせ】
　暮らしほっとステーション伊賀
　☎ 24-7198
　午前９時～午後５時
※土・日曜日、祝日は除く。

【と　き】　６月１日㈪～ 17日㈬
　午前９時～午後５時
※土・日曜日は除く。
【ところ】
　名阪国道名古屋方面（上り）
　南在家 IC～久我 IC
※工事期間中１車線規制となります
【問い合わせ】
○国土交通省中部地方整備局北勢国
道事務所
　☎ 0595-82-3937
○名阪国道テレフォンインフォメー
ション
　☎ 0595-82-3939
○企画管理課
　☎ 22-9723　℻  22-9724

　 29ページの答え　
④花之木
　月ヶ瀬街道に面した巨岩に地
蔵菩薩、阿弥陀如来、釈迦如来
などが彫られています。
鎌倉時代の作です。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

名阪国道（三重県内）
リフレッシュ工事

防災行政無線の試験放送

市・県民税「特別徴収」の
納税通知書を発送します

「第２期伊賀市中心市街地
活性化基本計画」を策定
しました

農地パトロール強化期間

浄化槽を設置している
皆さんへ

暮らしなんでも相談

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　合併処理浄化槽の設置費用の一部
を補助します。
【対象者】　市内在住で、対象区域内
の住宅に合併処理浄化槽を設置しよ
うとする人
※市外在住で、設置後に住所を伊賀
市へ移す場合は対象となります。
※対象区域はお問い合わせください。
【補助金額】
○５人槽：219,000 円
○６～７人槽：273,000 円
○８～ 10人槽：362,000 円
【申請方法】　合併処理浄化槽の工事
着手の７日前までに、申請書に必要
事項を記入の上、必要書類を添えて
提出してください。申請書は市ホー
ムページからダウンロードできます。
※予算額に達し次第、受付終了。
【申請先・問い合わせ】　下水道課
　☎ 24-2137　℻  24-2138

　対象者に軽自動車税種別割の納税
通知書を５月１日付けで発送します
ので、納期限（６月１日）までに納
付してください。
※軽自動車税種別割は毎年４月１日
現在で軽自動車などを所有する人
に課税されます。
※軽自動車を廃車・名義変更または
住所変更をしたときは、手続きが
必要です。
※年度の途中で廃車・名義変更をし
ても税の払い戻しはありません。

【問い合わせ】　課税課
　☎ 22-9613　℻  22-9618

　ミュージアム青山讃頌舎は４月22
日㈬からのオープンを予定していま
したが、新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、オープンを延期し
ています。
　オープンの日が決定しましたら、市
ホームページなどでお知らせします。
【問い合わせ】　文化交流課
　☎ 22-9621　℻  22-9619

　大切な人・まちを守る活動をして
みませんか。近年、全国の消防団で
は多くの女性が活躍しています。興
味のある人、入団を希望する人はお
問い合わせください。
【主な活動内容】
　防火・防災に関する啓発、応急手
当指導、高齢者宅防火訪問　など
【入団資格】
　市内在住で満 18歳以上の人
【処　遇】
　年報酬・出動手当、公務災害補償、
退職報償金　など
【問い合わせ】
　消防本部地域防災課
　☎ 24-9115　℻  24-9111

　ケーブルテレビ線を維持管理する
費用の一部、またはそれに相当する
料金を市が代わってケーブルテレビ
会社へ支払う制度です。
　５月１日受付分から対象世帯の要
件が変わります。詳しくはお問い合
わせください。
【対象世帯】
①身体障害者手帳１級または２級の
交付を受けた人がいる世帯
②療育手帳Ａの交付を受けた人がい
る世帯
③精神障害者保健福祉手帳１級の交
付を受けた人がいる世帯
④伊賀市福祉医療費の助成に関する
条例に規定する一人親家庭等の児
童が同居する世帯
⑤生活保護世帯（世帯全員が生活保
護を受給している世帯）
※①～④は住民税非課税の世帯のみ
※ケーブルテレビ放送事業者の視聴
契約が行政情報番組または行政放
送サービスのみの世帯が対象です。
※すでに軽減制度を受けている人
は、引き続き受けられるか確認す
るため、現況届と承諾書の提出が
必要です。現況届と承諾書は６月
下旬に各世帯へ郵送します。

【問い合わせ】
○広聴情報課
　☎ 22-9636　℻  22-9617
○各支所住民福祉課

合併処理浄化槽
設置整備事業補助金制度

軽自動車税種別割の
納税通知書を発送します

【義援金総額】　※３月末現在
○東日本大震災
　64,619,611 円
○熊本地震災害
　622,806 円
○平成 29年 7月 5日からの大雨災害
　49,085 円
○バングラデシュ南部避難民
　52,945 円
○平成 30年 7月豪雨災害
　289,182 円
○平成 30年北海道胆振東部地震
　105,412 円
○令和元年８月豪雨災害
　20,314 円
○令和元年台風第 15号東京都災害
　121,227 円
○令和元年台風第 19号災害　 
　142,883 円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

　この調査は、統計法に基づき、従
業者４人以上のすべての製造事業所
を対象に、日本の工業の実態を明ら
かにするために行います。５月中に
調査員が対象事業所を訪問しますの
で、調査の趣旨、必要性をご理解い
ただき、ご協力をお願いします。
【問い合わせ】
　総務課
　☎ 22-9690　℻  22-9672

義援金　受け入れ状況

ミュージアム青山讃頌舎の
オープンを延期しています

消防団女性団員募集

ケーブルテレビ維持管理費等
負担軽減制度

工業統計調査にご協力を
お願いします

　広報いが・行政情報番組
（ウィークリー伊賀市・文字放
送）について、ご意見・ご提案
をお聞かせください。
【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp

ご意見をお聞かせください
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　
　中心市街地のコンパクトで賑わい
のあるまちづくり、また、周辺地域
と一体的な活性化をめざし、まちな
か居住の推進、観光・商業の活性化
などに関する事業を官民で一体的に
進めるため、３月末に中心市街地活
性化基本計画を策定しました。
　この計画は、市ホームページに掲
載しているほか、中心市街地推進課・
各支所振興課でご覧いただけます。
【問い合わせ】
　中心市街地推進課
　☎ 22-9825　℻  22-9628
　 shigaichi@city.iga.lg.jp

　各地区の農業委員・推進委員は、
遊休農地の解消・優良農地の確保・
農地の無断（違反）転用防止のため、
常時、農地パトロールを行っていま
す。７月１日㈬から９月 30日㈬は
農地パトロールの強化期間です。
　耕作できる立地条件でありなが
ら、適正に管理がされていない遊休
農地をお持ちの人は、強化期間まで
に草刈りなどを行い、適正に管理し
ましょう。
【問い合わせ】　農業委員会事務局
　☎ 22-9720　℻  22-9715

　浄化槽を設置している人は、浄化
槽法で次のことが義務づけられてい
ます。
○保守点検：20人槽までの浄化槽
は年３～４回
○清掃：年１回以上
○法定検査（定期検査：11条検査）：
年１回
※法定検査は、（一財）三重県水質検査
センターが実施（対象となる家庭
に案内送付）

【問い合わせ】
○（一財）三重県水質検査センター
　☎ 059-213-0707
○下水道課
　☎ 24-2137　℻  24-2138

　
　事業所などに勤務している人（パー
ト、アルバイトの人も含む。）の個人
住民税（市・県民税）は、所得税と
同様に原則、事業者が給与から徴収
した上で、従業員に代わって市に納
入していただくことになっています
（特別徴収）。特別徴収されていない
場合は、事業者に確認してください。
◆特別徴収のメリット
○金融機関などで納税する手間を省
くことができます。
○普通徴収の納期が原則年４回で
あるのに対し、特別徴収は年 12
回（６月から翌年５月まで）のた
め、１回あたりの負担が少なくな
ります。
※事業所への税額決定通知書の発送
は５月中旬の予定です。従業員の
税額決定通知書は、事業所経由で
配布します。

【問い合わせ】
○課税課 
　☎ 22-9613　℻  22-9618
○三重県総務部税収確保課
　☎ 059-224-2131

　「全国瞬時警報システム（Ｊアラー
ト）」の訓練のため、市内一斉に試
験放送をします。
【と　き】
　５月 20日㈬　午前 11 時
【放送内容】
　チャイムのあと
に次の音声が流れ
ます。
　「これはJアラー
トのテストです。」
×３
　「こちらは広報伊賀です。」
【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444

　弁護士・税理士・社会福祉士など
専門家が相談にお応えします。
【と　き】　６月６日㈯
　午前 10 時～午後４時
【ところ】　ゆめぽりすセンター
【内　容】
○賃金不払い・不当解雇など
○年金・税金・介護・子育て・ローン（住
宅・教育など）に関する相談
○さまざまな保険の保障見直し
○奨学金の返済
○住宅新築・建替え・リフォーム・
住宅のトラブル

【定　員】　先着 15 組程度
【申込方法】　電話
【申込期間】　５月７日㈭～ 29日㈮
【申込先・問い合わせ】
　暮らしほっとステーション伊賀
　☎ 24-7198
　午前９時～午後５時
※土・日曜日、祝日は除く。

【と　き】　６月１日㈪～ 17日㈬
　午前９時～午後５時
※土・日曜日は除く。
【ところ】
　名阪国道名古屋方面（上り）
　南在家 IC～久我 IC
※工事期間中１車線規制となります
【問い合わせ】
○国土交通省中部地方整備局北勢国
道事務所
　☎ 0595-82-3937
○名阪国道テレフォンインフォメー
ション
　☎ 0595-82-3939
○企画管理課
　☎ 22-9723　℻  22-9724

　 29ページの答え　
④花之木
　月ヶ瀬街道に面した巨岩に地
蔵菩薩、阿弥陀如来、釈迦如来
などが彫られています。
鎌倉時代の作です。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

名阪国道（三重県内）
リフレッシュ工事

防災行政無線の試験放送

市・県民税「特別徴収」の
納税通知書を発送します

「第２期伊賀市中心市街地
活性化基本計画」を策定
しました

農地パトロール強化期間

浄化槽を設置している
皆さんへ

暮らしなんでも相談

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　合併処理浄化槽の設置費用の一部
を補助します。
【対象者】　市内在住で、対象区域内
の住宅に合併処理浄化槽を設置しよ
うとする人
※市外在住で、設置後に住所を伊賀
市へ移す場合は対象となります。

※対象区域はお問い合わせください。
【補助金額】
○５人槽：219,000 円
○６～７人槽：273,000 円
○８～ 10人槽：362,000 円
【申請方法】　合併処理浄化槽の工事
着手の７日前までに、申請書に必要
事項を記入の上、必要書類を添えて
提出してください。申請書は市ホー
ムページからダウンロードできます。
※予算額に達し次第、受付終了。
【申請先・問い合わせ】　下水道課
　☎ 24-2137　℻  24-2138

　対象者に軽自動車税種別割の納税
通知書を５月１日付けで発送します
ので、納期限（６月１日）までに納
付してください。
※軽自動車税種別割は毎年４月１日
現在で軽自動車などを所有する人
に課税されます。

※軽自動車を廃車・名義変更または
住所変更をしたときは、手続きが
必要です。

※年度の途中で廃車・名義変更をし
ても税の払い戻しはありません。

【問い合わせ】　課税課
　☎ 22-9613　℻  22-9618

　ミュージアム青山讃頌舎は４月22
日㈬からのオープンを予定していま
したが、新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、オープンを延期し
ています。
　オープンの日が決定しましたら、市
ホームページなどでお知らせします。
【問い合わせ】　文化交流課
　☎ 22-9621　℻  22-9619

　大切な人・まちを守る活動をして
みませんか。近年、全国の消防団で
は多くの女性が活躍しています。興
味のある人、入団を希望する人はお
問い合わせください。
【主な活動内容】
　防火・防災に関する啓発、応急手
当指導、高齢者宅防火訪問　など
【入団資格】
　市内在住で満 18歳以上の人
【処　遇】
　年報酬・出動手当、公務災害補償、
退職報償金　など
【問い合わせ】
　消防本部地域防災課
　☎ 24-9115　℻  24-9111

　ケーブルテレビ線を維持管理する
費用の一部、またはそれに相当する
料金を市が代わってケーブルテレビ
会社へ支払う制度です。
　５月１日受付分から対象世帯の要
件が変わります。詳しくはお問い合
わせください。
【対象世帯】
①身体障害者手帳１級または２級の
交付を受けた人がいる世帯

②療育手帳Ａの交付を受けた人がい
る世帯

③精神障害者保健福祉手帳１級の交
付を受けた人がいる世帯

④伊賀市福祉医療費の助成に関する
条例に規定する一人親家庭等の児
童が同居する世帯

⑤生活保護世帯（世帯全員が生活保
護を受給している世帯）

※①～④は住民税非課税の世帯のみ
※ケーブルテレビ放送事業者の視聴
契約が行政情報番組または行政放
送サービスのみの世帯が対象です。

※すでに軽減制度を受けている人
は、引き続き受けられるか確認す
るため、現況届と承諾書の提出が
必要です。現況届と承諾書は６月
下旬に各世帯へ郵送します。

【問い合わせ】
○広聴情報課
　☎ 22-9636　℻  22-9617
○各支所住民福祉課

合併処理浄化槽
設置整備事業補助金制度

軽自動車税種別割の
納税通知書を発送します

【義援金総額】　※３月末現在
○東日本大震災
　64,619,611 円
○熊本地震災害
　622,806 円
○平成 29年 7月 5日からの大雨災害
　49,085 円
○バングラデシュ南部避難民
　52,945 円
○平成 30年 7月豪雨災害
　289,182 円
○平成 30年北海道胆振東部地震
　105,412 円
○令和元年８月豪雨災害
　20,314 円
○令和元年台風第 15号東京都災害
　121,227 円
○令和元年台風第 19号災害　 
　142,883 円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

　この調査は、統計法に基づき、従
業者４人以上のすべての製造事業所
を対象に、日本の工業の実態を明ら
かにするために行います。５月中に
調査員が対象事業所を訪問しますの
で、調査の趣旨、必要性をご理解い
ただき、ご協力をお願いします。
【問い合わせ】
　総務課
　☎ 22-9690　℻  22-9672

義援金　受け入れ状況

ミュージアム青山讃頌舎の
オープンを延期しています

消防団女性団員募集

ケーブルテレビ維持管理費等
負担軽減制度

工業統計調査にご協力を
お願いします

　広報いが・行政情報番組
（ウィークリー伊賀市・文字放
送）について、ご意見・ご提案
をお聞かせください。
【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp

ご意見をお聞かせください

33 2020.5

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
・
講
座



　若者会議では、18歳以上の学生、会社員、個人
事業主、主婦などさまざまな立場から伊賀市の未来
について考えています。今回はそんな第２期メン
バーから応募時にいただいた若者会議活動への思い
の一部をお伝えします。
◆第１期から継続するメンバーの声
○ 20代男性
「若者会議で多くの人と知り合うことができま
した。これからももっとコミュニティを広げて
いきたいです。こうした一人ひとりのコミュニ
ティの広がりが活力ある伊賀市に繋がると思って
います。」
○ 20代女性
「第２期では、これまでの活動をさらに発展した
取り組みに繋げていきたいです。若者会議は私に
とって、非常に楽しく、参加することでエネルギー
がもらえる場所です。」

◆新規メンバーの声
○ 20代男性
「若者会議のこれま
での活動内容や同
世代が真剣かつ楽し
みながら積極的に活
動されている風景を見て、私もぜひともメンバーに
加わりたいと思い、応募しました。伊賀市の魅力
を市外に発信し、新たな伊賀ファンを獲得するこ
とに加え、住民がより安心・安全・快適に過ごせ
る一層魅力的な伊賀を共に作っていきたいです。」
○ 20代女性
「若者のアイデアを取り入れた企画を実現し、生き
生きしたまちづくりに貢献したいです。」
　このように若者たちが声をあげて地域のために活
動しています。この声がもっと大きくなるように、
市全体で支えていきたいと考えていますので応援を
よろしくお願いします。
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9623　℻  22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

だ よ り

病気に
なりに

くい

カラダ
を作る

健康レ
シピ

材料（２人分）
かぼちゃ………………………………………200g
絹さや……………………………………………少々
牛 乳 …………………………………………200ml
鶏ひき肉…………………………………………60g
めんつゆ（３倍濃縮）……………………（大さじ１）

１．かぼちゃは種とワタを取り除き、２センチ角に
切る。

２．フライパンに牛乳、めんつゆ、鶏ひき肉を入れて
箸で混ぜる。鶏ひき肉がほぐれたら、［1］のか
ぼちゃを加え、アルミホイルやクッキングシート
などで落としぶたをして中火にかける。

３．煮立ったら火をやや弱くし、かぼちゃが柔らかく
なるまで煮る。

４．下茹でした絹さやを入れる。スナップエンドウや
枝豆などでもよいです。

●栄養量（１人前）：熱量　179kcal、塩分　0.9g
　１日あたりの塩分摂取目標は、男性7.5g未満、女性6.5g未満
です。生活習慣病予防のため、塩分摂取を控えましょう。

かぼちゃの
ミルクそぼろ煮

上野総合市民病院 管理栄養士によるレシピです。

牛乳のコクとうまみで、かんたんおいしく減塩
　「健康食」といわれる「和食」ですが、
しょうゆやみそを使った料理が多いた
め、塩分が多くなりがちです。
　煮物のだし汁を牛乳に変えることで、
コクとうまみが増し調味料を減らしても
おいしく減塩できます。不足しがちなカ
ルシウムも補えます。

デザート 鮭のムニエル ミネストローネ

ごはん かぼちゃのミルクそぼろ煮

６月の無料相談

常時開設相談 ※相談時間などはお問い合わせください。

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。

9日㈫
13:30 ～ 16:30

本庁舎　2階相談室 3
市民生活課

6/2　8：30～受付
※先着８人

22-9638 

23 日㈫ 伊賀支所　１階談話室
伊賀支所住民福祉課 
6/16　8：30～受付

※先着８人
45-9104

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 10 日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

4階相談室
人権政策課

※受付期間（5/25 ～ 6/5）
※先着４人

22-9632

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

5日㈮

13:30 ～ 16:00

阿山保健福祉センター　２階会議室 阿山支所住民福祉課 43-0333

10 日㈬ 島ヶ原支所　応接室 島ヶ原支所住民福祉課 59-2109

10 日㈬ 本庁舎　2階相談室 3 市民生活課 22-9638

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 24 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　2階相談室 3

市民生活課
※受付期間（5/28 ～ 6/22）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 12 日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　2階相談室 3

市民生活課
※受付期限（6/10）
※先着 4人

22-9638

出張年金相談
※予約制

3 日㈬
10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　3階

津年金事務所
※受付期限（5/27） 059-228-

9112
19 日㈮ 津年金事務所

※受付期限（6/12）

緑（園芸）の相談 8日㈪ 13:30 ～ 16:00 本庁舎玄関ロビー 都市計画課 22-9731

外国人のための
行政書士相談
※予約制

14 日㈰ 13:30 ～ 16:00 多文化共生センター 市民生活課
※先着４人 22-9702

こころの健康相談
※予約制 24 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　1階 伊賀保健所 24-8076

健康相談 26日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階健康ステーション 健康推進課 22-9653

高齢者の就業相談
4日㈭ 13:30 ～ 15:00 寺田市民館 シルバー人材センター 24-5800

11 日㈭
※予約制 13:30 ～ 15:00 伊賀市シルバー

ワークプラザ シルバー人材センター 24-5800

相談内容 問い合わせ 電　話
こどもの発達相談 こども発達支援センター 22-9627
女性相談　※予約優先 こども未来課 22-9609

家庭児童相談
※予約優先 こども未来課 22-9609

母子・父子自立相談
※予約優先 こども未来課 22-9609

消費生活相談 市民生活課 22-9626
高齢者の総合相談 地域包括支援センター 26-1521

相談内容 問い合わせ 電　話

障がい者の総合相談 障がい者相談
支援センター 26-7725

若者の就労相談
※予約優先

いが若者サポート
ステーション 22-0039

雇用・労働相談 商工労働課 22-9669

青少年相談 青少年センター 24-3251

生活にお困りの方の相談 生活支援課 22-9650

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。
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　若者会議では、18歳以上の学生、会社員、個人
事業主、主婦などさまざまな立場から伊賀市の未来
について考えています。今回はそんな第２期メン
バーから応募時にいただいた若者会議活動への思い
の一部をお伝えします。
◆第１期から継続するメンバーの声
○ 20代男性
「若者会議で多くの人と知り合うことができま
した。これからももっとコミュニティを広げて
いきたいです。こうした一人ひとりのコミュニ
ティの広がりが活力ある伊賀市に繋がると思って
います。」

○ 20代女性
「第２期では、これまでの活動をさらに発展した
取り組みに繋げていきたいです。若者会議は私に
とって、非常に楽しく、参加することでエネルギー
がもらえる場所です。」

◆新規メンバーの声
○ 20代男性
「若者会議のこれま
での活動内容や同
世代が真剣かつ楽し
みながら積極的に活
動されている風景を見て、私もぜひともメンバーに
加わりたいと思い、応募しました。伊賀市の魅力
を市外に発信し、新たな伊賀ファンを獲得するこ
とに加え、住民がより安心・安全・快適に過ごせ
る一層魅力的な伊賀を共に作っていきたいです。」

○ 20代女性
「若者のアイデアを取り入れた企画を実現し、生き
生きしたまちづくりに貢献したいです。」

　このように若者たちが声をあげて地域のために活
動しています。この声がもっと大きくなるように、
市全体で支えていきたいと考えていますので応援を
よろしくお願いします。
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9623　℻  22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp
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絹さや……………………………………………少々
牛 乳 …………………………………………200ml
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めんつゆ（３倍濃縮）……………………（大さじ１）

１．かぼちゃは種とワタを取り除き、２センチ角に
切る。

２．フライパンに牛乳、めんつゆ、鶏ひき肉を入れて
箸で混ぜる。鶏ひき肉がほぐれたら、［1］のか
ぼちゃを加え、アルミホイルやクッキングシート
などで落としぶたをして中火にかける。

３．煮立ったら火をやや弱くし、かぼちゃが柔らかく
なるまで煮る。

４．下茹でした絹さやを入れる。スナップエンドウや
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●栄養量（１人前）：熱量　179kcal、塩分　0.9g
　１日あたりの塩分摂取目標は、男性7.5g未満、女性6.5g未満
です。生活習慣病予防のため、塩分摂取を控えましょう。

かぼちゃの
ミルクそぼろ煮

上野総合市民病院 管理栄養士によるレシピです。

牛乳のコクとうまみで、かんたんおいしく減塩
　「健康食」といわれる「和食」ですが、
しょうゆやみそを使った料理が多いた
め、塩分が多くなりがちです。
　煮物のだし汁を牛乳に変えることで、
コクとうまみが増し調味料を減らしても
おいしく減塩できます。不足しがちなカ
ルシウムも補えます。

デザート 鮭のムニエル ミネストローネ

ごはん かぼちゃのミルクそぼろ煮

６月の無料相談

常時開設相談 ※相談時間などはお問い合わせください。

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。

9日㈫
13:30 ～ 16:30

本庁舎　2階相談室 3
市民生活課

6/2　8：30～受付
※先着８人

22-9638 

23 日㈫ 伊賀支所　１階談話室
伊賀支所住民福祉課 
6/16　8：30～受付

※先着８人
45-9104

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 10 日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

4階相談室
人権政策課

※受付期間（5/25 ～ 6/5）
※先着４人

22-9632

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

5日㈮

13:30 ～ 16:00

阿山保健福祉センター　２階会議室 阿山支所住民福祉課 43-0333

10 日㈬ 島ヶ原支所　応接室 島ヶ原支所住民福祉課 59-2109

10 日㈬ 本庁舎　2階相談室 3 市民生活課 22-9638

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 24 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　2階相談室 3

市民生活課
※受付期間（5/28 ～ 6/22）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 12 日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　2階相談室 3

市民生活課
※受付期限（6/10）
※先着 4人

22-9638

出張年金相談
※予約制

3 日㈬
10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　3階

津年金事務所
※受付期限（5/27） 059-228-

9112
19 日㈮ 津年金事務所

※受付期限（6/12）

緑（園芸）の相談 8日㈪ 13:30 ～ 16:00 本庁舎玄関ロビー 都市計画課 22-9731

外国人のための
行政書士相談
※予約制

14 日㈰ 13:30 ～ 16:00 多文化共生センター 市民生活課
※先着４人 22-9702

こころの健康相談
※予約制 24 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　1階 伊賀保健所 24-8076

健康相談 26日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階健康ステーション 健康推進課 22-9653

高齢者の就業相談
4日㈭ 13:30 ～ 15:00 寺田市民館 シルバー人材センター 24-5800

11 日㈭
※予約制 13:30 ～ 15:00 伊賀市シルバー

ワークプラザ シルバー人材センター 24-5800

相談内容 問い合わせ 電　話
こどもの発達相談 こども発達支援センター 22-9627

女性相談　※予約優先 こども未来課 22-9609
家庭児童相談
※予約優先 こども未来課 22-9609

母子・父子自立相談
※予約優先 こども未来課 22-9609

消費生活相談 市民生活課 22-9626
高齢者の総合相談 地域包括支援センター 26-1521

相談内容 問い合わせ 電　話

障がい者の総合相談 障がい者相談
支援センター 26-7725

若者の就労相談
※予約優先

いが若者サポート
ステーション 22-0039

雇用・労働相談 商工労働課 22-9669

青少年相談 青少年センター 24-3251

生活にお困りの方の相談 生活支援課 22-9650

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。
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今月の表紙は伊賀の国大山田温泉さるびの前の菜の花畑の様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。

今月の納税
●納期限　６月１日 （月）

納期限内に納めましょう
軽自動車税種別割（全期） 2020 年（令和２年）５月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴情報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　90,572 人　○世帯数　40,654 世帯
○男　44,458 人　　○女　46,114 人

伊賀市の人口・世帯数
令和２年３月 31日現在

スマホアプリ

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615番地　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は、診療終了時刻の 30分前までにお願いします。
◆夜間・日曜日・祝日診療を行っている医療機関は、救急医療情報センター
コールセンター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

◉伊賀市救急・
　健康相談ダイヤル 24

☎ 0120-4199-22
　心と体のさまざまな相談に、24時
間体制でお応えします。
※通話料・相談料は無料です。

５月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前９時～翌日午前８時45分
救急車での搬送限定ではありませんが、必ず事前に連絡
が必要です。
　【上野総合市民病院（☎ 24-1111）】
　【名張市立病院（☎ 61-1100）】
　【岡波総合病院（☎ 21-3135）】

◉各病院の受け入れ体制
日 月 火 水 木 金 土

１
　上野

２
　名張

３
　名張

４
　岡波

５
　名張

６
　岡波

７
　名張

８
　上野

９
　上野

10
　岡波

11
　岡波

12　
　上野

13
　岡波

14
　名張

15
　上野

16
　名張

17
　名張

18
　岡波

19
　名張

20
　岡波

21
　名張

22
　上野

23
　上野

24
　岡波

25
　岡波

26
　上野

27
　岡波

28
　名張

29
　上野

30
　上野

31
　名張

＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なり、診察できない場合があります。また、非当番日は救急の受け入れを行いません。
※二次救急（重症）の人が対象です。

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

ボランティア募集中
～みんなで盛り上げましょう～
　2021 年９月 25日から 10月５日まで開催され
る「三重とこわか国体」で、市内外からの来訪者を
歓迎し、国体の運営をお手伝いいただくボランティ
アを募集しています。

◇募集人数と内容
◦広報ボランティア（50人程度）
　イベントでの PR活動など
◦運営ボランティア（300人程度）
　競技会場での受付・
案内、休憩所でのドリ
ンクサービス、会場内
での美化活動など

◦応援ボランティア（100人程度）
　大会期間中の平日に競技会場での出場選手の応援
※募集人数に達し次第締め切りとなります。
※詳しくは、実行委員会ホームページをご覧ください。
◇応募要件
　中学生以上の個人または団体。ただし、広報ボラ
ンティアのうち、ダンス活動は小学生以上とします。
※ 18歳未満の人は、保護者の同意が必要です。
◇申込方法
　実行委員会ホームページからメール
フォーム入力によりお申込みいただく
か、本庁舎玄関受付などにある「伊賀市
ボランティア登録申込書」に必要事項を記入の上、下
記まで。

<お知らせ>
　軟式野球競技リハーサル大会は、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、中止になりました。
　
【申込先・問い合わせ】
　三重とこわか国体伊賀市実行委員会事務局（国体推進課内）
　☎43-9100　℻  43-9102　 kokutai@city.iga.lg.jp

～三重とこわか国体をもっと知ろう～
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